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例　　言

１．本書は京都市が文化庁の国庫補助を得て実施した平成 30年度の京都市内遺跡試掘調査報告書

である。平成 30年１月から 12月まで実施した試掘調査のうち，重要な成果があったものを

本文で報告し，その他のものを一覧表に列記する。ただし，試掘調査の結果，発掘調査を指

導したものについては，発掘調査報告書の刊行を待つこととし，一覧表にのみ掲載する。

２．本文の執筆分担は，本文の末尾に記している。

３．本書報告の調査のうち，基準点測量した調査の方位および座標は，世界測地系平面直角座標

系Ⅵによる。標高は T．P．( 東京湾平均海面高度）による。またこれ以外の場合は，既存公

共物などを仮基準点（KBM）として用いている。

４．本書で使用した調査位置図は京都市発行の都市計画基本図（縮尺１／ 2,500）を調整し，作成

したものである。このほか，巻末の図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。

	 　　図版１〜 13　１／ 8,000　図版 14〜 30　１／ 10,000（図版 21- ３のみ 1/20,000）

５．本書で使用した遺物の名称及び形式・型式は，一部を除き，小森俊寛・上村憲章「京都の都

市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第３号，（財）京都市埋蔵文化財研究所，

1996 年に準拠する。

６．本書で使用した土色名は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』

2016 年度版に準じる。

７．調査一覧表では各時代の「時代」は省略し

ており，調査日についても簡略に記してい

る。遺跡名は，平安宮跡，平安京跡，長岡

京跡については，官衙・条坊を優先して記

載した。

８．遺物整理にあたっては，上茶谷美保，上別

府亜紀，早川仁志，三枝　愛，義井良作，

吉本健吾の協力を得た。

９．調査及び本書作成は，京都市文化市民局　

文化芸術都市推進室　文化財保護課が担

当し，（公財）京都市埋蔵文化財研究所の

協力を得た。
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Ⅰ　試掘調査の概要

１　京都市内の埋蔵文化財行政と試掘調査
京都市で所管する周知の埋蔵文化財包蔵地の件数は，平成17年の京北町との合併に伴う遺跡地

図の改定を経てさらに増加し，現在では815件を数える。その種類は，平安京跡，長岡京跡に代表

される都城跡をはじめ，宮殿跡，離宮跡，邸宅跡，寺院跡，城跡，集落跡，古墳，窯跡，散布地と，

多岐にわたる。またその存続期間は旧石器時代から近現代までと幅広く，遺構面は重層的に存在す

る。このため集落と都城跡，古墳群と城跡など，異なる性格を備えた遺構が並列して検出されるこ

とも珍しくなく，これらが遺跡の理解をより難しいものとしている。

京都市では，これらの埋蔵文化財包蔵地を重要度に即して「重要遺跡・小規模遺跡」「一般遺跡」

「一般遺跡に準ずる遺跡」の３種に分類し，要項によりそれぞれの扱いを定めている（平成19年４

月10日改訂）。包蔵地内で土木工事や開発行為が計画された場合，京都市文化財保護課（以下，当

課という）は遺跡の重要度と工事規模に応じて「発掘調査」「試掘調査」「詳細分布調査（立会調査）」

「慎重工事」の４種の行政指導を行う。

このうち試掘調査は，遺跡の有無や遺構の残存状況，その範囲等を把握し，更なる発掘調査が必

要であるか否かを判断する作業で，非常に重要な業務である。平成30年度現在，当課では計９名

の文化財保護技師がその職務に従事している。

試掘調査を実施した結果，遺跡の残存状態が良好であり，かつ工事による遺構の損傷が免れない

と判断された場合は，設計変更による遺跡の保護もしくは対象範囲の発掘調査が指導される。試掘

調査の件数は年々増加の一途を辿り，平成30年の指導件数は計188件を数える。また試掘調査を

経て本発掘調査に至るものは20件を超えており，これも増加の傾向にある。

２　平成30年の試掘調査概要

（１）試掘調査の内訳と件数

平成30年１月～12月に文化財保護法第93条に基づいて提出された届出と，同第94条に基づく

通知の件数は，あわせて1,812件に上る。この件数は，前年比で303件（16.6％）の増加である。

国内及び外国人観光客に沸く京都市内では，インバウンド効果によるホテルの建設が活況を呈して

おり，近年では，より小規模な簡易宿舎やゲストハウスの建設も急増している。間近に迫った東京

オリンピックの開催や，大阪での実施が決定した万国博覧会等のイベントは，これに拍車をかけて

いるようである。一方，消費税増税への懸念から，住居の建築を急ぐ例も少なくはない。

届出・通知に対する保護課の指導内容は，発掘調査21件（前年比33.3％増），試掘調査188件

（同20.7％増），詳細分布調査660件（同0.1％増），慎重工事943件（同25.9％増）である。この
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うち，試掘調査の実施件数は169件（同20.7％増）で，前年度に比べて激増の感がぬぐえない。試

掘調査の件数を地区ごとに見ると，平安宮域６件，平安京左京域45件，平安京右京域41件，太秦

地区８件，洛北地区15件，北白川地区２件，洛東地区15件，伏見・醍醐地区７件，鳥羽地区３件，

長岡京地区10件，南桂川地区15件，京北地区２件である。平安宮域の開発は減少傾向にあるもの

の，左京域，右京域の開発の増加には目を見張るものがある。南桂川地区，洛北地区，洛東地区の

開発も堅調である。

試掘調査の結果，発掘調査による記録保存もしくは設計変更による遺構面の保護が必要と判断

された件数は35件で，そのうち25件について発掘調査が実施された。なお，これ以外にも，昨年

度までの試掘調査結果や隣接地の調査成果を引用して，発掘調査が指導，実施されたものもある。

平成30年に発掘調査を請け負った組織は計10団体である。公益財団法人京都市埋蔵文化財研

究所が６件，古代文化調査会（代表　家崎孝治）が４件，関西文化財調査会（代表　吉川義彦）が

表１　平成30年の試掘調査件数
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図１　試掘調査件数の年間推移

地　区
１～3月

（平成29年度）
4～12月

（平成30年度）
小計 地　　　区

１～3月
（平成28年度）

4～12月
（平成29年度）

小計

①平安宮域 2 4 6 ⑦洛東地区 1 14 15

②平安京左京域 8 37 45 ⑧伏見・醍醐地区 2 5 7

③平安京右京域 11 30 41 ⑨鳥羽地区 0 3 3

④太秦地区 4 4 8 ⑩長岡京地区 2 8 10

⑤洛北地区 4 11 15 ⑪南桂川地区 7 8 15

⑥北白川地区 0 2 2 ⑫京北地区 0 2 2

合　計 41 128 169
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２件，株式会社イビソク関西支店（支店長　野澤直人）が２件，有限会社京都平安文化財（代表　

栗田尚典）が２件，国際文化財株式会社西日本支社（支店長　森下賢司）が２件，合同会社アルケ

ス（代表　持田　透）が２件，株式会社四門京都支店（京都支店長　青山賢二）が１件，株式会社

地域文化財研究所（代表　福永信雄）が１件，株式会社文化財サービス（代表　出口弘文）が３件

である。このほか，京都大学，同志社大学，京都外国語大学が学内における調査を実施している。

（２）試掘調査成果の概要

発掘調査を指導した事案は，その報告を発掘調査報告書に委ねるため，本書では本発掘調査には

至らなかったもの，設計変更により遺構の地中保存が図られたもの，延長調査をおこなったものを

中心として報告する。ここでは試掘調査全体の概要を述べる。

①平安宮域

平安宮域では，大蔵省跡，主水司跡，右近衛府跡，史跡平安京内裏跡，朝堂院跡，豊楽院跡の調

査を実施した。町屋を改造して小規模な共同住宅や簡易宿泊施設の建設に伴う開発が主体である。

本書では，延長調査を行った右近衛府跡（巻末一覧表（以下同）№43）と，龍尾壇該当地に相当す

る調査（№45）について報告する。

②平安京左京域

左京域では，平安京跡，上京遺跡，公家町遺跡，内膳町遺跡，二条城北遺跡，新在家構え跡，旧

二条城跡，堀川御池遺跡，烏丸御池遺跡，烏丸綾小路遺跡，寺町旧域，本禅寺構え跡，東市跡，東

本願寺前古墓群，烏丸町遺跡，御土居跡の16遺跡で調査を行った。大規模なホテルやマンション

の建設計画があり，試掘調査を行った後に施工時の立会を行ったものも多い。本書では，北辺三坊

七町・八町跡，一条三坊十六町跡，公家町遺跡，内膳町遺跡，新在家構え跡（№３・46），一条三

坊十五町跡・十六町跡，新在家構え跡，旧二条城跡（№４），四条四坊一町跡・烏丸御池遺跡（№

60），五条三坊十三町跡・烏丸綾小路遺跡（№67），八条二坊一町跡，東市跡（№75），九条四坊

一町跡・烏丸町遺跡（№80）の調査成果を報告する。

このうち№３・46と№４は，京都御苑内で実施した調査である。ともに築地基礎の石組やこれを

覆う焼土層等が確認されており，幕末の京都の動乱を物語る。№60，№67，№75，№80は市街

表２　出土遺物概要表

Ａランク点数
（箱数）

内　　　訳
Ｂランク点数

（箱数）
Ｃランク点数

（箱数）
出土箱数

合計

点数
及び
箱数

３箱
（189点）

土師器（106点），須恵器（８点），
緑釉陶器（３点），灰釉陶器（６点）
施釉陶器（９点），焼締陶器（２点）
青磁（３点），磁器・染付（５点），
瓦類（26点），塼（１点），

石製品（２点），金属製品（18点）

４箱 19箱 26箱
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地の調査で，小規模調査ながら土坑墓や大路の側溝，築地内溝などが検出されている。

③平安京右京域

右京域では，平安京跡，龍翔寺跡，御土居跡，西ノ京遺跡，壬生遺跡，山ノ内遺跡，西院遺跡，

西京極遺跡，西市跡，衣田町遺跡，西寺跡，唐橋遺跡の12遺跡で調査を行った。右京域では，大

規模な共同住宅の建設が堅調で，店舗や工場，企業の事務所建設等がこれに続く。

本書では，一条二坊十四町跡，御土居跡（№86・119），七条二坊七町跡，西市跡，衣田町遺跡

（№106）について報告する。№86・119は，ともに御土居の調査成果の報告で，調査の結果，土

塁の現地保存が図られた。

④太秦地区

一ノ井遺跡，嵯峨遺跡，常盤柏ノ木古墳群，太秦馬塚町遺跡，円宗寺跡，宝憧寺境内の６遺跡で

調査を行った。その大半が個人住宅建設に伴う調査である。本書では，一ノ井遺跡（№116）で確

認された近世の遺構について報告する。

⑤洛北地区

大深町須恵器窯跡，鎮守庵瓦窯跡，御土居跡，史跡　御土居，栗栖野瓦窯跡，寺町旧域，史跡　

賀茂御祖神社境内（下鴨神社），北野天満宮，上京遺跡，北野廃寺の10遺跡で調査を行った。この

地区では，個人住宅の建設と境内の整備が主体である。史跡　賀茂御祖神社境内（下鴨神社）の調

図３　試掘調査　土層断面観察状況図２　試掘調査　重機掘削作業状況

図４　発掘調査指導に基づく実施状況（17H477） 図5　発掘調査指導に基づく実施状況（18H100）
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査（№122）では継続的な調査を実施し，西参道や旧参道の路面等を検出した。

⑥北白川地区

如意寺跡，得長寿院跡，岡崎遺跡，白河街区跡の４遺跡で調査を行った。

⑦洛東地区

御土居跡，寺町旧域，六波羅蜜寺境内，六波羅政庁跡，音羽・五条坂窯跡，安祥寺下寺跡，山科

本願寺跡（寺内町遺跡），中臣遺跡，左義長町遺跡の９遺跡で調査を行った。山科区内の中臣遺跡

では個人住宅や宅地造成が，山科本願寺跡及び山科本願寺南殿付近では小規模な共同住宅の建設

が増加している。

本書では，中臣遺跡の調査成果２件（№142，平成29年度№106）について報告する。このう

ち後者では，中臣遺跡の遺跡範囲がより北東へ拡大することが明確となった。

表２　平成30年　試掘調査結果に基づく発掘調査指導一覧

京都市番号 遺跡名 地区 試掘日 調査団体 調査原因

17H353 三条三坊五町跡，烏丸御池遺跡 左京 2018/01/9 アルケス ホテル

17H558 左京九条四坊二町跡，烏丸町遺跡 左京 2018/2/7 イビソク ホテル

15H394 平安京右京 右京 2018/2/15 埋文研 市場整備

17NG500 長岡京跡 長岡京 2018/2/19 地域文化財 宅地造成

15S723 上京遺跡 洛北 2018/02/23 埋文研 集合住宅

17H509 右京六条四坊七町跡，西京極遺跡 右京 2018/2/27 四門 福祉施設

17S496 嵯峨遺跡 太秦 2018/3/14 国際文化財 集合住宅

17H557 左京八条二坊九町跡 左京 2018/3/20 平安文化財 ホテル

17H620 左京九条三坊九町跡，烏丸町遺跡 左京 2018/03/23 古代文化調査会 ホテル

17H477 左京九条三坊八町跡，烏丸町遺跡 左京 2018/4/5 古代文化調査会 ホテル

17H596 八条三坊八町跡，東本願寺古墓群 左京 2018/4/16 関西文化財 ホテル

18NG053
長岡京跡左京一条三坊十町・十一町跡，
一条条間大路跡

長岡京 2018/5/9 文化財サービス 工場

18H100 四条三坊十四町 左京 2018/5/18 関西文化財 店舗ビル

18H189 三条一坊四町・五町跡 左京 2018/6/26 平安文化財 簡易宿所

18H069 四条四坊七町跡 左京 2018/6/22 古代文化調査会 ホテル

17H679
二条二坊十町跡，高陽院跡，
二条城北遺跡

左京 2018/6/25 アルケス ホテル

18S203 大藪遺跡，下久世構跡 南・桂 2018/7/2 埋文研 工場

18H102 七条一坊四町跡，堂ノ口町遺跡 右京 2018/07/09 国際文化財 市場

18H101 三条四坊五町跡，烏丸御池遺跡 左京 2018/7/23 イビソク 集合住宅

18S272 植物園北遺跡 洛北 2018/8/9 埋文研 集合住宅

18S007 北野廃寺 洛北 2018/8/15 埋文研 銀行

18H357 平安京左京五条四坊十六町跡，寺町旧域 左京 2018/8/31 古代文化調査会 寺院兼ホテル

18S519 中久世遺跡 長岡京 2018/10/19 文化財サービス 工場

18S160 六波羅政庁跡，音羽・五条坂窯跡 洛東 2018/10/15 文化財サービス ホテル

17H809 平安京跡，唐橋遺跡 右京 2018/12/10 埋文研 学校
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⑧伏見・醍醐地区

がんせんどう廃寺，伏見城跡，木幡の関跡，史跡　醍醐寺境内，向島城跡の５遺跡で調査を行っ

た。その多くが伏見城跡での調査である。

本書では，伏見城跡（№145）について報告する。この調査では，伏見城跡では調査事例の少な

い階段遺構を発見した。江戸時代初頭の遺構である。

⑨鳥羽地区

冨ノ森城跡，鳥羽離宮跡，鳥羽遺跡，淀城跡の４遺跡で調査を行った。区画整理と個人住宅建設

に伴う調査が主体である。

⑩長岡京地区

長岡京跡，東院跡，東土川遺跡，芝ケ本遺跡，上里北ノ町遺跡の５遺跡で調査を行った。宅地造

成及び工場建設に伴う調査が主体である。

⑪南桂川地区（ＭＫ）

史跡・名勝嵐山，嵐山谷ヶ辻子町遺跡，上久世遺跡，大藪遺跡，中久世遺跡，下久世の構え跡，

福西古墳群，上里北ノ町遺跡，東山古墳群の10遺跡で調査を行った。

⑫京北地区(UK)

鳥谷古墳群，塔遺跡，周山城跡の３遺跡で調査を行った。

（黒須亜希子）
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Ⅱ-１　平安宮朝堂院跡・聚楽遺跡

１　調査経過
調査地は，千本通と丸太町通の交差点より南東に位置する（図６）。平安宮跡の復原によると朝

堂院の北東部にあたり，敷地の北半部を龍尾壇が東西に通る。今回，この区画に共同住宅の建設が

計画されたため，試掘調査を実施した。

龍尾壇は大極殿南庭に設けられた壇で，朝堂院を東西に横断する。壇上に大極殿，壇より南には

昌福堂をはじめとする朝堂が建つ。平城宮や長岡宮では築地と門が築かれたが，平安宮では壇と朱

欄が設けられた。現在，平安神宮では切石積みで復原さ

れているが，平安時代の龍尾壇がどのような構造であっ

たのかは明らかではない。

調査地より40ｍ西へ隔てた区画では，昭和58年度に

発掘調査が行われており，緑釉瓦を含む平安時代前期の

瓦溜りが検出されている（図6①）。ただし，龍尾壇に相

当する範囲は大きく撹乱を受けており，平安時代の包含

層を部分的に検出するにとどまっている。

一方，調査地の南を通る郁芳北通を隔てた南の区画で

は，平成19年度に発掘調査が行われており，平安時代

の昌福堂の基壇が良好な状態で検出された（図6②）。こ

のため，今回の調査地においても，連続する遺構面の残

存が予測された。

２　調査成果
基本層序

調査区は，敷地の中央において南北方向に設定した。

掘削を進めたところ，調査区の中央には大規模な近世初

頭の瓦溜りがあることを確認した（瓦溜り１）。基本層序

はこの瓦溜りの南北で異なる。

北半部の基本層序は，GL-0.15ｍまで盛土，-0.3ｍま

で黒褐色微砂混じり粘土質シルト（近世後期包含層），

-0.6ｍまで暗褐色微砂混じり粘土質シルト（中世相当

層？）があり，その直下において固く締まる褐色微砂混

じり粘土質シルト（整地土）を確認した。龍尾壇の南端

朝
堂
院

中務省

内舎人

龍尾壇

大極殿

昌福堂

太政官

調査地①

②

図6　調査地位置図（１：5,000）

図7　調査区配置図（１：400）

BM（金属鋲）
郁芳北通

０ 10ｍ

調査区

建物範囲

龍尾壇復原ライン
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ラインはこの整地土付近を通る範囲に想定される。また，調査区北端では，ほぼ同レベルで褐色砂

礫を主体とする地山が一部露出した。

一方，南半部ではGL-0.25ｍまで盛土，-0.5ｍまで焼け瓦を多量に含む黒褐色粗砂混じりシルト，

-0.7ｍまで暗オリーブ褐色細砂混じり粘土質シルト，-1.05ｍまで暗オリーブ褐色細砂混じり粘土

質シルト（平安時代前期包含層），以下，掘削底である-1.7ｍまで黄褐色粘土質シルトを主体とす

る地山を確認した。瓦溜り１の下層を断割ったところ，地山上面のレベルは瓦溜り１を境として

40㎝程度の南へ下がること，またその境には土坑状の掘り込みが存在することが明らかとなった。

遺構と遺物

包含層の堆積状況から，遺構面は近世後期，平安時代末～中世，平安時代前期の３面が想定され

る。近世遺構面は近世包含層直下にあたり，瓦溜り１が成立している。その下限年代は18世紀で

あるが，瓦溜り１から出土した遺物はすべて平安時代中期に遡るものであり（図9），周辺に当該時

１）	 10YR3/2　黒褐色粗砂混じりシルト　径2㎝未満の礫多量入る
拳大の礫多量入る　瓦細片入る　しまり悪い（近世以降暗渠）

２）	 2.5Y3/3　暗オリーブ褐色粗砂混じりシルトに
	 10YR4/6　褐色シルトブロック30%程度入る　径4㎝未満の礫
少量入る　瓦細片入る　しまり悪い　やや軟質

３）	 10YR3/4　暗褐色微砂混じりシルト　径0.5㎝未満の礫少量入
る　土師器細片・炭化物入る　しまり良い（近世整地層）

４）	 2.5Y3/2　黒褐色粗砂混じり粘土質シルト　径2㎝未満の礫少
量入る　ややしまり悪い　やや軟質（近世後期包含層）

５）	 10YR3/2　黒褐色微砂混じり粘土質シルト　径0.5㎝未満の礫
少量入る　瓦多量入る　ややしまり良い（近世後期包含層）

６）	 5Y4/1　灰色細砂混じりシルトに　20）層ブロック10%程度入
る　炭化物入る　ややしまり悪い　やや軟質

７）	 2.5Y3/2　黒褐色粗砂混じりシルト　炭化物・二次焼成瓦多量
入る　しまり悪い（中世？）

８）	 10YR2/3　黒褐色微砂混じりシルト　径2㎝未満の礫少量入る
瓦多量入る　ややしまり悪い　やや軟質（瓦溜り・近世？）

９）	 10YR3/3　暗褐色微砂混じりシルト　径2㎝未満の礫少量入る
瓦多量入る　ややしまり悪い　やや軟質（瓦溜り・近世？）

10）	10YR3/2　黒褐色微砂混じり粘土質シルト　径1㎝未満の礫少
量入る　瓦多量入る　しまりやや悪い　やや軟質（瓦溜り・近
世？）

11）	10YR3/3　暗褐色微砂混じり粘土質シルト　径0.5㎝未満の礫
少量入る　瓦多量入る　ややしまり良い（中世？）

12）	10YR3/3　暗褐色礫混じり粘土質シルト　径1㎝未満の角礫多
量入る　しまり良い

13）	2.5Y3/2　黒褐色粗砂混じり粘土質シルトに　21）層地山ブ
ロック10%程度入る　径2㎝未満の礫少量入る　ややしまり
悪い　やや軟質（中世？）

14）	2.5Y3/3　暗オリーブ褐色細砂混じり粘土質シルト　径1㎝未
満の礫少量入る（中世？）

15）	10YR4/4　褐色微砂混じり粘土質シルト　径1㎝未満の角礫多
量入る　しまり良い　やや軟質（平安時代整地層）

16）	10YR3/3　暗褐色細砂混じりシルト　しまり悪い（土坑埋土）
17）	2.5Y3/3　暗オリーブ褐色細砂混じり粘土質シルトブロックと
	 2.5Y4/4　オリーブ褐色微砂混じり粘土ブロックの混合層
	 （平安時代整地層）
18）	2.5Y3/3　暗オリーブ褐色細砂混じりシルトに　21）層地山ブ
ロック5%程度入る　土師器片・瓦片少量入る　しまり悪い　
やや軟質（平安時代包含層）

19）	18）層に近似　より軟質（平安時代土坑？）
20）	2.5Y4/2　暗灰黄色細砂混じりシルト~微砂に　21）層地山ブ
ロック5%程度入る　径1㎝未満の礫少量入る　炭化物入る　
ややしまり悪い　やや軟質

21）	2.5Y5/6　黄褐色細砂混じり粘土質シルトに
	 2.5Y4/2　暗灰黄色細砂混じりシルトブロック2%程度入る　
径0.5㎝未満の礫微量入る　しまり良い（地山）

図8　調査区平面断面図（１：80）

整地土
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期の遺構が存在したことを推測させる。図9-1

は複弁蓮華文軒丸瓦（９世紀中～後葉），図9-2

は均整唐草文軒平瓦（10世紀）の製品で，側面

の一部に朱が付着している。図9-3は塼の一部

で，焼成は甘く軟質である。これらは，近世期

の開発に伴い，投棄されたものと考えられる。

龍尾壇推定ライン付近の整地層上面は平安時

代包含層の上面に相当する。この面では調査区

南半部で土坑３を検出した。平面形状は不定形，遺構深度は浅いが，緑釉瓦の破片がまとまって出

土した。また，上述のとおり，平安時代包含層の下面（地山上面）では，土坑状の掘り込みを確認

した。

３　まとめ
以上，平安宮朝堂院跡の試掘調査について報告した。今回の調査では石段等の発見には至らな

かったが，固くしまった整地土とこれより南部との比高差は，龍尾壇の存在を想起させるものであ

る。陽明文庫本『宮城図』には，龍尾壇は南に位置する昌福堂北縁より七丈三尺の距離にあるとさ

れており，平成19年度の調査以後，その推定ラインが修正されている。今後の周辺調査により，そ

の位置が確定されることに期待したい。

（黒須亜希子）

引用文献

調査①：財団法人古代学協会『平安宮朝堂院跡』平安京跡研究調査報告第９輯，1984年

調査②：京都市文化市民局『京都市内遺跡発掘調査報告』平成19年度，2008年

2

１

３
０ 10cm

図9　出土遺物実測図（１：４）

図10　瓦溜り部分断割り状況（西から）
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Ⅱ-2　平安宮右近衛府跡，鳳瑞遺跡

１　調査経過
調査地は上京区天満屋町に位置し，周知の埋蔵文化

財包蔵地の「平安宮跡」・「鳳瑞遺跡」に該当する。当

該地において老人福祉サービス施設の新築工事が計

画され，平成30年２月19日付けで文化財保護法第

93条第１項の届出がなされた。これを受け，当課は平

成30年４月４日に試掘調査を実施し，調査区１と調

査区2を設けた（図12）。この結果，調査区１の西側

で遺構面が遺存することが明らかとなったため，同年

５月28日～６月８日にかけて，補足調査（調査区３）

を実施した。実働は総計９日間で，調査面積は136㎡

である。今回は調査区３を中心として報告する。

２　位置と環境
今回の調査地は，平安宮右兵衛府と右近衛府に挟ま

れた宮内道路上に比定され，敷地西端に西大宮大路東

築地心想定ラインを含む。古墳時代から奈良時代の集

落跡である鳳瑞遺跡の範囲内でもある。

周辺では御前通東面の複数地点で発掘調査・立会

調査が実施され，平安宮の西端である西大宮大路に関

連する遺構が確認されている（図11）。

それぞれの調査で西大宮大路東側溝（宮西限の溝

（隍））や，西大垣（西大宮大路東築地）に関連する遺

構を検出している。平安時代前期から後期にいたる掘

り直しや，溝ラインの踏襲が確認できており，平安宮

西限の状況が明らかにされてきた。地点によっては溝（隍）が南北方向に連続しないことが判明

し，課題も多く残されている。

また平安宮跡の調査としては副次的な成果であるが，江戸時代に各所からこの付近に寺院が移

転された後に大規模な開発が進み，それに伴う土取りが行われることや，墓坑などの寺院に関連す

る遺構が成立することも判明している。

今回の調査では，平安宮西限の整備状況や土地利用の在り方に迫る遺構の検出が期待された。

今回の調査地

調査地５

調査地２

調査地１

右
近
衛
府

右
兵
衛
府

調査地４

西
大
宮
大
路

調査地３

50ｍ０

右京一条二坊一町

右京一条二坊二町

右京一条二坊三町

右京一条二坊四町

調査区１ 調査区２
調査区３

０ 30ｍ

図11　調査位置図（１：2,500）
（各調査地の報告書は文末に記載）

図12　調査区配置図（１：1,000）
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３　調査成果

（１）遺　構

現代盛土直下のGL-0.25mで地山となる。遺構検出は地山直上で行った。今回の調査では近世の

溝・土坑などを確認した。

溝１　調査区中央を縦断する南北溝で，検出長は9.9mを測る。南北はそれぞれ調査区外へ延び

る。北壁付近の東西幅1.6m，南壁付近で幅1.5m，深さ0.75mある。埋土は９層に分かれ，上層の

２・３層（図14北壁，以下同）は溝の機能停止後に埋め戻した際の堆積であろう。２層は固く締

まり，整地としての意味も持つか。４・５層（中層）と６～10層（下層）では土色，土質に違い

があり，この違いは掘り直しによる機能時期の差に由来する可能性もあろう。A-A’ 断面（図15）

ではやや様相が異なるが，ここでも１～４層と５・６層では土質に違いがあり，掘り直されている

ことを追認できる。

出土遺物は少量で平安時代の遺物も

含まれるが，A-A’ 断面４層から近世の

施釉陶器が１点出土した。須恵器など

の古い遺物が確認できるものの，確認

した溝の少なくとも中層より上は近世

以降に埋没したものと思われる。

土坑２（竈）　調査区の西側で溝1を

切り込む形で確認した。検出規模は東

西1.92m，南北0.64mの楕円形の土坑

である。検出時には焼土が土坑の周り

に堆積していた。

土坑の東側には幅0.7mの切石が立

てられて，側石として並べられている。

土坑の底部には桟瓦が三枚平置きで並

べられており，東から西へと端部を上

積みにしている。この形状は明治の風

呂炊き竃遺構のものと類似する。堆積

状況から火を扱っていることは想定で

きることから，西側が焚口と考えられ

る。

この遺構の埋土から18世紀頃の陶

磁器などが出土しており，近世のもの

と考えられる。溝1が埋没した後に町

０ ２ｍ
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X=-108,568

X=-108,564
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図13　調査区平面図（１：100）



－12－

現
代

盛
土

１
２

３

４

５

６

７

９ 10

８
８

S

N

【
西

壁
断

面
】

１
  1

0Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

色
φ

２
～

５
㎝

礫
多

く
含

む
 2

   1
0Y

R3
/3

暗
褐

色
泥

砂
　

３
  1

0Y
R4

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
泥

砂
φ

10
～

30
㎝

の
礫

多
く

含
む

４
  1

0Y
R3

/1
黒

褐
色

泥
砂

φ
５

～
10

㎝
の

礫
含

む
５

  1
0Y

R4
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

泥
砂【

土
坑

４
埋

土
】

６
  1

0Y
R4

/4
褐

色
泥

砂【
土

坑
４

埋
土

】
７

  1
0Y

R4
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

泥
砂【

土
坑

５
埋

土
】  

８
  1

0Y
R4

/4
褐

色
砂

礫
９

  1
0Y

R4
/4

褐
色

砂
礫

10
  1

0Y
R3

/2
黒

褐
色

砂
礫

φ
２

～
５

㎝
礫

多
く

含
む

H
=4

8.
5m

   

1
2

3
4

5
6

7
8

9

10
13

13
11

11

 1
2 

近
世

盛
土

現
代

盛
土

W
E

【
北

壁
断

面
】

1 
   

10
YR

4/
2灰

黄
褐

色
泥

砂（
土

師
器

細
片

ま
じ

る
）【

近
世

土
坑

】
2 

   
10

YR
4/

3に
ぶ

い
黄

褐
色

泥
砂（

固
く

締
ま

る
,φ

2c
m

～
10

cm
の

礫
ま

じ
る

）
3 

   
10

YR
4/

3に
ぶ

い
黄

褐
色

泥
砂（

φ
5～

10
cm

の
礫

含
む

）
4 

   
10

YR
3/

3暗
褐

色
泥

砂
5 

   
10

YR
4/

2灰
黄

褐
色

泥
砂（

10
YR

5/
6黄

褐
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
,φ

10
~

20
cm

の
礫

下
に

多
く

含
む

）　
6 

   
7.

5Y
R3

/2
黒

褐
色

泥
砂

7 
   

10
YR

3/
2黒

褐
色

泥
砂（

下
に

黒
の

シ
ル

ト
含

む
）

8 
   

10
YR

3/
2黒

褐
色

泥
砂（

10
YR

4/
4褐

色
シ

ル
ト

ブ
ロ

ッ
ク

含
む

）
9 

   
10

YR
3/

2黒
褐

色
泥

砂
10

  1
0Y

R3
/2

黒
褐

色
粗

砂（
10

YR
4/

4褐
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
）

11
  1

0Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

色
シ

ル
ト

12
  1

0Y
R4

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
シ

ル
ト（

黒
ぼ

く
土

ま
じ

る
）

13
  1

0Y
R4

/4
褐

色
砂

礫
泥

砂
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 　

【
地

山
】

２
ｍ

０

H
=4

9.
0m

   

【
地

山
】

【
土

坑
３

埋
土

】

【
溝

１
埋

土
】

図
14
　
調
査
区
北
・
西
壁
断
面
図
（
１
：
50
）



－13－

家が形成された際の遺構と判断できる。

土坑３　調査区南西隅で幅1.9ｍ以上，深さ1.1ｍの楕円形の土坑を確認した。溝１を切り込ん

で成立する。埋土は暗褐色泥砂，10～30cmの礫を多く含むにぶい黄褐色泥砂，５～10cmの小礫

を含む黒褐色泥砂の３層に区分できる。埋土からは土器類・金属製品などの遺物が多量に含まれ

ることから廃棄物処理土坑と思われる。

H
= 49.5m

      

H=49.5m

０ 50cm

1 2
43 32

1
2

2

3
3

5
5

1    10YR5/2灰黄褐色シルト（炭少量,φ3~10cmの礫少量含む）
2    10YR4/6褐色粘質シルト（焼土・炭少量含む,φ1~12cmの礫少量含む）
3    7.5YR1.7/1黒色砂泥（φ1~10cmの礫少量含む）【炭層】
4    10YR4/2灰黄褐色砂泥（炭ごく少量,φ2cm以下の礫少量含む）
5    10YR4/3にぶい黄褐砂泥【地山】

瓦

B
B’

B B’

C
C’

C
C’

H=49.5m   

1
2

3
47 5

68

A’A

1    10YR3/3暗褐色泥砂（φ3cm～10cmの礫含む）
2    10YR3/2黒褐色泥砂（10YR4/6褐色シルトブロック含む）
3    10YR3/1黒褐色泥砂（φ15cmの礫含む）
4    10YR3/1黒褐色粘質泥砂（φ5～15cmの礫含む）
5    10YR4/4褐色粗砂
6    10YR5/6黄褐色粗砂（φ5cm程の礫多く含む）
7    10YR4/4褐色砂礫
8　10YR5/4にぶい黄褐色シルト【地山】

1ｍ０

図16　土坑（竈）２検出状況（南西から）
図15　溝１セクション北壁断面図（１：50）

図17　土坑（竃）２平面図・断面図（１：50）
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（２）遺　物

土坑3出土土器類（図18）　遺物の出土はほとんどが土坑３から出土している。1～４は土師器

皿Nr，５は土師器皿Sb，7～９は土師器皿Sである。土師質土器で小型の「でんぼ」である。ロク

ロ成形をし，口縁部はまっすぐ立ち上がる。10は小型壺でいわゆる「つぼつぼ」である。11は小

型の壺型土製品である。12は土製人形で「鳥」を象ったものと思われ，羽の部分には赤く彩色が

残る。13は焼塩壷である。口径が3.5㎝，器高が5.9㎝で体部は寸胴であり口縁がすぼむ形状と

なっている。14・15は焙烙である。両方とも口縁が屈曲するのものである。16は火鉢である。ハ

の字状に足がつき，内面に焼き跡が残る。17～20は肥前陶器で刷毛目文の椀である。ほぼ完形の

ものが一括で出土し，完形品の他にも同様の椀が破片で多く出土した。21・22は唐津焼の椀であ

る。23・24は染付椀で見込みに五弁花のコンニャク印判を施す。25・26は瀬戸美濃の椀である。

27は砥石である。28・29は擂鉢である。28は信楽産のもので，底径が14.6cm，器高が11.6㎝

である。内面の刷毛目は7本１単位で内面は下半部がすり減っており，使用の痕跡を残す。29は備

前産である。

土坑3出土金属製品（図19）　金１～金７は煙管である。金１～金５までが雁首で金６・金７が

吸口である。金１は雁首の差込口に木片が残る。金８・金９は掛金具で釣針状を呈する。金８は断

面が丸く仕上げられており，金９の断面は菱形上に面をもつ形状となる。金10は毛抜きである。

11は銅製金具である。魚目状に施されており，飾り金具の一部と思われる。12は飾り金具である。

２枚の銅板で釣り金具部分を挟む。３箇所を鋲で小さくかしめている。唐草の文様を施し，部分的

に金鍍金が残る。これらの他にも寛永通宝の銅銭などが多数出土している。

溝１出土遺物（図20）　25 ～29は溝１から出土した。25は須恵器の底部である。26は青磁染

付の椀で内面に「福」の字を施す。18世紀以降のものである。27～29は平瓦片で，いずれも凹面

に布目，凸面に縄叩きの痕跡が残る。

土坑2（竈）出土遺物（図20）　30～33は土坑（竈）２から出土した。30は土師器で，炮烙の

口縁部である。31は土師器皿Sで口縁部に灯明芯痕が付着する。32は陶器の蓋である。33は陶器

の灯明皿である。これらの他にも土師器の灯明皿が出土している。

４　まとめ
今回の調査で近世の溝や竈，遺物を多量に含む土坑や，西大宮大路内溝の推定ラインとほぼ同じ

位置に溝を確認した。溝１からは近世の陶磁器が出土しており，近世以降に埋没したものと思われ

る。ただし，溝１の堆積状況からは掘り直しをしていることが見て取れ，近世の施釉陶器が出土し

ているのはこの掘り直し後と思われる中層からである。下層が近世以降に属するという確実な証

拠は得られていない。平安時代の平安宮西限溝の埋土が遺存している可能性もあろう。溝１が埋没

した後に，土坑2（竈）や廃棄物処理土坑である土坑３が成立する。また，今回報告した２基の土

坑の他に柱穴を複数確認した。切り合い関係は確認できなかったが，これらの柱穴も溝１が埋没し
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図18　土坑３出土遺物実測図（１：４）
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図20　溝１・土坑２出土遺物実測図（１：４）

図19　土坑３出土金属製品実測図（１：２）
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た後，町屋が形成された時期に成立するものと考えられる。

今回の調査成果から確実に言えることは，溝１が最終的に近世に埋没したということであり，平

安宮西限に関連すると断言できる遺構は検出できなかった。しかし，溝１は少なくとも，周囲の調

査成果から復元されている平安宮西限溝の推定ライン上にあり，平安時代の区画が近世にも踏襲さ

れていたことは確実である。

（清水早織・新田和央）
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Ⅲ-1　平安京左京北辺三坊七町・八町，

一条三坊十六町跡，公家町遺跡，内膳町遺跡，

新在家構え跡

１　調査の経緯
本件は，京都御苑内の中立売休憩所整備事業

に伴う試掘調査である。平成28年10月27日に

文化財保護法第94条に基づく通知がなされ，遺

構面の把握を目的に試掘調査を実施した。調査

は平成29年10月16日，17日，11月1日，2日，

7日，10日，平成30年1月12日，4月26日，10

月24日，11月20日の計10度にわたって，計

30箇所で調査を実施し，公家町遺跡に関する遺

構・遺物を確認している。調査面積は合計254

㎡である。協議の結果，施工は遺構面への影響を

極力小さくすることとなり，大部分の遺構面は

保存されている。やむを得ず，遺跡に影響が及ぶ

箇所については，試掘調査時に十分な記録の作

成に努めた。

調査地は平安京跡および公家町遺跡，内膳町

遺跡，新在家の構え跡に該当する。平安京の条坊では左京北辺三坊七町・八町および一条三坊十六

町域に比定できる。北辺三坊七町には諸司厨町のひとつ，采女町が所在した（『拾芥抄』）のち，平

安時代後期に藤原季実の正親町第となった。同八町は宇多天皇の愛妃，藤原褒
よしこ

子（藤原時平の娘）

の邸宅があったと推定されている１）。左京一条三坊十六町は九条家本『延喜式』付図や『拾芥抄』

に居住者の記述はあるものの，誰を指しているのか比定できていない。南側の調査区が含まれる新

在家の構えは法華宗徒による洛中の構えで都市的性格が強く，元亀４年（1573）に織田信長の命

で当地に移転してきた。公家町の形成によって，この地を離れることとなる。公家町は中世以来の

禁裏御所，土御門内裏を核に形成された公家の集住地であり，豊臣秀吉および徳川幕府の政策に

よって順次整備された。江戸時代を通して，幾度かの区画の再整備をおこなっており，時期によっ

て居住者は変わるが，幕末段階での今回の調査地付近は，中立売通の北に施薬院および今出川家，

南に日野家，烏丸家，毘沙門堂里坊，蛤御門北側に勧修寺家，穂波家が所在した。清華家である今

出川家を除けば，すべて家格は名家であり，中立売御門から蛤御門の間は名家級の廷臣の居住区で

公家町遺跡

内
膳
町
遺
跡

新在家構え跡
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小
路 

 

烏
丸
小
路 

 

東
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調査地調査地

調査１

図21　調査位置図（１：5,000）
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あったことが分かる。

京都御苑内で過去に行われた

発掘調査のうち，今回の調査地

に近いのは宮内庁京都事務所内

で平成20年から同21年にかけ

て実施された発掘調査（図21-調

査１）であり，ここでは摂家一条

家邸宅にかかわる地下通路など

の遺構を確認している２）。公家屋

敷は家格によって，構造が異な

る。平成9年から同14年に御苑

北東の迎賓館建設に伴って実施

した発掘調査地点は，名家や羽

林家の邸宅が並ぶ一帯であるが，

ここでは屋敷の区画施設として

柵列を検出しており，築地塀に

よる区画はされていないことが

分かっている３）。

２　遺構
調査区は合計30箇所設定した

が，顕著な遺構を検出した中立

売御門周辺（11区～17区）の成

果を主に報告する。中立売通に

並行し，北側に16・17区，南側

に11・12・14区，中立売通に

直交するように西側に13区，東

側に15区を設定した。

11区　火災層上面で複数のピッ

トを検出し，一部火災層下面ま

で掘り下げた箇所では南北方向

の溝を検出した。火災層は盛土直下で検出したことから，元治の大火（禁門の変・元治元年

（1864））に伴う可能性が高い。以下，各区とも盛土直下の火災層は同様に認識している。

この溝は底部に上面が平らな石を並べ，黒褐色泥砂を埋土とする。火災層との間にはにぶい黄色

粗砂層を挟んでおり，火災時点では埋没していたことが分かる。溝の側面には石を用いていない。

1区2区

3区4区

5区

6区

7区8区

9区
11区

10区

17区16区

14区 11区12区

13区 15区

18区

19区
20区

21区

22区

23区
24区

25区

26区

27区

28区
29区
30区
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13区 15区
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図22　調査区配置図（１：2,000）
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路面
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１

２
３３

１　2.5Y4/4 オリーブ褐色砂泥
　　　（φ10cm未満の礫，漆喰，瓦片少量含む）
２　2.5Y4/3 オリーブ褐色砂泥
　　　（黒褐色シルトブロック含む，φ10cm未満の礫微量含む）
３　3.5Y4/4 オリーブ褐色シルト
　　　（黄褐色泥砂が筋状に入る）〔路面〕

W E

中立売通南側溝

中立売通南側溝

築地基底部

近代の整備に伴う石

H=51.0

H=50.0

12 区東端

12 区西端

０ ２ｍ

12 区西　北壁断面

コンクリート桝

盛土

1 22

3
4

56

7
8 8

9 10

H=51.0

H=50.0

E W

コンクリート
基礎

１　2.5Y3/2 黒褐色泥砂
２　2.5Y4/3 オリーブ褐色砂泥（公園造成土）
３　2.5Y4/2 灰黄褐色泥砂（近代盛土）
４　5YR4/6 赤褐色泥砂〔元治大火焼土層〕
５　2.5Y6/4 にぶい黄色細砂

６　2.5Y3/2 黒褐色泥砂〔南北溝〕
７　2.5Y4/3 オリーブ褐色砂泥
８　2.5Y4/2 庵灰黄色砂泥
９　2.5Y4/2 庵灰黄色泥砂（焼土少量含む）
10　2.5Y5/2 庵灰黄色泥砂（固く締まる）

南北溝

11 区

南壁断面

０ ２ｍ

図23　11区平面図・断面図（１：80）

図24　12区平面図・断面図（１：40）
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屋敷地内から中立売通への排水機能を担った溝と考えており，屋敷地の区画も兼ねた可能性があろ

う。

12区　東西方向に長く，西で北に振る調査区である。元治の大火に伴う火災層は確認できない。東

西方向の石列と同じく東西方向の石組溝を検出した。石列は２列からなり，それぞれ外側に面を持

つ。２列を合わせた幅は0.8m強となる。さらにいくつかの石にはホゾ穴が穿たれており，木材を

立てるためのものであることが分かる。現在の京都御所や仙洞御所を囲む築地塀の基礎部分と同じ

構造であることから，築地塀の基底部であろう。その北側２ｍ程度の間を空けて，石組みの東西溝

がある。溝幅は約0.4mである。この石組溝の北側は小礫をつき固めた路面，すなわち中立売通で

あり，石組溝はその側溝となる。工事に伴う掘削の影響が及ばなかったため，溝内の埋土は掘削し

ていない。なお，14区でこの溝の続きを検出し，底部まで掘削している。

13区　中立売通を縦断する調査区であり，小礫をつき固めた路面を複数層検出した。並行する15

区でほぼ同じ所見を得ており，概略は15区の項で記述する。

14 区

盛土
1

2

3

4
5

6 7

8
9

107

9

１　2.5Y4/2 暗灰黄色泥砂
２　2.5Y4/1 黄灰色シルト
３　2.5Y6/2 灰黄色微砂
４　2.5Y4/1 灰黄色シルトと
　　　2.5Y7/2 灰黄色微砂の互層
５　2.5Y4/2 暗灰黄色シルト（粘性あり）

H=50.0

W E

H=50.0

H=51.0

NS

石組溝北側立面

西壁断面

６　5Y4/2 灰オリーブ色粘質土
７　2.5Y4/1 灰黄色粘質土
８　2.5Y4/3 オリーブ褐色泥砂
９　2.5Y3/2 黒褐色泥砂
10　5Y5/2 灰オリーブ色砂泥（固く締まる）

０ ２ｍ

南側溝

１　10YR3/3 暗褐色泥砂〔明治時代か〕
２　2.5Y4/3 オリーブ褐色砂泥
３　2.5Y5/3 黄褐色砂泥〔築地基礎構築土〕
４　2.5Y4/2 暗灰黄色泥砂〔石組溝抜き取り〕
５　2.5Y3/2 黒褐色泥砂（瓦含む，粘性あり）
６　10YR4/2 灰黄褐色砂泥（焼土多量に含む）
７　5Y4/2 灰オリーブ色細砂（上面に炭層あり）
　　　〔元治の大火時路面か〕
８　2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂
９　2.5Y4/2 暗灰黄色細砂
10　10YR4/2 灰黄褐色砂泥（焼土少量含む）
11　5Y4/2 灰オリーブ色細砂

23　2.5Y4/3 オリーブ褐色泥砂（上面に漆喰か）
24　5Y4/1 灰色泥砂
25　5Y4/2 灰オリーブ色砂泥
26　2.5Y6/4 にぶい黄色細砂
27　2.5Y4/2 暗灰黄色泥砂（瓦片含む）
28　2.5Y4/2 暗灰黄色砂泥〔溝掘方〕
29　2.5Y3/2 黒褐色泥砂（瓦片含む）〔溝埋土〕
30　2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土
31　2.5Y4/3 オリーブ褐色泥砂
32　2.5Y4/2 暗灰黄色泥砂
33　2.5Y3/2 黒褐色泥砂

盛土・撹乱

111
2

3 4 5 5 4

6 7
8

9 1310
1112

14

1718
16 15

19

6 6

7 14
15

714
15

16
17
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20

20

21

21

22

22

23
24

25 26

27
17

18
17

28 29 3031
32

32

33

H=51.0

H=50.0

H=51.0

H=50.0

6

近代

築地基礎

北側溝築地基礎

N S

N S

15 区東壁

12　2.5Y4/2 暗灰黄色砂泥（瓦片・小礫含む）
13　5Y3/2 オリーブ黒色砂泥
14　10YR3/2 黒褐色泥砂（炭化物・小礫・焼瓦含む）
15　5Y5/2 灰オリーブ色細砂
16　5Y6/3 オリーブ黄色細砂
17　2.5Y4/2 暗灰黄色砂泥
18　5Y4/3 暗オリーブ色粗砂
19　2.5Y4/2 暗灰黄色砂泥
20　7.5YR4/3 褐色砂泥（焼土多量に含む）
21　2.5Y3/2 黒褐色泥砂
22　2.5Y6/2 灰黄色細砂

０ ２ｍ

図25　14区平面図・断面図・立面図（１：60）

図26　15区断面図（１：80）　※北端は17区を含む
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14区　12区で検出した東西溝の延長部分を検出した。溝の幅は12区よりもやや広く，0.55m程

度である。溝の石組みは２段確認できているが，断面の所見からさらにその上に１石あったと推定

している。底部に粘性の強い土が堆積し，上層は砂質の土が堆積している。石組溝の直上からは盛

土となることから，明治時代の公園整備直前まで機能した可能性がある。

15区　13区同様，中立売通を縦断する調査区である。北端で北築地および北側溝，南端で南側溝

および南築地を検出している。７層の上面には炭層があり，元治の大火に伴うものと考えている。

路面は少なくとも６層程度確認でき，出土遺物などから今回の掘削深度では，江戸時代前期以前の

路面までは達していないと考えている。従って，中立売通（正親町通）がどの段階で成立したもの

かは不明である。

16区・17区　中立売通北側の調査区であり，西側が16区，東側が17区である。16区では12区

と同じく，築地基底部と推定できる２列の石列を検出した。17区でも同じく築地基底部と石組溝

を検出した。両調査区で検出した築地基底部の幅は約1.0mであり，わずかながら南築地よりも幅

が広い。石組溝は北側の石組みを確認できたが，南側は既設埋管による撹乱のため確認できていな

い。したがって，溝の幅は確定できないが断面の所見（図27）から1.1m程度と推定できる。溝は

明らかに南側よりも幅が広い。北側には清華家の今出川家の屋敷が所在し，南側に居住した名家層

の烏丸家，日野家よりも家格が高い。また公家町内は基本的に北が高く，南に低くなる地形であ

り，北側宅地の排水を集める北側溝と，中立売通の排水を主に集める南側溝を比べれば，北側の方

が流水量が多くなると推定できる。家格や地形などの複数の要因が溝幅の違いに現れているので

あろう。

３　まとめ
今回の調査では，幕末段階の中立売通と公家屋敷との区画施設を検出した。道路の南北両側に石

路面

中立売通
北側溝

築地基底部築地基底部

17 区16 区

H=50.0

H=50.0

E W

E W

０ ２ｍ

図27　16区・17区平面図・立面図（１：80）



－23－

組みの側溝を有し，さらにその外側は築地塀で区画したことが分かる。これは，中立売御門周辺の

景観復元に大きく資する成果である。迎賓館地点の発掘調査では，二階町通沿い，中筋通沿いとも

に側溝およびピット群によって区画していることが分かっており，築地塀は用いていない。迎賓館

地点に居住していたのは，柳原家や櫛笥家など，名家，羽林家の家格の公家であり，今出川家を除

き，今回調査地点と大きくは変わらない。両地点の違いは中立売御門の存在が大きく影響している

と考えられる。公家町には九つの門が設けられたが，中でも中立売御門は重要な門であり，後陽成

天皇の聚楽第行幸や，後水尾天皇の二条城行幸の出入りは中立売御門を用いている。御所にとって

のいわば正門であり，家格の如何にかかわらず，築地を用いる必要があったのであろう。他の門周

辺の状況はこれまで確認できておらず，今後の調査を経ての比較検討も必要であろう。

中立売通路面北
溝

南
溝

施薬院

今出川家（菊亭）

日野家

毘沙門堂里坊

烏丸家

築
地
基
礎

築
地
基
礎

築
地
基
礎

築
地
基
礎

20ｍ０
※屋敷境は任意

図28　中立売御門周辺の宅地と道路（１：500）



－24－

今回の調査では，公家町の構造を解明するための重要な成果を得た。公家町については，調査面

積の大きい迎賓館地点の成果を代表させることが多いが，家格や地点などによっての振れ幅があ

り，一様に理解できるものではないことが分かる。今後も各地点の成果を積み上げることが，公家

町の理解にとって重要である。

（新田和央）

註

１）山田邦和「左京全町の概要」『平安京提要』1994年。

２）丸川義広・小檜山一良『公家町遺跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2009-5，（財）京都市埋蔵

　　　文化財研究所，2009年。

３）平方幸雄ほか『平安京左京北辺四坊』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第22冊，（財）京都市埋蔵文化

　　　財研究所，2004年。

図29　11区南北溝（北から） 図31　15区東壁（西から）

図32　17区築地基底部および石組溝（北東から）図30　12区築地基底部および石組溝（東から）
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Ⅲ-2　平安京左京一条三坊十五町・十六町跡，

新在家構え跡，旧二条城跡

１　調査経過
調査地は,御苑内の皇宮警察本部敷地内に位置する（図33）。御苑西辺に立地し，北には蛤御門，

南には出水口が存在する。今回，敷地内に計画された京都護衛署改修工事にあたり，深掘するハン

ドホール部分については試掘調査を，周辺の配管工事部分については，詳細分布調査をおこなっ

た。本稿は，このうち後者に係る報告である。

調査地は，平安京左京一条三坊十五町，十六町の西半部のほか，法華宗徒によって造られた新在

家の構え跡と，足利義昭の将軍邸である旧二条城の一部に含まれる。左京一条三坊十五町は，藤原

道長の邸であるとともに一条天皇，三条天皇の里内裏であった「枇杷殿」が存在したという地歴を

もつ。また，江戸時代以降は公家の邸宅が立ち並ぶ区画であったことが知られており，天保８年

（1837）刊行の『再刻　内裏図』には，「庭田殿」「六条殿ヤシキ」「小倉殿」「中山殿ヤシキ」「八

條殿」等の屋敷名のほか，「禁裏御修理小屋」とその棟梁が居住する「棟梁ヤシキ」の記入を認め

ることができる（図34）。

試掘調査では，GL-0.1ｍの深度において，幕末期の遺物を含む大型遺構や，蛤御門の変に由来す

ると推測される焼土が多量に出土した（図33①）。また今回の調査に先立つ試掘調査（図33②）で

は，同じくGL-0.1.3ｍの深度において江戸時代の整地層が確認されており，以下，礎石を有する柱

穴や土坑を伴う遺構面が３面以上検出されている。このほか図33③地点では，中山家屋敷の北限

に比定される地点より江戸時代後期の石組み溝が検出されたことから，今回の調査においても同様

の成果が予測された。

旧二条城跡

新在家構え跡

 近衛大路 

 鷹司小路 

 

室
町
小
路 

 

東
洞
院
大
路 

 

烏
丸
小
路 

一条三坊九町

一条三坊十町

一条三坊十六町

一条三坊
十五町

一条三坊十四町一条三坊十一町

一条四坊一町

一条四坊二町

一条四坊三町

①

②

③

調査地

●
３地点

２地点

１地点

４地点

調査位置図（1/5,000）
図33　調査地位置図（１：5,000） 図34　『内裏図』に描かれた幕末の調査地周辺
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２　調査成果
今回の調査では，計４箇所において断面観察

及び平面検出を実施した。

１地点では，GL-0.38ｍまで盛土，-0.55ｍま

で鈍い黄褐色砂質シルト（近世後期包含層），以

下，掘削底である-0.64ｍまで褐色礫混じりシル

ト（近世包含層）の存在を確認した。また２地点

では，GL-0.2ｍまで盛土，-0.44ｍまで瓦や炭を

含む黒褐色礫混じりシルト（近代堆積層），-0.56

ｍまで焼土を含む暗褐色シルト（蛤御門の変相

当層）があり，以下，掘削底である-0.68ｍまで

黒褐色礫混じりシルト（近世包含層）の残存を確

認した。この２地点では明確な遺構は検出でき

なかった。

一方，弓道場付近にあたる３地点では，GL-0.4

ｍまで盛土があり，その直下において近世後期

の盛土と石列を検出した（図36）。石列は幅１ｍ

の範囲内に２列構築されており，それぞれ北側

と南側に平面を持つよう配置されている。検出

長は0.6ｍに満たないが，ほぼ直線状に連続する

と見られる。このため，屋敷地を限る築地塀の基

底部である可能性が高い。特に北面に一辺40cm

を超える大型石を配することから，屋敷地の南

限となる施設であると推測される。図２を参照

するならば，庭田家屋敷の南築地に比定される。

なお，盛土を覆う層からは江戸時代後期の土師

器皿，瓦質土器鉢，平瓦が出土した。

３　まとめ
以上のとおり，当該敷地には，幕末期以前の包含層及び遺構面が，ほぼ全面にわたり良好に残存

することが明らかとなった。後世の土地開発の影響がほとんど認められないことから，今後は小規

模な掘削であっても継続的に調査を重ねていく必要がある。

（黒須亜希子）

　　　　1 ）10YR3/2　黒褐色シルト　焼土，炭化物含む
　　　　2 ）10YR4/3　にぶい黄褐色粘土質シルト　締まり良い（盛土）

烏
丸
通

築地跡
A

A’

BM

蛤御門

３地点

御
苑
築
地

弓道場

仮庁舎

的場

配管工事掘削部分

BMはマンホール

0 30m

遺構位置図（1/1,000）石

現代盛土

1

2

2

1

東壁

石

1

1

２ｍ０

A A’

A A’

BM＝0.0ｍ

BM-0.5ｍ

遺構平面及び断面図（1/50）

図35　遺構位置図（１：500）

図36　遺構平面断面図（１：50）



－27－

Ⅲ-３　平安京左京四条四坊一町跡，烏丸御池遺跡

１　調査の経緯
本件は，宿泊施設建設にともなう試掘調査である。調査地は中京区高倉通り三条下る丸屋町に位

置し，周知の埋蔵文化財「平安京左京四条四坊一

町跡」および「烏丸御池遺跡」に該当する。

当該地は西を東洞院通，南を六角通が限り，西

隣の四条三坊十六町には六角堂が所在する。平

安時代前期には民部卿源俊明の邸宅が六角東洞

院に一町家で造営されたといい（「中右記」），鎌

倉時代には幕府の京都守護代源朝雅（平賀朝雅）

の宿所が六角東洞院にあった（「吾妻鏡」・「明月

記」）。周辺には三条高倉に鳥羽天皇の皇后待賢

門院御所（「台記」），三条東洞院には崇徳上皇御

所（「百練抄」）があったと伝わり，貴族邸宅が建

ち並ぶ一等地であった。また当該地域の中核的

存在として大きいのは六角堂であり，12世紀初

頭には観音の縁日に貴族・庶民をとわず多くの

人が参詣したという（『史料京都の歴史』）。中世

には武士や商人などの様々な階層が居住し，商

工業の担い手による街の賑わいは今日まで継続

している。

周辺では多くの発掘調査が行われており，四条

四坊一町では町の南半で平成9年に古代文化調

査会１）（図37-１）が，東洞院通り側で昭和53年に

京都市埋蔵文化財研究所に調査２）を行った（図

37-2）。

当該地では，宿泊施設建設のための文化財保

護法93条の届出にもとづき試掘調査を平成30

年9月25日に実施した。その結果，当該地の北

側大部分を占める既存建物下は基礎によって壊

されていることが判明した。ただし，残存面積は

小さいが南側の敷地では遺構面が一部良好に

烏丸御池遺跡
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図38　調査区配置図（１：500）

図37　調査位置図（１：5,000）
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残っており（図38），当該地域の歴史的重

要性を踏まえ，追加の調査を行う事となっ

た。追加調査は施主の御協力をいただき11

月21日・22日に実施した。

２　調査区と層序
9月25日の試掘調査では，合計3つのト

レンチを設定し調査をおこなった。その結

果，1トレンチでは掘削深度2m以上の攪

乱，高倉通側の３トレンチでは，多量の焼

けた桟瓦を含む幕末の火災処理土坑で大き

く攪乱されていることを確認した。このた

め高倉小路の築地跡および側溝は検出でき

なかった。これに対し敷地西側の2トレン

チでは各遺構面が良好に残っている様子が

確認できた。

2トレンチの層序（図39）はGL-0.75ｍ

で暗灰黄色砂泥とその上面から掘り込まれた土拡（層１），-1.35ｍで黒褐色泥砂（土坑か？），-1.6

ｍで所謂ウグイス色整地層である黄灰色砂泥と土坑（層８），-2.1ｍで暗灰黄色細砂～粗砂（地山

か）である。GL-0.75ｍで検出した面は戦国時代から江戸時代の中頃の年代観が推定され，以下に

室町・鎌倉時代，平安時代の遺構面があると考えた。

この結果をうけ，追加調査では，対象地中央に調査区を設けた。既存建物の解体作業が継続中で

あったため，残土置場確保のため便宜上2区にわけて調査を行った。

追加調査の基本層序（図40）は，1区：GL-0.6ｍでにぶい黄橙色粗砂からなる近世整地層，

-0.8mでにぶい黄褐色砂泥（上面が第1面以下同じ），-1.1ｍで褐灰色泥砂（第２面），-1.25mで黒

褐色粘質土，-1.6ｍで暗灰色泥砂からなる所謂ウグイス色整地層（第３面），-1.85mで灰黄色極細

砂～粗砂からなる地山である。平面検出は3面行った。地山直上は，重機の掘削可能深度を越えて

いたため，バケツが届く範囲のみの確認しかできず，部分的な断面観察しか行えていない。中世の

遺構などに壊されており烏丸御池遺跡に関する遺構・遺物は見つからなかった。

2区：GL-0.7ｍでにぶい黄褐色砂泥，-1.0mで褐灰色泥砂，-1.2mで褐灰色泥砂（第１面），-1.5m

で黄灰色泥砂，-1.8m黄灰色砂泥，-2.1ｍでにぶい黄色極細～粗砂（第２面）である。平面検出は

2面おこなった。GL-1.0ｍ以下が室町時代以前の地層と考えられる。2区では1区で確認できな

かった地山上面を平面的に検出したが，上層の遺構に攪乱されており，烏丸御池遺跡に関する遺

構・遺物は確認できなかった。

現代盛土
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３ ４
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8.    2.5Y4/1　黄灰色　泥砂【土坑か】
9.　2.5Y6/3　暗灰黄色　細砂～粗砂【地山】

１ｍ０

図39　2トレンチ南壁断面図（１：50）
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３　遺構
（１）平安時代～鎌倉時代の遺構（図41-1）

今回の調査では本来は複数あるはずの平安時代の整地層の精査はできず，1区は暗灰色泥砂上

面，2区では黄色極細砂～粗砂からなる地山の上面で，平安時代中期，後期～鎌倉時代の遺構を検

出した。

SD10　1区で検出した溝状遺構である。東西方向にのび幅0.3ｍ，深さ0.15ｍであった。埋土は

2.5Y３/1黒褐色砂泥であった。少量だがⅣ期中段階の土師器皿が出土しており，平安時代中期の

遺構と考えられる。

SK16　2区で検出した土坑である。南肩をSK14に切られている。東西1.0ｍ以上南北1.0ｍ以

上，北壁で確認した深さは0.4ｍである。埋土は灰黄褐色砂泥で多量の土師器皿を含んでいた。土

師器皿はⅣ期中段階の様相をしており，11世紀中頃，平安時代中期の遺構と考えられる。

SK９　１区で検出した土坑で東西1.1ｍ南北0.8ｍ以上となる。深さは北壁で0.4ｍ（1区北壁層

11）埋土は褐灰色泥砂であった。

SE14　2区で検出した井戸で直径1.2ｍの不整な円形をしている。上半を後述するSK17(墓）に
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壊されている。南壁で確認した深さは0.6ｍ，東肩は撹乱に切られているが，部分的に人頭大の石

が残ることから石組みの井戸であった可能性がある。埋土は粘質土を含む黒褐色泥砂であった。小

量だがⅥ期古～中段階の遺物をふくみ，鎌倉時代の遺構と考えている。

SP15 ：2区で部分的に検出した小穴で南北0.3ｍ以上，東西0.3m以上の規模となる。南壁では

にぶい黄色細砂からなる整地層の上面から掘り込まれているのを確認しており，埋土は炭が混じ

る黒褐色泥砂であった。小量だが鎌倉時代の土師器が出土している。

（２）鎌倉時代～室町時代の遺構（図41-2）

SP４　1区で検出したピットで，掘形

は東西0.5ｍ南北0.4ｍ以上，柱当は直

径0.3ｍの円形で北よりに検出した。埋

土は10YR4/1褐灰色泥砂である。小量

だがⅥ期の土師器皿が出土しており鎌

倉時代の遺構と考えられる。

SK５　1区北壁側で検出した土坑で東

西0.8ｍ南北0.3ｍ以上を測る。上半を

削平した状態で平面的に検出したため

小さくなっているが北壁で確認した深

さは0.9ｍ（1区北壁層２）あり，幅も1

ｍ以上あったと考えられる。埋土は灰黄

褐色砂泥である。

SK17（墓）　2区で検出した土坑で，東

西1.7ｍ，南北1.7ｍ以上の不整な円形

をしている。深さは0.6ｍで埋土は黒褐

色泥砂で炭を多量に含んでいた。多量の

土師器，木質が付着した釘，銭などが出

土しており，精査できていないが土壙墓

の可能性が高い。土師器皿はⅦ期中段階

の様相を示しており，13世紀末～14世

紀前半の年代観が考えられる。

その他　1区では，遺構面の残りを確

かめるため2トレンチ第1面で平面精査

をおこなった。その結果，根石を含む柱

穴を1基と1区東半が幕末の火災処理土

坑で撹乱されている状況を検出した。

図43　１区２面全景（東から）

図42　１区北壁断面（南から）

図44　２区最終面全景（西から）



－32－

78

金1

金2 金3 金4 
金5 

55

56

39 51

5244

43 47

54

57

58

41

63

66

64

61

53

46

48

60

70

69

45

59

62
71

65

49

42

67

50

68 72

31

32

29

28

35

37

38

34

36

30

33

7

3

5

2

1

 6 11

9

10

8

4

12

19

1813

14

15

17

16 20

79

7375

74

76

25

77

23

24 26

27

21

22

40

1 ～ 21：SK16　　22：SD10 　　23 ～ 26：SE14　　27：SP15　　28 ～ 78, 金１～５：SK17　　79：SK5
０ ５cm

０ 10cm

図45　出土遺物実測図　



－33－

４　遺物
調査面積は狭小ながら，多量の土師器皿や青白磁などが出土した。遺物は平安時代のものと南北

朝期のものが主体である。

SK16　多量の土師器皿と細片のため図化できなかったが白色土器高杯の口縁部，軒瓦21が出土

した。１～８までは土師器皿Aで口径10.0～11.3㎝，９～11は皿Acで口径11.2～11.4㎝,12～

20は皿Nで口径10.8～11.0㎝，12.6㎝，13.2～13.8㎝，17.8㎝である。９～11の底部には口

縁部を調整する工程の名残と推定されるナデがまわり，Ⅳ期から見え始めるAc出現期の特徴をし

めしている。これらはⅣ期中段階の様相をしめしており11世紀中頃の年代観が考えられる。

軒丸瓦21は単弁八葉蓮華文軒丸瓦である。文様構成は中房は凹型で１＋８の蓮子を配す。花弁

は凸型の輪郭線で先端が界線と接する。外区には珠文と唐草が巡る。調整技法は瓦当成形は瓦当貼

り付けで，瓦当裏面に補足粘土を加えナデる。瓦当から丸瓦部凸面にかけて縦ナデ，瓦当側縁押さ

え，丸瓦部凹面は布目を残し，側縁面取りを施す。胎土は多量の砂粒を含む，焼成は硬質で，色調

は灰色を呈す。11世紀中頃，池田瓦窯産である。

SD10　図化できたものは1点で，22はⅣ期の土師器皿Nである。口径は16.8㎝ある。

SE14　土師器皿，東播系須恵器鉢，図化できなかったが丸瓦・平瓦が出土した。23～25は土師

器皿N，26は東播系須恵器鉢で内面はかなり磨滅している。Ⅵ期。

SP15　図化できたものは1点で，27はⅥ期の土師器皿Nである。口径は12.8㎝である。

SK17（墓）　多量の土師器皿，東播系須恵器鉢，青白磁合子・小壷，軒丸瓦，釘，金属製品，銭

などが出土した。28～38は土師器皿N，39～41，59～72は皿S，42～58まではShである。N

は口径7.5㎝・8.5㎝と10.9～11.4㎝，12.6～13.0㎝の３群にわかれ，Sは6.7～7.0㎝，11.2～

11.9㎝，13.8～14.2㎝の３群，Shは口径6.3～7.1cmであった。51は底部と体部の境目あたりに

直径1mmの穿孔がある。焼成前にあけられていた。73は東播系須恵器鉢である。74は青白磁合子

で内面は全面施釉，外面は胴部のみ施釉で，口縁部と底部は露胎である。75は青白磁の小壷であ

る。金１はカギ状金属製品で二本の針金をねじって成形する。金２～５は釘で，図化したものの他

10片以上が出土した。金３には木質が遺存していた。他にも錆の塊に木質が遺存しているものが

あった。金５は錆がかなりわまっているため詳細は不明だが，鍋だと考えられる。これらはⅦ期中

段階の様相を示す。なお銭は，拓本・実測に耐えられる個体がなかった。

このほか古手の遺物の混入品として土師器皿Nの76・77，軒平瓦78が出土した。78は連巴文

軒平瓦で右巻の巴文を配す。製作技法の特徴は瓦当成形は折り曲げ。瓦当面上端部はケズリ，凹面

布目，顎部凸面横ナデ，平瓦部凸面から裏面にかけてナデ，側縁面取りを施す。胎土は砂粒を含む，

焼成は硬質である。生産年代は12世紀頃である。76～78は重複している下層遺構SE14の遺物だ

と考えられる。

SK５　図化できたものは1点で，79は土師器皿Sである。口径15.8㎝である。
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５　まとめ
今回の調査は調査面積23.5㎡ではあったが，３面以上の遺構面と南北朝期の墓，鎌倉時代の土

坑，平安時代中期の土坑などを確認することができた。南北朝期の墓は，土師器皿が多量に埋納さ

れていることと鉄釘が出土することが特徴で，下京域で南北朝期に盛行する土壙墓（京都下京型土

壙墓）だと推定される。この墓は下京の商・工業の担い手との関係が指摘されているが ３），当該地

周辺では，四条烏丸周辺に比べて検出例が少ない。今回調査では精査できなかったが，六角堂に近

い当該地でも墓が検出された意味は大きい。また，今回の調査区では，大きな土坑は通りに近い2

区で，柱穴は1区で検出される傾向にあった。

ほかに，平安時代中期の土坑SK16からは，多量の土師器皿のほか図化できなかったが白色土器

の高坏が出土した。本遺構の出土土器と同時期の遺物は周辺の発掘調査でも見つかっており，大口

径の皿が含まれていることからも，当該地の所在する左京四条四坊一町にも貴族邸宅にかかわる

施設があった可能性がある。

本町では，六角通に面した場所で，平成9年に古代文化調査会が発掘調査（図46）をしており，

平安時代から室町時代までの多くの遺構を検出している。遺物は弥生時代から中世にいたるまで

整理箱で150箱におよぶ。

この調査では平安時代の遺構が複数確認されている。11世紀中葉の土師器皿が多量に出土した

土坑420，11世紀後葉の土師器皿が出土した溝398・461のほか，一町の中央部に位置する調査

区の北側で池（遣水）460が検出された（図47，48）。溝と小さな池跡で構成されており，池の遣

水跡と推定されている。溝は最大幅1.5ｍ，深さ0.1ｍ，東西約３ｍ，池は最大幅2.7ｍ，深さ0.7

ｍ，長さ6ｍを確認している。溝から池へは瀬落としの造作がしてあり，盛土上に長径0.8ｍ，短

径0.5ｍ，厚さ0.4ｍの礎石を転用した花崗岩の景石が置かれていた。池460からは12世紀初めの

大量の土師器皿が出土したという。

本町の平安時代中期以降は文献史料などから明確な持主を特定できないが，平安時代の中期以

降には活発な利用があったと推定される。以後も遺構密度は高く，六角堂の近隣という場所柄もあ

り，通時代的に栄えていた様子が想像される。

（赤松佳奈）

註

１）古代文化調査会「97H155　平安京跡」終了報告　1997

２）「18　平安京左京四条四坊一町」『昭和53年　京都市埋蔵文化財調書概報』財団法人　京都市埋蔵文化

　　　財研究所　2011

３）柏田有香，「中世京都、下京の墓」，『第13回出土銭貨報告会2014年　出土銭貨報告会発表資料』，出

　　　土銭貨研究会，2014年。

参考文献

京都市，「日彰学区」『史料京都の歴史　第９巻　中京区』，1985年。
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図48　97H155 池460検出状況（東から）

図47　97H155 池460平面図・断面図（１：50）
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Ⅲ-4　平安京左京五条三坊十三町跡・烏丸綾小路遺跡

１　調査の経緯
本件は，ホテル新築工事に伴う試掘調査である。対象地は下京区東洞院通高辻下る灯籠町562ほ

かに所在し，因幡堂平等寺の北東にあたる（図49）。平安京左京五条三坊十三町跡の北東に該当し，

敷地の東半に東洞院大路西築地心が復元されている。「拾芥抄」によると，当該町は平安時代には

因幡堂平等寺の寺域とされている。

周辺の調査では，発掘調査（調査１）や試掘

調査（調査２・３）などが行われている１）。い

ずれの調査でも平安時代から江戸時代までの遺

構が多数確認されている。特に調査１では，Ｇ

Ｌ-1.12ｍで室町時代の溝や土坑，-1.6ｍで鎌

倉時代の土坑や東西方向の濠，-1.95ｍの地山

上面で平安時代の溝や土坑が確認され，長期に

わたり土地利用が行われていたことが分かって

いる。

今回の調査では，東洞院大路西築地及び左京

五条三坊十三町内の状況把握を目的として調査

を行った。

２　層序と遺構
対象地の中央に東西方向の調査区を設けた

（図50）。

近現代盛土の下，ＧＬ-1.2ｍで近世の整地土

である黄灰色礫混じり粘質土，-2.0～2.2ｍで室

町時代の整地土である黄灰色粘質土，-1.9～2.3

ｍでにぶい黄色シルトの地山，-2.0～2.4ｍでオ

リーブ黄色砂礫混じりの細砂の地山に至る（図

51）。

遺構検出は地山上面で行った。結果，近世の

土坑や溝が大半を占めるものの，一部，平安時

代から室町時代と考えられる南北方向の溝２条

と柱穴２基を確認した。
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確認した南北溝はその検出位置から，東側の溝が東洞院大路西側溝，西側の溝が東洞院大路西築

地内溝と考えられる。内溝の堆積土は2㎝ほどしか確認できなかったが，大路西側溝は幅2.5ｍ以

上，深さ0.75ｍを確認した。西側溝の埋土は上下２層に区分でき，上層（４層）には近世の遺物

が含まれる。下層（８層）からは，土師器や須恵器，瓦など平安時代後期の遺物が出土した。最終

埋没土と考えられる上層が近世に埋まっていることから，長期間にわたり溝が踏襲されていたこ

とが分かる。

３　出土遺物
東洞院大路西側溝の下層（８層）から遺物が出土して

いるものの，いずれも細片で，図化できるものは少ない。

一部図化できたものを報告する（図52）。

１～４は土師器皿である。１は内湾する口縁部に二段

ナデを施す。２は口縁部にナデを施した後，端部を上面

に摘み上げ，端部外面に面を持たせる。３は口縁部に強

いナデを施し屈曲させ，端部を摘み上げる。４は口縁部にナデを施し外反させた後，端部を丸くお

さめる。５は灰釉陶器である。口縁部は外反し，端部外面に面を持たせ，断面三角形に仕上げる。

６は平瓦である。胎土は砂を多く含み，やや黄色みを帯びる。凹面に布目痕が確認できる。これら

のことから，平安時代後期と考えられる。

1　10YR5/3にぶい黄色　褐粘質土
2　2.5Y5/1黄灰色　粘質土礫混じり
3　5Y5/2灰オリーブ色　粘質土（シルトに近い）
4　2.5Y4/1黄灰色　粘質シルト【東洞院大路西側溝】
5　2.5Y3/1黒褐色　粘質土（炭化物多く含む，陶磁器片含む）

6　2.5Y4/1黄灰色　粘質土（こぶし大の礫多く含む）
7　2.5Y6/1黄灰色　粘質シルト【東洞院大路西築地内溝】
8　2.5Y6/1黄灰色　粘質土（礫混じり）【東洞院大路西側溝】
地山A　2.5Y6/4にぶい黄色　シルト
地山B　5Y6/4オリーブ黄色　砂礫層（細砂ベース）
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図52　出土遺物実測図（1：４）

図51　調査区平面図・断面図（１：100）
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４　まとめ
今回の調査では，東洞院大路西側溝及び東洞院大路西築地内溝と考えられる溝を確認した。これ

まで東洞院大路西側溝は，発掘調査や試掘調査などで数多く確認されている。しかし調査地にもっ

とも近い検出事例は，北側で左京三条三坊十三町跡内２），南側で左京六条三坊十四・十五町跡内３）

と，やや離れている４）。今回，この範囲で西側溝及び築地内溝の一部が確認でき，条坊施工につい

ての良好な資料を得ることができたといえる。

（奥井智子・廣富亮太）

註

１）	調査１：「15　左京五条三坊（２）」『昭和56年度　京都市埋蔵文化財調査概要（発掘調査編）』（財）

京都市埋蔵文化財研究所　1983。

　　調査２：「３　平安京左京五条三坊（ＨＬ159）」『京都市内遺跡試掘立会調査概報　昭和60年度』京都

　　市文化観光局・（財）京都市埋蔵文化財研究所　1986。

　　調査３：「調査一覧表平成2年度　４～12月期　五条三坊十四町（10-132）」『京都市内遺跡試掘調査

　　立会調査概報　平成２年度』京都市文化観光局　1991。

　　　なお，対象地についても昭和56年に立会調査が行われている記録は残るが，未報告である。（「調査

一覧左京四・五条三坊　図版34　56」，『京都市域における埋蔵文化財の発掘・試掘・立会調査一

覧』）

２）「平安京左京三条三坊」，『平成３年度　京都市埋蔵文化財調査概要』，（財）京都市埋蔵文化財研究所，

1995。

　　「平安京左京三条三坊十三町跡・烏丸御池遺跡」，『京都市埋蔵文化財研究所調査報告　2016-10』，（公

財）京都市埋蔵文化財研究所　2017。

　　「Ⅱ-1　平安京左京三条三坊十三町・烏丸御池遺跡（17H035）」，『京都市内遺跡詳細分布調査報告　平

成29年度』，2018。

３）	「14　平安京左京六条三坊」『昭和62年度　京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研究

所，1991。

４）	左京五条三坊十六町跡内で東洞院大路西側溝の推定位置で南北方向の溝（SD1330）が確認されてい

る。この溝は室町時代末から桃山時代頃に開削され，江戸時代には埋め戻されたと考えれている。ま

たこのSD1330より古い時期とされているL字に曲がる溝（SD1314）の南北方向部分も東洞院大路西

側溝の推定位置に位置するが，古い神社を取り囲む溝の可能性が示されている。SD1330が東洞院大

路西側溝の影響を受けている可能性は否定できないが，東洞院大路西側溝である可能性も低い。この

ため今回，この事例については保留とする。

　　『平安京左京五条三坊発掘調査報告』関西文化財調査会　1998。
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Ⅲ-5　平安京左京八条二坊一町跡・東市跡

１　調査の経緯
本件はホテル新築工事に伴う試掘調査である。

対象地は，左京八条二坊一町跡の西辺中央にあた

り，大宮大路東築地想定位置及び，東市外町にあ

たる（図53）。対象地周辺では，龍谷大学学舎を

中心に多数の発掘調査が行われており，対象地の

北側に近接する平成20年（調査１）の発掘調査
１），対象地の南隣接地で平成25年に行なわれた発

掘調査２）（調査２）などがあげられる。これらの調

査では概ねGL-0.4～１ｍの間で，大宮大路東築地

の内溝をはじめ平安時代前期，平安時代後期から

中世，中世末から近世の建物や溝，土坑，井戸な

どのほか，鋳造関連遺構なども確認されている。

今回，隣接地で確認されている遺構の有無を確

認するために，調査を行った。

２　層序と遺構
調査区は，大宮大路東築地想定位置を含むように設定した。現代盛土以下，GL-1.3～1.6ｍで灰

色～オリーブ黄色細砂礫の地山に至る。対象地の大半が既存建物基礎により削平を受けており，調

査区西端の地山上面で南北方向溝を１条確認できたのみである。溝埋土は上下層に区分でき，上層

は細砂や拳大の礫を多く含む灰色砂礫，下層は灰白色微砂や細砂を含む砂礫である。下層には13

世紀前半と考えられる土師器や瓦器の小片が少量含まれている。この溝は大宮大路東築地想定位置

より西側で確認していることから，大宮大路東側溝の可能性が高い。
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３　まとめ
今回の調査で確認した南北溝は，大宮大路東築地想定位置付近で確認したことから，大宮大路東

側溝と考えられる。また今回の調査区の北隣接地，南隣接地で行われている発掘調査で確認されて

いる同大路東築地内溝（北側：SD85，南側：SD2103）よりも約２ｍ，西に位置していることも

（図55），東側溝である傍証となる。

（奥井智子・廣富亮太）

註
１）調査１：「平安京左京八条二坊一町（東市外町）発掘調査報告書　龍谷大学大宮学舎清風館建設に伴う

　　　調査」，龍谷大学，2009。

２）調査２：「平安京左京八条二坊一町（東市外町）発掘調査報告書　龍谷大学大宮学舎白亜館建設に伴う

　　　発掘調査」，龍谷大学，2011。
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図55　周辺調査との関係（１：500）
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Ⅲ-6　左京九条四坊一町跡，烏丸町遺跡

１　調査の経緯
本件はホテル新築にともなう調査である。試

掘調査（平成29年９月４日）では，東洞院大

路東築地推定位置の掘削が不可能であったた

め追加で調査を行った。

調査地は京都駅の南側，南区東九条東山王町

14 -1に位置し，平安京左京九条四坊一町跡お

よび烏丸町遺跡に該当する。同町は平安時代後

期の権中納言藤原長実創建の寺院「弘誓院」や

その邸宅「八条第」があったとされる。周辺の

調査事例では，当該地より東側は河川の氾濫堆

積が広がっており遺構・遺物があまり確認されないが，東洞院通の西側で昭和54年度に実施

された発掘調査（１）では，平安時代～鎌倉時代に活発な土地利用があったことがわかっている。

当該地の試掘調査では氾濫堆積が広く分布しており，遺構・遺物は希薄であった。このため追

加の調査は東洞院大路の側溝や築地跡を確認することを目的として平成30年5月28日に

行った。

２　層序と遺構
調査は築地推定ラインを挟むようにトレン

チを設定し東側から西に向かって掘削を行っ

た。この結果，敷地西端から7ｍの地点，現地

表（以下GL）下0.7ｍで南北方向の溝を検出

した（B-B’）。東洞院大路の東側溝の可能性が

あるため，残土置場を確保する目的で，一部

を埋戻し，トレンチを西側に展開させ溝の続

きを検出した（A-A’）。

検出した溝は，幅2.4ｍ，深さ0.6ｍである。

上部は平安時代末～鎌倉時代の遺物を含みブ

ロック土を含む暗灰黄色泥砂で埋められていた。肩および底は，地山の砂礫が崩れたもので埋

まっていた。溝の両サイドにはわずかに包含層が残っており，GL-0.8mで暗灰黄色泥砂，

-1.0mで黄褐色細砂からなる整地層の可能性がある地層を確認した。以下は氾濫堆積からなる
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図57　遺構位置図（１：1,000）

図56　調査位置図（１：5,000）
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所謂地山で側溝の東側はGL-1.0ｍ，西は-1.3ｍ以下灰黄色の砂礫であった。

３　まとめ
今回の調査では東洞院大路東側溝を検出し，八条大路以南にも東洞院大路が整備されてい

たことを確認した。周辺の調査事例から東洞院大路より西には遺構が展開するが，東側は氾濫

堆積層が広がり遺構が希薄であることがわかっている。鴨川に近い平安京の南東域では東洞

院大路が大きな役割を果たしていたと推測される。

（赤松佳奈）

註

１）「29平安京左京九条三坊十六町」『昭和54年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研

　　　究所　2012

２ｍ０

 1 　2.5Y4/2 暗灰黄色泥砂
　　（礫，ブロック砂混）【側溝埋土】
 2 　2.5Y3/2 黒褐色泥砂
　　（2.5Y7/4 浅黄色細砂ブロック混）
　　【側溝埋土】
 3 　2.5Y4/1 黄灰色泥砂【側溝埋土】
 4 　2.5Y3/2 黒褐色細砂
　　（礫，ブロック土混）
 5 　2.5Y5/2 暗灰黄色泥砂【ピット】
 6 　2.5Y5/4 黄褐色細砂
 7 　2.5Y5/2 暗灰黄色泥砂
　　(径５㎜大の礫混)
 8 　2.5Y4/2 暗灰黄色泥砂
 　　(径３㎝大の礫混)
 9 　2.5Y4/1 黄灰色泥砂
10　2.5Y6/2 灰黄色砂礫【地山】

4

現代盛土

7
1

現代盛土

南壁

65 12
3 3

8
9

10 10

AA’ BB’

-1.0m

BM=0m

調査地西端から7.0m 調査地西端から5.0m 調査地西端から3.0m

図59　側溝東肩（B-B'間断面）（北から） 図60　側溝西肩（A-A'間断面）（北から）

図58　側溝断面図（１：５0）
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Ⅳ-1　平安京右京一条二坊十四町跡，御土居跡

１　調査の経緯と経過
調査地は北区大宮西脇台町内に所在する大宮交

通公園内（A地点）と中京区西ノ京円町に所在する

円町公園内（B地点）である。A地点は周知の埋蔵

文化財包蔵地「御土居跡」，B地点は「平安京右京

一条二坊十四町跡・御土居跡」に該当する。

A地点の大宮交通公園は，昭和44年に整備され

た交通公園であるが，地域の防災機能の向上を図

るため，公園内に消防局を移転させる計画がなさ

れ94条の通知が提出されたため５月14日と15

日及び６月４日に試掘調査を実施した。公園内に

は天正19年（1591）豊臣秀吉が築いた「御土居

跡」の土塁の一部が遺存しており，当該地の測量

図を見ると，昭和26年頃までは土塁の北側に土居

堀が開口していたことが分かる。このように，公

園内には史跡相当の「御土居跡」が残されている

ことが明らかであり，計画は，「御土居跡」を十分

に保護した上で進めることが必要となった。そこ

で，「御土居跡」の正確な位置を把握する必要があ

り，京都市建設局みどり政策推進室と協議を重ね

公園南西隅地に６箇所の調査区を設定した。この

うち１～３区は推定土塁内側（南側），４・５区は

推定土塁，５・６区は推定堀の両肩口に設定した。

B地点は，円町公園の再整備に伴う調査である。

公園内のトイレ設置箇所および電線引き込み箇所

についての記録をとることを主な目的とし，８月

22日に実施した。円町公園の現況は，周辺部分よ

り一段高くなっており，御土居跡の推定線にのっ

た南北に細長い現況地割りから，地層が良好に

残っていることが推定された。調査区は工事掘削

の予定箇所に設定し3区の調査を行った。

御
土
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跡

 近衛大路 

 中御門大路 
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道
祖
大
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十二町

二町

三町

四町

十六町 九町右京一条三坊一町

御土居跡

図62　B地点調査位置図（１：5,000）

図61　A地点調査位置図（１：5,000）
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図63　御土居跡調査地点図（１：40,000）
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本章 A地点

本章 B地点

表４　御土居跡調査履歴一覧
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今回の報告ではいずれも御土居跡に関する成果のため，一つにまとめて報告するが，個別の地層

や成果については各地点毎に段落を改めて説明する。

２　A地点（北区　大宮交通公園）の調査

（１）層序と遺構（図53～55）

１～３区　層序は１区を代表として述べる。現代盛土直下のGL- 0.6ｍでにぶい黄褐色砂泥砂

（土塁崩落土），-1.08ｍで明褐色シルトの地山となる。地山直上で遺構検出を実施し，溝１を確認

した。

４・５区　層序は４区を代表に述べる。　GL-0.5ｍ～1.75ｍ（掘削底）まで土塁の構築土とな

る。なお，５区で堀の南肩口を検出した。

６区　GL-1.1ｍで造成土もしくは地山となる。この層の直上で遺構検出を実施し，堀の北肩口を

検出した。

（２）遺構

溝１（図65）　１区の南側で検出した東西方向の溝である。地山を掘り込んで成立し，幅約1.8

ｍ，深さ0.4ｍである。埋土は直上のにぶい黄褐色泥砂（⑤・⑥層）と近似し，二層に分層できる。

溝が土塁の南側（土塁内側）に位置していることから，悪水抜きを目的に開削された溝と推測する。

５区

１区

２区
３区

４区

堀

土塁

0 50m

6区

KBM（MH）

図64　A地点調査区配置図（１：１,000）
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１　10YR5/2灰黄褐色泥砂(礫混)
２　10YR5/3にぶい黄褐色泥砂(礫混)
３　10YR6/2灰黄褐色泥砂(礫混)
４　2.5Y6/4にぶい黄褐色泥砂(礫混)
５　2.5YR5/4黄褐色砂泥(一部シルト)礫少
６　2.5YR5/3黄褐色砂泥(礫混)
７    2.5YR5/6黄褐色砂泥(一部拳大の礫混)
８　2.5YR4/2暗灰黄色泥砂
９　2.5YR4/4オリーブ褐色泥砂
10　2.5YR4/2暗灰黄色砂泥
11　10YR5/3にぶい黄褐色泥砂

１　10YR2/3黒褐色泥砂
２　10YR4/3にぶい黄褐色泥砂
３　10YR5/4にぶい黄褐色泥砂(φ3㎝石含む)
４　10YR6/6明褐色シルト

１
２

３４

現代盛土

２区西壁

１
２

３ ４５

７

６

８
９

９

現代盛土

１区西壁

１　10YR3/2黒褐色泥砂(近代盛土)
２　10YR5/4にぶい黄褐色泥砂(φ3㎝礫含む)
３　10YR4/1褐灰色砂レキ(木根)
４　10YR5/6黄褐色泥砂
５　10YR5/4にぶい黄褐色砂レキ(拳大礫多く含む)

１
２
４ ３

５
６

７
８
９

現代盛土
現代盛土

１２

11
３

５

10

７

８９

撹乱
撹乱

４区西壁 ４区北壁

KBM±0

KBM±0

６　10YR4/4褐色泥砂(近代盛土)　
７　10YR4/4褐色砂レキ(φ3㎝～5㎝多く礫含む)
８　10YR4/4褐色粗砂
９　10YR6/6明黄褐色シルト

【溝１】

【土塁】

２ｍ０

土居堀
→

KBM±0

現代盛土

１
２

４
３ １　10YR4/6褐色泥砂（固く締まる）

２　10YR4/6褐色泥砂（固く締まる，φ３～５cmの石多く含む）
３　10YR3/3暗褐色泥砂
４　10YR5/6黄褐色砂礫

５区西壁

6区西壁断面図

4

5

6
7

現代盛土

表土

1

2

3KBM±0

4

5

6
7

NS

1　2.5Y5/2暗灰黄色粗砂
2　2.5Y7/4浅黄色シルト
3　2.5Y4/4オリーブ褐色泥砂(拳大の礫を多く含む)
4　2.5Y6/6明黄褐色泥砂(礫を多く含む)
5　2.5Y4/3オリーブ褐色泥砂(礫を多く含む)
6　10YR4/4褐色泥砂(礫含む)
7　10YR3/3暗褐色砂泥

【盛土】

【造成土or地山】

NS

０ ２ｍ

図66　A地点５・６区断面図（土居堀）（1：80）

図65　A地点１～４区断面図（土塁と溝）（1：80）
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土塁２（図65）　現況土塁の東側延長部で確認した土塁の構築土である（４・５区）。構築土は礫

が混じる泥砂と砂泥が主体となり，西から東に傾斜して堆積している。面的な広がりを確認してい

ないが，土塁の幅は南北16ｍ以上となる。

堀３（図66）　５区で南肩，６区で北肩を検出した。堀は地山もしくは造成土を掘り込んで成立

している。面的な確認は出来ていないが，幅は約21.4ｍ，深さ１ｍ以上である。堀底が深いこと

から埋土下層の様相は不明であるが，約１ｍまでは現代遺物を多量に含んでいる。

（３）まとめ　

今回の調査では，「御土居跡」の位置を把握するとともに，土塁・堀・悪水抜きの溝を検出する

ことができた。

土塁は想定通り，現況土塁の延長上で確認することができた。構築土は礫と泥砂が互層になって

おり，その他の調査成果と齟齬はない。土塁の構築方法は，①内側から外側に向けて盛土する方法

と②旧地形に合わせて（旧地形を最大限利用しながら），構築土を投入する方法がある。当該地の

土塁は旧地形に沿って西から東に向かって構築土を投入していることから，後者の方法を採用し

たと判断できる。また，当該地が東に張り出した舌状の先端に位置していると想定することがで

き，御土居はこの地形を最大限利用している。

また，堀は一部造成土を開削して成立している。したがって，旧地形に起伏がある場合，まず土

塁と堀の構築予定範囲を造成した後に，堀を開削した可能性がある。本調査成果のみで断定するこ

とはできないが，今後の調査で留意しなければならない。� （鈴木久史・清水早織）

図67　A地点4区全景と現存土塁（東から） 図68　A地点4区全景（南から）
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３　B地点（中京区　円町公園）の調査

（１）調査地と調査区（図69～72）

調査地は円町駅の北西に位置する円町公園（図62）であ

る。円町公園は，昭和初期に遺存していた御土居の土檀を

利用して設けられたと伝わる公園で，現在も東を通る佐井

通りおよび西隣接道路から一段高くなった状態にある（図

70・71）。つまりこの公園は全体が御土居の基底部である

可能性が高く，調査は，今回工事で掘削する範囲の土層遺

存状況の確認およびその記録を主目的とした。

調査地の現況は，御土居の外にあたる西（佐井通）側が

低く，東が高い。また北にむかって高くなる地形である。

調査区は，工事掘削範囲内で東西と南北の様子が分かる

ように分散させて3区設定した。この結果，全ての調査区

で御土居跡と推定される積土を検出した。記録は土層の遺

存状況が良い断面で行ったため，主に南壁の状況を掲載し

ている。

              KBM
( マンホール）

佐
井
通

道
路

WC

1 区

２区

３区

０ 20ｍ

AA’

BB’
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垣根 公園西境界

道路東端

公園東境界

道路西端
A A’B

1 区２区 ３区

B’
C C’

KBM

C’

０ ５ｍ

図71　佐井通と調査地（南西から）図70　東隣接道路と調査地（東から）

図69　B地点調査区配置図（1：800）

図72　各調査区の位置関係概念図（1：600）
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（２）遺構（図73～81）

本調査で確認した遺構（地層）は，立地と歴史的な経緯による状況証拠から御土居の構築土と推

定されるものである。以下，各調査区毎に概要を示す。

1区（図73～75）　

最も南側の調査区で，人為的な盛土や

包含層が良好に遺存している状況を検出

した。黒色砂泥・黒褐色泥砂の上に，黄

色粘土，黒褐色泥砂，礫が混ざった土あ

るいはそのどれかを母材とする土が互層

状に確認できた。褐色の色調が類似する

2区褐灰色泥砂中から細片ではあるが平

安時代の遺物が出土していることから，

1区の黒褐色泥砂等も時期は不明だが包

含層と推定される。この土の上に礫を多

量に含む粗い盛土層（層７）や互層と表

現できるほど綺麗ではないが層厚５㎝程

度の層が幾重にも重なった層（層６）な

どが積み上げられ，層２・３のようにマ

ウンド状に積み上げられた部分も観察さ

れた。図上で表現できていないが，層１

は各層厚約５㎝の橙色粘土と褐灰色泥

砂，礫の互層である。

これらは人為的な盛土であり，御土居

構築土の一部であると判断される。いず

れも多量の礫が含まれていた。

2区（図76～78）　

東側に位置する調査区である。御土居

構築土（層１～７）と平安時代以前の包

含層（層８～10），灰白色シルト（層11，

地山）を検出した。2区の御土居構築土は

１区のものよりも礫が多い。特筆すべき

は，平安時代の包含層と考えている褐灰

色泥砂の上に層厚１～３㎝の黄色粘土の

薄層（図76層７，図78）を検出したこと

現代盛土

KBM

A A’

1 区

1
2

3
4 5

6
7
8

9

1.7.5YR6/6 橙色粘土 ,10YR5/1 褐灰色泥砂 , 礫の互層
2.10YR6/2 灰黄褐色砂礫（粘土混）
3.10YR5/8 黄褐色砂礫（粘土混）
4.10YR4/1 褐灰色泥砂（2 ～ 5 ㎝大礫多量に含む）
5.2.5Y7/ 浅黄色粘土（礫多量に含む）に
   10YR4/1 褐灰色泥砂混じる
6.10YR5/1 褐灰色泥砂 ＋ 2.5Y7/3 浅黄色粘土ブロック ＋ 砂礫 
7.10YR4/2 灰黄褐色泥砂（礫多量に含む）
8.10YR3/1 黒褐色泥砂
9.10YR2/1 黒色砂泥　

【御土居

　構築土】

1 ～７

０ １ｍ

図75　B地点1区断面近接（層１など）（北東から）

図74　B地点1区断面（北から）

図73　B地点１区南壁断面図（1：40）
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である。御土居を構築する初期段階の層

と推定され，盛土を始めるにあたってな

にかの整地がなされた痕跡かもしれない。

この層７上に，褐色泥砂と砂礫による盛

土（層３～６）があり，その上に黄褐色粘

土と砂礫による盛土（層１～２）が積み上

げられていた。色調の違いによる大きな

単位は作業単位を表している可能性があ

る。

３区（図79～81）

北西の調査区で，１・2区に比べて高い

位置にある。このため，１・２区で検出し

た褐色泥砂の包含層は検出できなかった。

　3区で検出した黒褐色泥砂（図68層６）

は途中で途切れていること，礫を多量に

含むことから，御土居の構築土と推定す

る。比較的厚く堆積する褐灰色泥砂（層

５）は粗い整地層で，それより上は砂礫

の間に黄褐色粘土の薄層が観察される互

層状の堆積である。3区ではマウンド状

の堆積が確認できなかったが，これは北

側が高くなっている地形のため，基底部

の造成では高低差を利用し高い側には土

留めが必要なかったためかもしれない。

ただし，今回調査は各調査区が狭小であ

り，南北の調査区も設定できなかったた

め詳細は不明である。

図72は隣接道路と現況の公園地表面，

各調査区の東西関係とその比高が分かる

ように配置した概念図である。図からも

わかるように3区は一段高くなってお

り，地山である層８がKBMと同じ高さで

ある。１・２区との堆積状況の違いは，

地形によるものと推測される。

なお，今回調査では，2区の平安時代

←層 7

1a. 10YR7/6　明黄褐色粘土に砂礫混じる
1b.10YR6/2　灰黄褐色砂礫に明黄褐色粘土混じる
2.   2.5Y6/2 　灰黄色　砂と礫の互層
3.   10YR5/1　褐灰色　砂礫（シルト混）
4.   10YR5/1　褐灰色　粗砂
5.   10YR4/1　褐灰色　泥砂（砂礫多量に含む）
6.   10YR3/1　黒褐色　泥砂（砂礫多量に含む）
7.    2.5Y7/3 浅黄色粘土    
8.    10YR4/1　褐灰色　泥砂　【平安時代の遺物含む】
9.    10YR3/1　黒褐色　砂泥（礫多量に含む）
10.  10YR2/1　黒色　粗砂～礫
11.   5Y7/1　　灰白色　シルト（地山）

KBM

B B’

２区

０ １ｍ

【御土居構築土】
1 ～ 7

1b
1a

2

3

4
5

撹乱撹乱

6
7 8

9

10

11

図77　B地点2区断面（北東から）

図78　B地点2区断面近接（北西から）

図76　B地点2区断面図（1：40）
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の土師器，須恵器細片以外の遺物は出土しなかった。伏見城跡や御土居跡など豊臣期の大地業から

は遺物がほとんど出土しないことが調査事例の蓄積から分かっている。今回遺物が出土しなかっ

たこともまたこの盛土が御土居の構築土と考える根拠の一つである。

（３）まとめ

今回の調査で，円町公園下には御土居跡が良好に保存されていることがわかった。3区の御土居

構築土中，最も下の層６（図72，図79）はおおよその高さが佐井通の道路面と同じで，裾がこの

高さであると推定すると佐井通下には濠が残っている可能性も指摘できる。また東隣接道路が佐

井通と比べて高いのも，この路地下に御土居積み土が残っているためと考えられる。

御土居構築土は，黄褐色粘土の地山，砂礫，そして褐色泥砂の包含層を母材とし，分層が困難な

細かい単位が観察された。かなり丁寧な施工をしているように見える。また盛土内に砂礫以外のも

の（土器片や瓦片）が含まれていなかった。構築土全てに何も含んでいないとは無論言えないが，

平安時代の遺物包含層などを母材としていると推定されるのに，遺物を含まないことも，施工にな

54
3

2

1

6
7

8

1.　2.5Y6/2 　灰黄色粘土＋砂礫

2.　10YR6/6　明黄褐色砂礫 ( 粘土混じる )

3.　2.5Y6/1　  黄灰色粘土＋砂礫

4.　10YR4/1　灰黄褐色泥砂と砂礫

5.　10YR4/1　褐灰色泥砂 ( 砂礫多く含む )

6.　10YR3/1　黒褐色砂泥 ( 砂礫多量に含む ) 　【御土居構築土か？】

7.　10YR4/1　褐灰色シルト＋10YR8/3　浅黄橙色細砂　【土壌化層】

8.　5Y7/1　　灰白色砂礫　【地山】

現代盛土

【御土居構築土】
1 ～ 5

KBM

C C’

３区

撹乱撹乱

０ １ｍ

図79　B地点3区北壁断面図（反転）（1：800）

図80　B地点3区北壁断面（南西から） 図81　B地点３区北壁断面近接（南西から）
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んらかのルールがあったことを想像させる。　

４　まとめ
天正期に豊臣秀吉が造成させた御土居は南北約8.2km，東西約3.5km,総延長約22.5kmの京都

中心部を囲う壮大な土塁および堀である。その性格については外側からの防御施設，鴨川の氾濫か

ら市街地を守るための堤防など様々な機能を有していたと考えられ，中・近世京都の市街地：洛

中の意識をも明示する重要な遺跡と言える。江戸時代の間は社寺等に払い下げられた部分や鴨川

に近接する部分は失われていったが，大堰川や高瀬川を開削した角倉家によって管理されたこと

から大部分は良好に維持されていたという。しかし，明治以降，市街地の拡大とともに急速に失わ

れ，現在は9カ所の国指定史跡以外には痕跡となって部分的に市内に散在する状況である。今回調

査した２つの公園は，史跡の他で御土居跡が比較的良好に残る本市にとって貴重な場所であり，そ

のいずれもで排水溝や構築土が確認できた成果は大きい。

豊臣期の造成・地業の具体像については，近年の発掘調査によって様々な新視点が与えられて

きたが，その規模が大きい故にまだ解明されていない問題点も多数ある。発掘調査による記録はも

ちろん，試掘調査や詳細分布調査の記録を積み重ねる事で，点的であっても広範囲の状況を掴むこ

とが可能であり，こうした積み重ねに，今回の調査ではA地点：東に張り出した舌状地形を最大限

利用して西から東に向かって構築土を投入していること。B地点：高低差によって構築土の堆積状

況が異なり，高い側では構築土が比較的水平に堆積していることから，高低差を埋めるように基底

部を構築していった可能性があること。などの成果を加えられたように思う。

最後に，末文ではあるが，宅地化が進む市内で部分的に残っていた御土居跡を利用して公園を整

備した先達の仕事と今回ご協力いただいた各局に感謝を申し上げたい。

（赤松佳奈）

参考文献

馬瀬智光，京都市文化財ブックス第31集『天下人の城』附第34回京都市指定・登録文化財，2017。
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Ⅳ-2　平安京右京七条二坊七町跡，西市跡，

衣田町遺跡

１　調査の経緯
本件は，マンション新築工事に伴う試掘調査で

ある。対象地は下京区西七条石ヶ坪町に所在し，右

京七条二坊七町跡，西靫負小路の路面及び西側溝

想定位置に該当する。当該町に関わる史料などは

確認できず，居住者などについては明らかでない。

周辺の調査１）では，市立七条第三小学校敷地内

（調査１）や対象地の西側にあたる場所で行われた

発掘調査（調査２），花屋町通で行われた立会調査

（調査３）などが挙げられる。調査１では古墳時代

の流路が調査区全体に広がることと，幅5.5ｍ以上

の平安時代中期の東西溝の存在が確認されている。

調査２では，GL-0.5ｍ以下，平安時代前期の溝，土

坑，柱穴のほか，平安時代後期から室町時代にかけ

ての流路や幕末の西高瀬川の河川跡などが確認さ

れている。調査３では，ＧＬ-0.4～0.9ｍで灰色砂

礫や灰色粘土の地山が確認されているのみである。

以上のように，調査地付近では条坊関連遺構は確

認されておらず，湿地状堆積土や流路埋土などが

確認されているのみで，宅地内の様相などは明ら

かではない。

今回の調査では西靫負小路西側溝及び七町内の

状況把握を目的として行った。

２　層序と遺構
建物計画範囲を主に，南側（１区）と北側（２区）に東西方向の調査区を２箇所設定した（図

72）。１区の大半が近現代の解体により撹乱を受けていたため，七町内の様相や西靫負小路西側溝

などを確認することはできなかったものの，西靫負小路路面に想定される調査区の東側６ｍの範囲

では遺構面が遺存していることを確認した。１区の基本層序は，現代盛土の下，黄灰色粘質土を挟

 北小路 

 左女牛小路 

 七条坊門小路 

 六条大路 
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負
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六町

十二町

十一町

二町

右京七条二坊七町
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一町八町九町

衣田町遺跡

調査3

調査1

調査2

西靫負小路西築地芯

計画建物

KBM
(MH 天 )

１区

20ｍ０ （1/500）

▼▼

▼ ▼

A Á

２区

BC

図82　調査位置図（１：2,500）

図83　調査区配置図（１：500）
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み，ＧＬ-0.5ｍで平安時代の遺物を含む

灰白色粘質シルト（２層）や黄橙色シル

ト（３層），-0.6ｍで明黄褐色粘質土の地

山（４層），-0.9ｍで灰白色粘質土，-0.9

～1.0ｍで黄灰色細砂や砂礫に至る。３

層上面で南北方向の溝状遺構（図３-２

層）を確認した。東西幅は2.2ｍ以上，検

出長は1.2ｍ，深さは0.3ｍである。遺構

の平面上の輪郭は不明瞭で，断面にて検

出を行った。埋土からは土師器，黒色土

器，緑釉陶器，瓦などの小片が出土して

いる。３層からもこれらと同時期と考え

られる土師器，須恵器，緑釉陶器，瓦な

どが出土している。これらの検出位置は

路面に相当する。３層については整地土

の可能性も検討したが，層境が不明瞭で

あることや路面上の整地土にしては締り

がないことなどから，２・３層とも流路

堆積土であると判断した。周辺調査で確

認されている流路の堆積の一部である可

能性が高い。

２区では，現代撹乱の下，近現代の遺

物包含層であるオリーブ黒色の粘質土を

１区北壁Ａ

２区南壁Ｂ ２区南壁Ｃ

A
Á

現代攪乱 現代攪乱

現代攪乱

１

３
４

５ ６ ７

１

３

１

３

２

２ ２

KBM±０

KBM±０

１　2.5Y5/1　黄灰色粘質土
２　10YR7/1　灰白色粘質シルト（遺物含む，流路堆積）
３　10YR7/6　黄橙色シルト（遺物含む，流路堆積）
４　10YR5/6　明黄褐色粘質土（地山）
５　2.5Y7/1　灰白色粘質土（地山）
６　2.5Y5/1　黄灰色細砂（地山）
７　10YR7/4　にぶい黄橙色細砂（拳大の礫含む）（地山）１　7.5Y3/1 オリーブ黒色粘質土（近代包含層）

２　7.5Y6/1 灰色粘質土（流路堆積）
３　7.5Y6/1 灰色砂質シルト（地山）

２ｍ０

０ 10cm

３

１

２

４

５

６

７

８

９

10

図84　各調査区断面図（1：50）

図85　出土遺物実測図（1：４）
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挟み，ＧＬ-0.65ｍで遺物を多く含む灰色粘質土，-0.73ｍで灰色砂質シルトの地山に至る。１・２

区ともに路面部分に相当するため，周辺調査で確認されている流路埋土の一部である可能性が高

い。土層観察から，１区３層と２区２層は同一層と考えられる。

３　出土遺物
対象地全体に広がっている流路堆積土（１区３層・２区２層）からは土師器，須恵器，黒色土器，

緑釉陶器，瓦などが出土しているが，その多くは破片であり，図化できたもののみを報告する。

１は土師器皿，２は須恵器の薬壺の口縁部である。３～６は灰釉陶器である。３は皿，４～６は

椀と思われる。特に５の胎土は灰白色で，精良である。７・８は緑釉陶器である。７は皿の口縁部

である。端部内面はナデにより段を持つ。胎土は軟質で，淡灰白色に近い。釉薬は明るい淡緑色で

薄いが，内外面ともに施される。８は皿の高台部分である。見込みの外側は一段凹み，内面には印

刻花文が施される。貼り付け高台である。胎土は硬質で，青灰色に近い。釉薬は淡緑色で薄いが内

面の他，外面や高台見込みにも施されている。猿投産。９・10は平瓦である。凸面には縄目叩き

が施され，凹面には布目痕が残る。側面はケズリが施される。ともに弧の湾曲が緩い。10の両表

面には離れ砂が認められる。これら遺物の時期は，９世紀後半と考えられる。

４　まとめ
今回の調査では，西靫負小路西側溝及び七条二坊七町跡の状況把握に努めたが，現代攪乱により

明確な遺構が確認できず，宅地内だけでなく，条坊側溝についてもその様相を把握できなかった。

しかし路面に相当する対象地東端では平安時代中期の遺物を含む流路堆積土を確認した。流路堆

積土から出土している遺物の表面には摩滅がほとんど確認できず，また周辺調査でも，同時期の遺

物を含む東西溝や湿地堆積土は確認されていることから，対象地及び対象地周辺にこれら遺物を

使用した何らかの施設の存在が窺える資料であるといえる。

（奥井智子・廣富亮太）

註

１）調査１：「32　右京七条二坊」，『昭和56年度　京都市埋蔵文化財調査概要（発掘調査編）』，（財）京都

市埋蔵文化財研究，1982。

　　調査２：「Ⅳ　右京七条二坊」，『平安京跡発掘調査概報』，京都市文化観光局・（財）京都市埋蔵文化財

研  究所　1984。

　　調査３：「11　右京七条二坊（１）」，『昭和56年度　京都市埋蔵文化財調査概要（試掘・立会調査

編）』，（財）京都市埋蔵文化財研究所　1982。
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Ⅴ-1　一ノ井遺跡

１　調査の経緯
本件は共同住宅新築に伴う試掘調査である。平

成29年12月26日に文化財保護法第93条第１項

の届出がなされたため，平成30年４月19日と20

日の２日間で試掘調査を実施した。調査面積は74

㎡である。対象地は右京区太秦一ノ井町に所在

し，東映太秦映画村から城北街道を挟んだ東向い

にある（図86）。奈良時代から平安時代の遺物散

布地であり，東には和泉式部町遺跡，西には常盤

仲之町遺跡といった古墳時代から飛鳥時代にかけ

ての集落が広がる。また対象地の南西には，渡来

系氏族である秦氏が造営した広隆寺が存在する。

近隣では，調査地西側の城北街道において平成

20年〜平成24年に発掘調査が行われている（図

86調査地１・２）。このうち調査地１では，幅２

mを測る中世の南北溝が確認されている１）。また，

調査地２では飛鳥時代の竪穴建物や平安時代の掘

立柱建物のほか，室町時代の城北街道及び，区画

溝等が確認されている 2）。

このほか，対象地の北西に位置する東映太秦映

画村建物建設に伴う発掘調査（常盤仲之町遺跡

内）では，飛鳥時代の竪穴建物や平安時代の遺構

などが確認されている（調査地３）３）。

また，南に位置する調査地４では，昭和63年度

に立会調査が行われており，鎌倉時代の小型の柱

穴や土坑が多数確認されている４）。特に北半部で

は地山（遺構面）までの深度が浅く，GL-0.2mで

遺構面に達している。

このため，今回の調査においても浅い深度での

遺構検出が予測された。

1区２区３区

０ 30ｍ

KBM

一ノ井遺跡

弁天島経塚（群）

広隆寺旧境内

調査地２

調査地２ 調査地４

調査地１

調査地３

今回の調査地

図86　調査位置図（１：5,000）

図87　調査区配置図（１：5,000）
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【溝埋土】
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図88　調査区平面図・断面図，セクション南壁断面図（１：80）
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２　層序と遺構
基本層序は現代盛土以下，GL-0.5mで灰色の旧耕土（１層），-0.65ｍで黄褐色泥砂の床土（２

層），-0.75ｍで拳大の礫・中世の遺物を含むオリーブ褐色泥砂〜シルト（３層），-1.1ｍで黄色粗砂

〜砂礫の地山（４層）に達する。遺構検出は４層の地山上面で行った。その結果，柱穴や土坑・近

世の南北溝を１条確認した。このうち本文では，近世の南北溝を中心に報告する。

溝１

南北方向の溝を１条確認した（図88溝１）。検出規模は，長さ8.0ｍ以上，幅2.5ｍ，深さ約0.7

ｍである。溝の西肩口は上層に削平されているため不明であるが，東肩口は地山上面において成立

することを確認した。埋土は３層に大別できる。拳大の礫を多く含んだ灰色泥砂層（図 88-6層）と

灰オリーブ褐色泥砂（図88-7層），にぶい黄色泥砂（図 88-8層）である。溝の最下層には地山ブ

ロックとにぶい黄褐色泥砂の流入が認められること，またセクション南壁では，底面付近に灰色泥

土が残存することから，溝の機能時には滞水する状況にあったものと考えられる。また南壁断面６

層には礫が多く含まれることから溝廃絶時に，人為的に礫を投棄したものと考えられる。灰色シル

ト〜泥土から近世の遺物が出土した。

３　遺物（図89・90）
１〜３は溝１から出土した。１は土師器皿で，口縁端部は丸く仕上げる。２は焙烙である。口縁

部は外反する。外面はススが付着している。３は高杯の脚部である。外面には８面の面取りをし、

ナデで仕上げている。古代の製品であり，混入したものと思われる。この他，近世の陶磁器片など

が出土している。

４〜７は土師器皿で，端部がまっすぐ立ち上がる。４は口縁部にススが付着することから灯明皿

と思われる。８は灰釉陶器の椀で口縁が外反する。９は青磁椀，10は須恵器甕である。10の口径

は25.6㎝，残存高は3.8㎝で屈曲して外反する。肩部外面はタタキ，内面は回転ナデ調整を施して

いる。11は緑釉陶器の輪花椀である。高台部分を浅く削り，意匠を加えたものである。12は須恵

器片で，外面に波状文を施し，内面には自然釉が付着する。13は須恵器甕片で，内面を同心円タタ

キで調整している。

４　まとめ　
今回の調査では，これまで一ノ井遺跡では報告

されていない近世の遺構を確認した。周辺に比べ

て遺構面までの深度が深かったこと，また解体攪

乱が及んでおらず，遺構が損傷を受けていなかっ

たことが今回の発見につながったと考える。当該

時期の出土遺物は僅かであるが，調査区北東部で

は，柱穴や土坑などを複数検出しており，人々の居

２ ３

０ 10cm

１

図89　溝１出土遺物実測図（1：４）
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住があったことは確実視される。今回確認した溝が集落内の区画溝等であるならば，対象地の周辺

においても遺構が展開する可能性は高い。

現在，一ノ井遺跡は奈良時代から平安時代の遺物散布地として周知されているが，今後は近世期

にも集落跡が存在したことに留意する必要があるだろう。今後の周辺調査により，集落の様相がよ

り明らかとなることに期待したい。

（清水　早織・黒須亜希子）　

註

１）	前田義明「常磐仲ノ町遺跡」『京都市文化財研究所発掘調査報告』2008-21，（財）京都市文化財研究所，

2008年。

２）	近藤章子・布川豊治「常磐仲ノ町遺跡・一ノ井遺跡」『京都市文化財研究所発掘調査報告』2012-11，（財）

京都市文化財研究所　2013年。

３）	吉川義彦　関西文化財調査会　発掘調査実績報告書

４）	『京都市内遺跡試掘立会調査概報』　立会調査一覧表，88UZ25，1988年。
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8

10 13

12

０ 10cm
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図90　調査区出土遺物実測図（１：４）
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図92　溝１断面（北から）

図91　調査区全景（南から）
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Ⅴ-2　史跡　賀茂御祖神社境内

１　調査の経緯
史跡賀茂御祖神社境内では，平成20～22年度

にかけて，国宝東西本殿他三十一棟防災施設事

業を実施し，文化財建造物を中心とした防災防

犯体制の構築を行った１）。しかし，平成29年４

月１日，境内複数箇所にて油のような液体が撒

かれる事案が発生したため，神社側では境内全

域の防犯防災体制の強化を計画した。事業の実

施にあたっては，既設管の掘削範囲に埋設を行

うよう配慮されたが，やむを得ず新たな掘削が

発生する地点を中心に，試掘調査及び立会調査

を実施することとなった。

試掘調査は，平成30年４月12日から10月

29日までの延べ10日間で境内の11箇所，合計

69㎡，立会調査は４月16日～11月２日までの

延べ37日間，合計38地点の調査を実施した。

調査の結果，西参道，表参道，馬場の路面整地

層や両側溝，ピットや礎石，築地基底部等の遺構

のほか，平安時代後期の瓦等を確認する成果を

得た。ここでは，主だった遺構・遺物を確認した

試掘調査成果について述べる。

２　遺　構
今回の計画では，対象範囲が境内全域に及ぶため，これまでの調査成果及び平安時代の社頭景観

を描いたとされる「鴨社古図」（以下，古図という）や寛永年間に描かれた「下賀茂社堂舎絵図」等

の古絵図を参考に特に重要と考えられる地点に調査区を設定した。

各調査区の設定箇所と目的を述べる。１区は供御所の北側にあたり，古図にもある境内から西へ

向かう西参道の堆積状況，２区は大炊殿西側で，「下賀茂社堂舎絵図」にある大炊殿北辺に接続す

る塀の確認，３区は御手洗池北側で古図に描かれている境内北東にあったとされる経堂の確認，４

区は表参道の楼門正面で，参道の堆積状況，５区は河合神社前の西鳥居際で，かつて平安京から下

鴨社への参詣道であった河合大路の堆積状況，６区は同東鳥居際で大路の延長線上にあたる御蔭道

史
跡
賀
茂
御
祖
神
社
境
内
（
下
鴨
神
社
）

下鴨城跡

図93　調査位置図（１：5,000）
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図94　調査区配置図（１：3,000）
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の確認，７区は廃仏毀釈ま

で河合神社北側に所在した

神宮寺内にある元糺の池か

ら瀬見の小川へ流れの出る

水路の確認，８・９区は馬

場上に位置し，そのの成立

年代，10区は現在の主要参

道上で，その成立年代，11

区は現車道上に位置し，「古

図」に描かれた古代以降，

近代に至るまで河井社から

本殿へと向かう参道の確認

である。

（１）層序

層序は，１区が盛土以下，

GL-0.1～0.2ｍで淡黄色粗

砂を主体とする複数の路面

整地層，-0.2ｍで灰白色粗

砂の時期不明路面，-0.25ｍ

にて黄褐色砂泥の時期不明

包含層となる。2区は盛土

以下，GL-0.15～0.25ｍに

て瓦片を多量に含む近世整

地層及び-0.25ｍにて固く

締まった黄褐色砂泥の築地

基底部，-0.35ｍにて黄褐色

砂泥の時期不明包含層とな

る。３区は盛土以下，GL-0.25

～0.4ｍにてにぶい黄褐色

～黄橙色泥砂の時期不明包含層となる。４区は表土以下，近現代路面と続き，GL-0.35mにてにぶ

い黄褐色細砂混じりシルトの地山となる。５区は表土以下，GL-0.1mにて黒色砂泥の腐植土層

で,-0.14m以下，掘削底の-0.4mまで複数の路面整地層が続く。６区は表土以下，GL-0.1～0.15m

にかけて路面整地層で，以下，氾濫堆積層となる。７区は表土以下，GL-0.25mで黒褐色砂泥礫混

じりの時期不明包含層，-0.7～0.8mで明黄褐色砂礫の氾濫堆積層となる。８区は表土以下，暗灰
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黄色泥砂の馬場整地層，GL-0.25m以下，暗灰黄色砂礫が続く。９区は表土直下で，暗オリーブ褐

色細砂礫混じりの固く締まった旧馬場整地層となり，GL-0.20mにて黒褐色砂礫の氾濫堆積とな

る。10区は表土直下GL-0.05mにて時期不明の路面整地層となる。整地層は３層以上，合計０.25

ｍの厚さが残り，-0.3mにてにぶい黄橙色シルトの中世整地層，-0.8mにてにぶい黄色シルトの地

山となる。11区は表土直下GL-0.1mにてオリーブ褐色砂礫の時期不明包含層，-0.25mにて褐色砂

礫の地山となる。

（２）遺構

１区では，時期の特定はできなかったが，複数の路面整地層を確認した。また，路面上で成立す

る小規模の礎石や小ピットが認められ，参道沿いであることから，柵列の存在が想定される。

２区では，幅0.7mの東西方向の盛土を確認した。北側面には径0.15～0.2ｍの石で押さえ側石

としている。北側面は大炊殿北壁面と揃い，「下賀茂社堂舎絵図」にある築地の基底部にあたる。ま

た，基底部北側には幅0.5ｍの凹みがあり，雨落溝と捉えられる。溝からは平安時代末期～鎌倉時

代の土師器皿片が出土している。

３区では，樹木の根による撹乱で顕著な遺構は確認できなかったが，近世土坑から平安時代後期

の軒平瓦，鬼瓦が出土している。４区では，調査区両端で，地山で成立する南北方向の溝２条を調

査区東西端にて確認した。東の溝は幅2.0m，深さ0.35m以上，やや斜交する西の溝は幅3.3m，深

さ0.55mを測る。遺物は両溝から時期不明の土師器細片と東溝から平安時代後期の軒丸瓦が出土

した。

５区では，複数の路面整地層と調査区北端にて底に河原石を並べた幅0.8m以上，深さ0.4mの東

西溝を確認した。河合神社の塀と並行しており，雨落ち溝と捉えられる。６区では，表土の路面直

下で路面整地層を確認したが，５区と比べると整地層の厚みは薄い。

７区では，顕著な遺構は認められず，時期不明の包含層から平安時代後期の軒丸瓦が出土した程

度である。８区では，焼け瓦片を多く含む馬場整地層と調査区西端で南北溝を確認した。溝の幅

1.5m以上，深さ0.4m以上で，西肩は調査区外である。馬場の側溝と考えられる。焼け瓦を含む整

地層は，隣接する神宮寺の火災処理に伴う廃棄物を再利用したものと捉えられる。

９区では，調査区西端にて幅1m，深さ0.4mの南北溝を確認した。遺物は出土しなかったもの

の，８区同様に馬場の側溝，又は古図にある神宮寺の元糺の池に流れ込む水路と考えられる。10

区では，表土直下にて複数の路面整地層を確認した。路面は少なくとも３面確認でき，長く参道と

して機能していたことを示してる。11区では，薄い包含層を確認したのみである。

３　遺　物
今回の調査で出土した遺物は平安時代後期～鎌倉時代と江戸時代にほぼ限定できる。平安時代

後期では土師器皿，軒丸瓦，軒平瓦，鬼瓦が，近世では土師器皿・軒丸瓦が出土している。ここで

は，平安時代から鎌倉時代の遺物の報告を行う。
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１・２は２区４層の溝から出土した

もので，口縁端部が上方に突起する形状

を呈す。Ⅵ期に属するもので，平安時代

末期～鎌倉時代に属するものである。

３・４は平安時代後期の巴文軒丸瓦で

ある。３は７区掘削中に出土したもの

で，左巻きの３巴文を配す。尾部は長

い。４は４区東溝から出土したもので，

右巻きの３巴文を配する。頭部は離れ，

尾部は互いに接し界線となる。５～８は

３区の近世土坑から出土した瓦で，５～

７が軒平瓦，８が鬼瓦である。５・６の

文様は，剣頭文と右巻き３巴文を交互に

配する。曲線顎で瓦当成形は折り曲げ技

法である。７の文様は剣頭文である。段顎で瓦当成形は折り曲げ技法である。３～５は山城産で平

安時代後期に属する。８は鬼瓦で外区のみが残る。大型の殊文が巡る。成形は笵型である。焼成は

軟質。平安時代後期に属するも。

４　まとめ
今回は境内全域が対象であったため，広範囲にわたって調査区を設けた。したがって，これまで

調査が実施されていなかった地点での成果を得ることができた。特に５区の河合神社前参道や，

11区の近代までの主要な参道であった現車道，４区の楼門前表参道の各路面整地層は路面整地層

を初めて確認したものである。中でも河合大路や現車道下の参道は路面堆積層が厚く，長く参道と

して維持されてきたことを示している。また，御手洗池北側の3区では，遺構に伴うものではない

が，平安時代後期の軒平瓦や鬼瓦が出土している。本殿周辺では，古くから当該期の瓦が一定量出

土することが知られており，本殿廻りを囲う土塀が瓦葺であった可能性が提示されている２）。今回

は，鬼瓦も出土していることから，土塀に葺かれたとは考えにくく，「古図」に描かれた瓦葺の経

堂所用瓦の可能性が考えられよう。これまで絵図等でのみで知られていた経堂の存在を裏付ける

貴重な成果といえよう。

（西森正晃）

註

１）『史跡賀茂御祖神社境内』，京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2010-14，㈶京都市埋蔵文化財研究

所，2011。

２）「発掘からみた糺の森」，『世界文化遺産　賀茂御祖神社　下鴨神社のすべて』，賀茂御祖神社編，淡交

社，2015。
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図97　出土遺物実測図（１：４）
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Ⅴ-３　中臣遺跡

１　調査経過
調査地は，京都市立勧修小学校の南東に位置する。縄文時代から中世に至る複合遺跡である中臣

遺跡の南西部に相当し，遺跡の東限である山科川の河岸からは50ｍの地点にある。今回，この区

画に共同住宅の建設が計画されたため，試掘調査を実施した。

周辺では，昭和53年度，昭和55年度，昭和56年度に近隣区画及び前面道路で発掘調査が行わ

れており，弥生時代末～古墳時代初頭，古墳時

代後期～飛鳥時代，奈良時代，平安時代の各遺

構面が発見されている。

昭和53年度に調査地の北西区画と前面道路

において実施された発掘調査では，GL-1.0ｍの

深度において，古墳時代後期～飛鳥時代の竪穴

建物７棟と掘立柱建物５棟，奈良時代の廂をも

つ掘立柱建物１棟，溝が複数条検出されている

（図98①）。

また，昭和55年度に調査地の北東区画で行

われた発掘調査では，GL-2.0ｍの深度において

弥生時代後期の土坑，古墳時代後期～飛鳥時代

の竪穴建物と掘立柱建物，奈良時代の掘立柱建

物が同一遺構面で検出されている（図98②）。

一方，調査地周辺では近年大規模な造成工

事が行われており，平成９年度に実施された

南隣接地の試掘調査では2.5ｍに及ぶ盛土を確

認するにとどまっている（図98③）。このため，

今回の調査においても遺構面の残存及び，これ

を覆う厚い盛土の存在が予測された。

２　調査成果
当初，調査区は建物計画範囲のほぼ中央にお

いて東西方向に設定した。しかし掘削を進めた

ところ，予測通り厚い盛土を確認したため，崩

落の危険性を考慮して，３箇所の坪掘り（第１

中臣遺跡

① ②

③

京都市マンホール

KBM（金属鋲)

第１区第２区 第３区

山科椥辻緯30号線

調査地

建物建設範囲

０ 10ｍ

図98　調査位置図（１：5,000）

図99　調査区配置図（１：400）
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区～３区）に切り替えた。

基本層序は３調査区いずれも同様で，GL-2.25ｍまで盛土，-2.35ｍまで暗褐色～黒褐色微砂混

じりシルト（古墳時代後期包含層），以下，掘削底である-2.5ｍまで褐色礫混じりシルト～黄褐色

シルト（地山）が連続する。東端に設けた第１区では，包含層除去面（地山上面・古墳時代遺構面）

において南北方向に伸びる小溝を検出した。西半部に設けた第２区では，北方向に落ちる溝（もし

くは大型土坑）を検出した。中央部に設けた第３区では，土坑もしくは大型ピットを１基検出し

た。いずれの遺構も埋土に古墳時代の遺物を含む。第２区の土坑からは，奈良時代の土師器甕の破

片がまとまって出土した。

３　まとめ
以上，既往の調査成果が示すとおり，今回の調査においても遺構面の残存を確認した。中臣遺跡

では近年，住宅や店舗の建て替えが進んでおり，これに伴う試掘調査，発掘調査も増加の傾向にあ

る。特に，山科川流域付近では遺構検出の報告が相次いでおり，小規模な開発であっても看過でき

ない状況にある。なお，今回の工事計画では，改良杭の変更と保護層を設けた基礎深度を設定する

ことにより，遺構面の保存が図られたことを追記しておきたい。

（黒須亜希子）

引用文献

調査①：財団法人　京都市埋蔵文化財研究所『昭和53年度京都市埋蔵文化財調査概要』，2011年

調査②：財団法人　京都市埋蔵文化財研究所『昭和55年度京都市埋蔵文化財調査概要』，2011年
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	 径0.5cm未満の礫少量入る　ややしま

り悪い（古墳時代包含層）
２）	 10YR3/2　黒褐色微砂混じりシルト
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Ⅴ-4　中臣遺跡

１　調査に至る経緯と経過
調査地は，山科川の右岸にあり，市立山科南小学校より南東へ150ｍの地点に位置する。現状は

東西に長い水田地４筆であり，西に接する市道（西野道）路面より１ｍ程度の下がる。平成29年

４月，この区画において宅地造成が届出されたため，６月20日に試掘調査をおこなった。

調査は，対象地中央を東西に通るよう計画された専用道路地内に，計４箇所の調査区を設定して

実施した（図101：第１区～第４区）。その結果，GL-0.2～0.3ｍという非常に浅い深度において，

古墳時代後期の遺構面が残存することを確認し

た。これをうけて届出申請者は，遺跡保存のため

の設計変更を行い，工事掘削が遺構面に抵触し

ないよう，大幅な盛土を行うことを計画した。

その後，この盛土の敷設にあたり，敷地北辺及

び南辺の一部において擁壁を設営する必要が生

じた。擁壁工事は地盤改良を伴う内容であった

ため，遺構面の深度を把握する必要が生じたこ

とから，当課においてさらに試掘調査の延長を

実施した（11月20日，29日，12月７日）。
中 臣 遺 跡

中臣十三塚

宮道古墳

坂上田村麻呂墓
伝承地

調査地

①
②

③

④ ⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨⑩

⑪
⑫
⑬

⑭

⑮

⑯
⑰

⑱

⑲

⑳

０ 20ｍ

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区 第６区

第７区

BM（真鍮鋲）
T.P.+37.177m

図102　調査区配置図（１：800）

図101　調査位置図（１：5,000）
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この延長調査では，対象地の北西部に第５区，北東部に第６区，南辺中央部に第７区を設定した。

なお第６区及び第７区は，仮設塀の脚部を避けて開口したため細かいトレンチの連続となっている

（第6-1～11区，7-1～6区）。調査はその後，施工時の立会を経て，平成30年１月31日に完了し

た。本文はこの一連の調査に係る報告である。

２　位置と環境
調査地は縄文時代から室町時代までの集落跡として周知される中臣遺跡の北東辺に相当する。中

臣遺跡は山科盆地屈指の集落遺跡であり，調査地周辺でも縄文時代～近世に至る遺構が数多く報告

されている（表５参照）。

調査地より西野道を隔てた西側の区画では，平成９年度に試掘調査が行われており，GL-1.1ｍの

表５　調査地周辺の調査成果	 （センター：旧京都市埋蔵文化財センター，埋文研：（公財）京都市埋蔵文化財研究所，№は図１と対応））

№ 京都市番号 所在地 種類 調査事由 調査内容 調査団体

① 97N276 山科区東野森野町 1-4 試掘 宅地造成 平安／土坑，柱穴（礎石）
遺物／土師器，弥生土器，須恵器 保護課

② 16N177 山科区東野森野町
1-4,10-1,11-1,11-3 試掘 デイ

サービス
平安以後／河川
遺物／土師器，弥生土器 保護課

③ 11N064 山科区東野森野町 21　他 試掘 宅地造成 遺構／確認できず。 保護課
④ 92N472 山科区東野森野町 10-2 試掘 共同住宅 遺構／確認できず。 センター
⑤ 15N303 山科区東野舞台町 63-2,67-3,69-7 試掘 共同住宅 遺構／確認できず。 保護課

⑥ （54 次） 山科区椥辻封じ川町
（山科川河川敷） 発掘 河川改修 室町／水田畦畔，溝

遺物／縄文土器，土師器，須恵器，陶磁器 埋文研

⑦ （51 次） 山科区椥辻封じ川町
（山科川河川敷） 発掘 河川改修

縄文晩期／埋甕
弥生前～中期／自然流路
古墳後期／溝
遺物／縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，
緑釉陶器，灰釉陶器，瓦器，石鏃，磨石，石皿，
凹石，石剣，石槍，石包丁

埋文研

⑧ （23 次）
山科区東野舞台町，
山科区椥辻番所ヶ口町

（山科川河川敷）
発掘 河川改修

縄文晩期／土器棺墓，土坑
弥生前期／方形周溝墓，土器棺墓
弥生中期／土器棺墓，竪穴建物，土坑
古墳後期／掘立柱建物，土坑墓
飛鳥／掘立柱建物，竪穴建物
遺物／打製石斧，磨製石斧，石皿，磨石，石鏃，
縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，瓦器，
近世石仏

埋文研

⑨ 07N402 山科区東野舞台町 77-2 試掘 店舗 古墳後期／土坑 保護課

⑩ 04N086 山科区東野舞台町 97，97-28 試掘 宅地造成 時期不明／土坑 
撹乱多く調査不要を指導。 保護課

⑪ 05N673
（83次） 山科区東野舞台町 97-6 発掘 宅地造成

古墳時代／竪穴建物，掘立柱建物，柱列
平安～鎌倉／掘立柱建物，溝，柱列
遺物／縄文土器（後期），弥生土器，土師器，須
恵器，緑釉陶器，灰釉陶器，石錘，凹石，石斧，
剥片

埋文研

⑫ 94N601 山科区東野舞台町 95-1 試掘 宅地造成 古墳後期／柱穴，土坑
遺物／土師器，須恵器， センター

⑬ 18N018 山科区東野舞台町 93-1 試掘 住宅 遺構／確認できず。 保護課
⑭ 06N508 山科区栗栖野狐塚町 試掘 工場 中世？／石敷き遺構 保護課
⑮ 04N137 山科区栗栖野中臣町 10-1 試掘 共同住宅 遺構／確認できず。 保護課
⑯ 82N862 山科区栗栖野狐塚町 18-4 試掘 工場 遺構／確認できず。 センター
⑰ 87N677 山科区栗栖野狐塚町 10-6 試掘 工場 遺構／確認できず。 センター
⑱ 87N480 山科区栗栖野狐塚 5-1 他 試掘 宅地造成 時期不明／南北溝 埋文研

⑲ 82N826 山科区栗栖野狐塚町 10,11,11-
7,27,27-1,27-2 試掘 工場 遺構／確認できず。 センター

⑳ 18N085 山科区東野森野町 45-1 試掘 共同住宅 時期不明／土坑 保護課
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深度において古墳時代後期～平安時代の遺構面が検出されている（図101①）。この調査では，平

安時代の土坑（もしくは大型の柱穴）が３基確認されたが，その埋土からは弥生時代後期～古墳時

代前期の土器が複数出土した。このため，下層に当該時期の遺構が存在する可能性が示された。

また，これを遡る昭和54～56年度に行われた山科川河川改修に伴う発掘調査では，河岸段丘斜

面地において古墳時代後期～飛鳥時代の竪穴建物や掘立柱建物が複数確認されている（図101⑥

～⑧）。このため，今回の調査対象地においても，連続する遺構面の存在が予測された。

３　調査成果
（１）基本層序

ここでは，対象地を東西に横断する第１区～第４区の堆積層を基準として記述する（図103）。
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現代耕土
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３
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T.P.36.0ｍ
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T.P.36.0ｍ
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図103　基本層序模式図

【第１区】
１）	7.5Y6/1　灰色粘土質シルトに
	 7.5Y4/1　灰色シルトブロック20%程度入る
	 径5cm未満の礫少量入る　鉄分沈着　マンガン粒入る（旧耕土）
２）	7.5Y5/2　灰オリーブ色粘土質シルト　径5cm未満の礫多量入る
	 ややしまり悪い　湧水あり（氾濫堆積）
３）	2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトに　2.5Y4/1灰色微砂筋状に入る
	 しまり良い（地山）　

【第２区】
１）	10YR5/4　鈍い黄褐色細砂混じりシルト　径２㎝未満の礫少量入る
	 ややしまり悪い（旧耕土）
２）10YR4/2　灰黄褐色礫混じりシルト　径２㎝未満の礫多量入る
	 しまり良い（中近世包含層）
３）	10YR3/2　黒褐色粗砂混じりシルトに　
	 10YR5/6　黄褐色シルトブロック30%程度入る　径1㎝未満の礫少量入る
ややしまり悪い（遺構埋土）

４）	2.5Y5/4　黄褐色粗砂混じりシルト　径0.5㎝未満の礫少量入る	
	 マンガン粒入る　しまり良い（地山）

【第３区】
１）	10YR4/3　鈍い黄褐色シルトに
	 2.5Y4/1黄灰色細砂混じりシルトブロック30%程度入る
	 径２㎝未満の礫少量入る　しまりやや悪い（旧耕土）
２）	2.5Y4/3　オリーブ褐色粗砂混じりシルト　径２㎝未満の礫少量入る
	 マンガン粒・炭化物少量入る　しまり悪い　鉄分沈着（中近世耕土）
３）	2.5Y4/2　暗灰黄色細砂混じり粘土質シルト　径２㎝未満の礫多量入る
	 しまり悪い（中近世耕土）
４）	2.5Y4/2　暗灰黄色細砂混じり粘土質シルト　径２㎝未満の礫多量入る
	 上位にマンガンの集積あり　しまりやや悪い　やや軟質（中近世耕土）

５）	2.5Y3/2　黒褐色混じり粘土質シルト　径２㎝未満の礫少量入る
	 マンガン粒・炭化物・土器片少量入る（古墳時代後期包含層）
６）	2.5Y4/1　黄灰色微砂混じり粘土質シルト　径１㎝未満の礫少量入る
	 炭化物・土器片多量入る　やや軟質（古墳時代後期包含層）
７）	2.5Y3/2　黒褐色微砂混じり粘土質シルト　径0.5㎝未満の礫少量入る
	 炭化物・土器片少量入る　軟質（古墳時代後期包含層）
８）	5Y4/1　灰色細砂～粗砂混じりシルトに
	 7.5Y4/1　灰色シルトブロック10％程度入る　しまり悪い
	 上位より踏み込みあり（古墳時代谷埋土）
９）	2.5Y3/1　黒褐色粗砂～細砂混じりシルトに
	 7.5Y4/1　灰色シルトブロック10%程度入る　炭化物水平に入る　軟質　
ややしまり悪い（古墳時代谷埋土）

10）	2.5Y3/1　黒褐色微砂混じり粘土質シルト　炭化物・土器片・木片入る　
軟質　ややしまり悪い（古墳時代谷埋土）

11）	2.5Y3/1　黒褐色微砂混じり粘土～粘土質シルト　炭化物・木片入る
	 しまり良い　軟質（古墳時代谷埋土）
12）	10YR2/1　黒色細砂混じり粘土質シルト　炭化物・土器片入る
	 やや軟質　ややしまり悪い（竪穴建物埋土）
13）	10YR3/2　黒褐色粗砂混じりシルトに
	 10YR5/6　黄褐色シルトブロック30%程度入る
	 径1㎝未満の礫少量入る　ややしまり悪い（柱穴埋土）
14）	7.5Y4/1　灰色粗砂混じり粘土質シルト　径３㎝未満の礫多量入る　しま
り悪い（氾濫堆積・地山）

【第４区】
１）	10YR5/4　鈍い黄褐色細砂混じりシルト　径２cm未満の礫少量入る
	 ややしまり悪い（旧耕土）
２）	10YR4/2　灰黄褐色礫混じりシルト　径２cm未満の礫多量入る
	 しまり良い（氾濫堆積）
３）10YR4/6　褐色粗砂～シルト　径２cm未満の礫微量入る　ややしまり悪い
（地山）
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対象地の地表面は，山科川が流れる東へ

向かって階段状に整形されている。地山

面もこれに即して傾斜するが，小谷が櫛

の歯状に介在するため，平坦地は限られ

ている。

もっとも標高が高い第１区では，近現

代耕土以下，GL-0.2～0.35ｍの深度にお

いて黄灰色粘土質シルトを主体とする地

山に達する。ただし後世の削平により，遺

構の残存状態は悪い。

第２区は，近現代耕土以下，GL-0.35ｍ

まで灰黄褐色礫まじりシルトを主体とす

る中世耕土があり，これを除去した段階

で地山に達する。遺構面は地山上面で成

立しており，ピット，土坑，溝を有する。

１区同様，後世の削平により，残存する遺

構は深い掘方を持つものに限られている。

第４区は，この地点を谷が通過するた

め，大きく落ち込む。その両肩は，第２区

の東端，第３区の西端にかかる。GL-0.6ｍ

まで近現代耕土，-1.3ｍまで灰黄褐色礫混

じりシルトを主体とする谷埋土があり，

この深度で地山に達する。

第３区の西半部には，近現代耕土以下，

GL-0.55ｍまでオリーブ褐色粗砂まじり

シルトを主体とする中世耕土があり，こ

の直下に地山が存在する。地山上面は，古

墳時代後期～飛鳥時代の遺構面に相当す

る。地山の土壌はやや軟質であるが，もっ

とも遺構密度が高い区域である。

第３区が東半部には，ふたたび小谷が

存在する。最大深度は1.2ｍ程度，埋土は

非常に軟質で，黒褐色微砂まじり粘土を

主体とするオリジナルな谷埋土である下

層と，上これを覆う古墳時代後期包含層
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図104　第２区・第３区平面図・断面図（１：200）
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図105　第５区　遺構平面図・断面図（1：200），遺構平面図・断面図（1：25）

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂
混じりシルトに

	 2.5Y4/4　オリーブ褐
色シルトブロック

	 10%程度入る

１）	 2.5Y3/2　黒褐色粘土質シルトに　地山ブロック10%程
度入る　炭化物入るしまり悪い　軟質

２）	 2.5Y3/2　黒褐色粘土質シルトに　地山ブロック5%程
度入る　炭化物入る　しまり悪い　軟質

３）	 2.5Y3/2　黒褐色粘土質シルトに　地山ブロック2%程
度入る　炭化物入る　しまり悪い　軟質

４）	 2.5Y4/2　暗灰黄色粘土質シルトに　地山ブロック5%
程度入る　炭化物入る　しまり悪い　軟質

５）	 2.5Y4/2　暗灰黄色粘土質シルトに　地山ブロック20%
程度入る　炭化物入る　しまり悪い　軟質

６）	 2.5Y4/2　暗灰黄色粘土質シルト　炭化物入る　しまり
悪い　軟質

７）	 2.5Y4/4　オリーブ褐色粘土質シルト　マンガン粒入る
しまり悪い

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂
	 混じりシルトに
	 2.5Y4/4　オリーブ褐色
	 シルトブロック
	 10%程度入る

１）	 5Y4/1　灰色
	 礫混じり粘土質シルト
	 径1㎝未満の礫少量
	 入る　ややしまり悪い

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂
混じりシルトに

	 2.5Y4/4　オリーブ褐
色シルトブロック５%
程度入る

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂混じり
シルトに

	 2.5Y4/4　オリーブ褐色シル
トブロック10%程度入る

１）	 2.5Y2/1　黒色微砂
	 混じり粘土質シルト
	 土器片入る
	 2.5Y4/1　黄灰色シルト
	 ブロック10%程度入る

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂混じりシル
トに　2.5Y4/4　オリーブ褐色シ
ルトブロック10%程度入る

２）	 5Y4/1　灰色礫混じり粘土質
	 シルト　径1㎝未満の礫少量入る
	 ややしまり悪い

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂混じりシルト
80％と　2.5Y4/4　オリーブ褐色シル
ト20％と　2.5Y4/1　黄灰色シルト
5％の混合層　しまり悪い
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である上層に大別できる。この包含層は，約0.3ｍの層厚を保ちながら第３区東半部を覆うため，

この付近では地表面から遺構満に達するまで-1.05ｍ程度の土壌の堆積がある。

（２）遺構と遺物

今回検出したのは，主に古墳時代後期～飛鳥時代の遺構群である。第２区では，掘削中に弥生土

器壷の底部の小片が出土したが，この時期に遡る遺構は確認できていない。遺構は，第２区，第３

区，第５区，第６区，第７区で検出した。なお，今回の調査では遺構面の地中保存が図られるため，

遺構埋土の掘削は最小限にとどめている。

第２区　第２区では，ピット，土坑，溝を検出した。西半部には中世の耕作溝が複数あり，これ

らに切られて古墳時代のピット，土坑が残存する。遺構の残存深度は非常に浅く，明確な掘方を認

める遺構は少ない。

土坑2-31は，平面形状が一辺0.8ｍを測る隅丸方形の遺構で，埋土は黒褐色粗砂混じりシルトブ

ロックと黄褐色シルトブロックの混合層を主体とする。土坑2-8，土坑2-11も類似した遺構であ

り，素掘りの井戸や貯蔵穴としての機能を想起させる規模をもつ。2-31からは土師器甕と高杯の

破片が出土した。世紀末～７世紀初頭の製品である。

第３区　第３区西半部では，竪穴建物，溝，土坑，ピットを複数検出した。竪穴や土坑の切りあ

いからは少なくとも３時期の重複が確認できる。竪穴建物は東西ないし南南西－北北東に主軸を

もつ方形プランである。このうちいくつかは削平により形骸をとどめるのみであるが，比較的，残

存状態が良好な竪穴3-１の一部を断ち割ったところ，須恵器杯身（図109-1），土師器甕（図109-

WE
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図106　第５区　遺構平面図・断面図（1：25）（１：50）

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂混じりシル
トに　2.5Y4/4　オリーブ褐色シ
ルトブロック10%程度入る

１）	 2.5Y4/1　黄灰色微砂混じり粘土質シルトと　2.5Y2/1　黒色粘土ブロックと　5Y5/4　オリーブ色シルトブロックの混合層　炭化物入る　土器片入る
２）	 5Y5/4　オリーブ色粘土質シルトに　2.5Y2/1　黒色シルトブロック5％程度入る　マンガン粒入る
３）	 5Y5/4　オリーブ色微砂～シルトに2.5Y2/1　黒色シルト1%程度入る　ややしまり良い

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂混じりシルトに
	 2.5Y4/4　オリーブ褐色シルトブロック
10%程度入る

２）	 5Y4/1　灰色礫混じり粘土質シルト
	 径1㎝未満の礫少量入る　ややしまり悪い

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂
混じりシルトに　

	 2.5Y4/4　オリーブ褐
色シルトブロック

	 10%程度入る

１）	 2.5Y3/1　黒褐色粗砂混じり
シルトに　

	 2.5Y4/4　オリーブ褐色シル
トブロック10%程度入る　

	 地山ブロック10%程度入る
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０ ５ｍ 50㎝０
（遺構平面図・断面図）

（調査区平面図）
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図107　第６区平面図（1：200），遺構平面図・断面図（1：25）

１）	 2.5Y2/1　黒色微砂
	 混じり粘土質シルトに
	 2.5Y3/1　黒褐色シルト
ブロック10%程度入る

	 2.5Y4/4　オリーブ褐色
微砂混じり粘土質シルト
ブロック5%程度入る

	 径2㎝未満の礫微量入る
炭化物・土器入る

２）１）層に近似　径２㎝未
満の礫少量入る

１）	 2.5Y4/1　黄灰色微砂混じり粘土質シルト　径１㎝未満の礫少量入る　炭化物多量・土器片入る　軟質
２）	 2.5Y4/1　黄灰色微砂混じり粘土質シルト　径１㎝未満の礫少量入る　軟質
３）	 2.5Y4/2　暗灰黄色粘土質シルト　マンガン粒入る　炭化物入る
４）2.5Y4/2　暗灰黄色粘土質シルトに　2.5Y5/4　黄灰色礫シルトブロック10%程度入る

１）	 １）2.5Y3/2　黒褐色微
砂混じりシルトと

	 2.5Y4/4オリーブ褐色
微砂混じり粘土質シル
トブロックの混合層

	 径1㎝未満の礫少入る
	 炭化物入る
	 しまり悪い

１）	 2.5Y3/2　黒褐色微砂
混じりシルトと

	 2.5Y4/4オリーブ褐色
微砂混じり粘土質シル
トブロックの混合層

	 径1㎝未満の礫少入る
	 炭化物入る
	 しまり悪い

１）	 2.5Y4/1黄灰色細砂混じりシルト　径1㎝未満の礫少量入る　
	 マンガン粒入る　鉄分沈着　しまり悪い
２）2.5Y4/1　黄灰色微砂混じりシルトに　2.5Y3/2　黒褐色微砂混じり粘土質シルトブロック20%程度入る
	 径2㎝未満の礫多量入る　土器片入る　しまり悪い
３）	 2.5Y2/1　黒色礫混じり粘土質シルトブロックと　2.5Y4/4　オリーブ褐色微砂混じり粘土質シルトブロックの混合層
	 径2㎝未満の礫多量入る　しまりやや悪い
４）	 10YR2/1　黒色粗砂混じりシルト　径1㎝未満の礫多量入る　炭化物・土器入る　しまり悪い
５）	 2.5Y3/2　黒褐色粗砂混じりシルト～粘土質シルト　径1㎝未満の礫多量入る　しまり悪い

１）	 2.5Y2/1　黒色微砂混
じり粘土質シルトに　
2.5Y3/1　黒褐色

	 シルトブロック10%
程度入る

	 2.5Y4/4　オリーブ褐
色微砂混じり粘土質シ
ルトブロック5%程度
入る　径2㎝未満の礫
微量入る　

	 炭化物・土器入る

１）	 2.5Y3/2　黒褐色微砂混じり粘土質シ
ルトに　2.5Y4/4　褐色シルトブロッ
ク20%程度入る　径0.5㎝未満の礫少
量入る　炭化物・土器入る

１）	 2.5Y2/1　黒色微砂混じり粘土質シルトに　2.5Y3/1　黒褐色シルトブ
ロック10%程度入る　径2㎝未満の礫微量入る　炭化物・土器入る

２）	 2.5Y3/1　黒褐色微砂混じりシルト　径3㎝未満の礫多量入る炭化物・
土器入る　ややしまり悪い　湧水あり
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3），土師器高杯脚部（図109-7）のほか，須恵器高杯の破片が出土した。概ね５世紀末～６世紀初

頭の製品である。このほか，大型土坑3-24からは須恵器杯身（６世紀）の破片が出土した。

調査区東半部の谷は，最大幅10ｍを測る規模を持つ。遺構面の存続時期には流れの緩い小河川

が存在したと推測される。埋土は非常に軟質で，静かな堆積環境下にあったとみられる。底面付近

からは，２本の杭とその間に渡された横木の破片が出土した。岸から底面に至る斜面には壇状の造

作が認められることから，集落内の水場として機能した可能性が高い。埋土からは，須恵器甕，坏，

土師器甕等の破片が出土した。６世紀後半～７世紀に埋没したと推測される。

第５区　第５区では，GL-0.4ｍの深度において，遺構面（地山上面）に達する。標高は高いが，

削平された範囲が少なく，遺構の残存状態は良好である。竪穴建物，溝，ピット，土坑を複数検出

した。

竪穴建物は円形プランをもつものと方形プランを持つものがあり，前者が後者に先行する。竪穴

5-30を断割ったところ，北西から南東にかけて傾斜をつけて掘り込んだ地山上面と，貼床土（し
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（調査区平面図）
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図108　第７区平面図（1：200），遺構平面図・断面図（１：25）

１）	 10YR3/1　黒褐色粘土質シルトに
	 2.5Y4/4　オリーブ褐色色粗砂混じ
り粘土質シルトブロック５%程度入
る　径2㎝未満の礫少量入る　土器
片入る　しまり悪い　やや軟質

１）	 10YR3/1　黒褐色粘土質シルトに
	 2.5Y4/4　オリーブ褐色色粗砂混じ
り粘土質シルトブロック５%程度入
る　径2㎝未満の礫少量入る　土器
片入る　しまり悪い　やや軟質

１）	 10YR3/1　黒褐色粘土質シルトに
	 2.5Y4/4　オリーブ褐色色粗砂混じ
り粘土質シルトブロック５%程度入
る　径2㎝未満の礫少量入る　土器
片入る　しまり悪い　やや軟質

１）	 10YR3/1　黒褐色粘土質シ
ルトに　7.5Y4/1　灰色粗
砂混じり粘土質シルトブ
ロック10%程度入る　

	 径2㎝未満の礫少量入る　
土器片入る　しまり悪い　
やや軟質

１）	 2.5Y3/2　黒褐色微砂混じり粘土質シルトに
	 2.5Y3/1　黒色シルトブロック5%程度入る
	 径1㎝未満の礫少量入る　軟質　しまり悪い
２）	 2.5Y3/2　黒褐色微砂混じり粘土質シルト
	 径0.5㎝未満の礫微量入る　炭化物・マンガン粒入る　やや軟質
３）	 2.5Y3/3　安オリーブ褐色微砂混じり粘土質シルト
	 2.5Y3/1黒色シルトブロック2%程度入る　しまり良い　軟質

１）	 2.5Y2/1　黒色シルトに
	 7.5Y4/1灰色粗砂混じり粘土質シルトブロック10%程度入る
	 径1㎝未満の礫少量入る　炭化物・土器入る　ややしまり悪い　軟質
２）	 2.5Y2/1　黒色シルトに
	 7.5Y4/1灰色粗砂混じり粘土質シルトブロック20%程度入る
	 径1㎝未満の礫少量入る　炭化物・土器入る　しまり悪い　軟質
３）	 2.5Y3/3　暗オリーブ褐色粘土質シルト
	 径0.5㎝未満の礫少量入る　しまり良い　やや軟質　淡く暗色化
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まりのよいシルト層）の残存を一

部で確認した。埋土には炭化物及

び土器片が含まれていることか

ら，建物として機能したと推測さ

れる。遺構内からは，須恵器甕と

杯蓋，土師器甕の破片が出土した。

概ね６世紀の製品である。

また，第２区，第３区と同じく

平面形状が隅丸方形を呈する大

型土坑が数基存在する。土坑

5-19は断面形状が逆台形を呈する遺構であり，弥生時代の貯蔵穴に形状が近似する。ただし，断

面観察からは，大型の柱穴である可能性も疑われる。埋土からは土師器甕の破片が出土した。古墳

時代の遺構である。

このほか，調査区西半部では，湾曲してのびる溝7-35を検出した。埋土に流水痕跡が認められ

ないこと，また遺構群はこれより東に集中することから，区画溝であると推定される。

第６区　第３区で検出した谷の上流にあたる第６区では，想定された範囲において同じく谷の

落ち込みを確認した。ただし，東肩が湾曲北して狭まること，また谷底までの深度が浅くなること

から，谷頭は近いと見られる。遺構は谷の両岸において，竪穴建物，溝，ピット，土坑を検出した。

竪穴建物6-1は，谷の東岸で検出した。土壌はやや湿潤であるが，掘方は明確で，埋土には一定

量の遺物を含む。北東－南西方向に主軸をもつ方形プランで，柱穴と推測されるピットが１基確認

できる。埋土からは土師器甕，須恵器甕の破片が出土した。古墳時代後期の遺構である。なお，こ

の建物の存在は，集落がより東へ連続すること，つまり山科川の段丘沿いに居住域が存在すること

を示すものであり，既往の調査成果との類似性を見出せる。

第６区西半部にも居住域は広がっており，6-9区と6-10区では竪穴遺構6-20を１棟検出した。

西から東へ向かって傾斜する床面には，粘土質シルトブロックの混合層の堆積があり，東辺には壁

溝が認められる。検出規模が一辺2.5ｍと狭いのは，削平によると思われる。竪穴6-20より西には

西方向への落ち込みが認められるが，これが第４区で確認された小谷に連続すると推測される。

このほか，第６区では，大型土坑（土坑6-8，土坑6-12）を検出した。土坑6-8は一辺が１ｍ以

上を測る大型遺構である。機能は不明であるが，埋土に炭化物や土器片が含まれている。土坑6-12

からは，土師器高杯（図109-6）が出土した。

第７区　竪穴建物，溝，ピット，土坑を検出した。特に竪穴建物は稠密に切りあっており，溝，

ピットを含めた３時期以上の重複が確認できる。竪穴7-20は一連の遺構として検出したが，西辺

と東辺の角度が異なるため，方形プランをもつ竪穴建物が重複する可能性が高い。これらのうち

もっとも新しい遺構は竪穴7-20を切るピット群であり，そのひとつであるピット17からは土師器

長胴甕（６世紀後半）の破片が出土している。

０ 10cm

1

2

3

4

5 6

7

図109　出土遺物実測図（１:４）
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３　まとめ
以上，中臣遺跡の試掘調査について記述した。今回の調査では，古墳時代後期～飛鳥時代の竪穴

建物を主体とする遺構群を多数検出したことにより，中臣遺跡の集落が，現在の包蔵地範囲よりも

さらに北へ広がることが確実となった。周辺地ではこれまで試掘調査による遺構の発見が乏しい

ことから，大規模な発掘調査に結びつかなかった例が多い。今回，遺跡の北東端部において集落の

存在が示されたことは，中臣遺跡の展開を考える上でも，非常に貴重な成果と言える。

（黒須亜希子）
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図110　古墳時代後期～飛鳥時代の中臣遺跡概念図
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Ⅴ-5　伏見城跡

１　調査に至る経緯と経過
調査地は，伏見区桃山町下野地内に所在する（図111）。伏見城跡が築かれた桃山丘陵の西側斜

面に相当し，敷地内においても西へ向かって大きく下がる。この区画に共同住宅の建設が計画され

たことから，平成29年８月に当課による試掘調査を行った。その結果，南北方向に伸びる石列と

整地層， 多数の裏込石を発見した。これにより

発掘調査が必要と判断されたことから，同年

10月より建物の計画範囲を対象として，本発

掘調査が実施された（以下，本調査と記述）。本

調査では，南北方向の２時期にわたる石垣と暗

渠，石組溝が検出されるとともに，調査地外へ

も遺構が連続することが明らかとなった。

平成30年２月，本調査範囲の南北において

同建設に付随する地盤改良工事が実施された

ため，当課による立会調査を実施した。その

№１地点

№２地点

平成29年度発掘調査範囲
（本調査）

調査地

KBM

№３地点

SL01

SL05

地盤改良範囲

建物建設範囲

20ｍ０

調査地

②

①

図111　調査位置図（１：5,000）

図112　調査区配置図（１：500）
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結果，№３地点において桃山期～江戸時代初頭の石垣及び石敷遺構，石組階段遺構を発見した。こ

のため急遽，記録保存のための延長調査を行った。本文は，これら一連の立会調査に係る報告であ

る。

２　調査成果
（１）基本層序

調査区は，本調査区北側に２箇所（図２：№１・２地点），南側に１箇所（図２：３地点）を設

定した。№１地点では，GL-1.5ｍまで盛土，-2.1ｍまで褐色粘土質シルトを主体とする上方からの

崩落土及び造成土，-2.5ｍまで拳大の礫を多く含む明褐色粘土質シルト層（石垣裏込層），以下，掘

削底である-2.6ｍまで締まりの良い明黄褐色細砂（整地層）を確認した。

№２地点では，GL-1.5ｍまで盛土，-2.4ｍまで焼土及び炭化物を含む明黄褐色～にぶい橙色を呈

するシルト層，-3.0ｍまで拳大の円礫及び角礫を多量に含む灰褐色シルト層（石垣裏込層），以下，

掘削底である-3.2ｍまで締まりの良い黄褐色砂質シルト層（整地層）を確認した。

№３地点では，調査地の南西隅から西へ向かい，斜面を断割るように掘削を行った。はじめに本

調査で確認されている01SL石垣の位置を把握するため，想定される地点で深掘りを行った。その

結果，およそGL-2.5ｍ（T.P.73.0ｍ）以下において，一辺90㎝前後を測る巨石を２～３段積む石

垣（SL01の延長）を確認した。

SL01石垣付近における基本層序は，GL-1.5ｍまで盛土，-2.2ｍまで鈍い赤褐色～褐色を呈する

粗砂混じり粘土質シルト（造成土および崩落土）で，瓦や炭化物，焼土のほか，上方からの転石を

１

２

３

４

５

６

盛土

盛土

１
２

３

４

５

６

７

T.P.76.0m

T.P.75.0m

T.P.74.0m

T.P.73.0m

T.P.76.0m

T.P.75.0m

T.P.74.0m

T.P.73.0m

【№２地点　北壁】【№１地点　北壁】

１ｍ０

図113　調査区断面図（1：100）

１）	 2.5Y4/4　オリーブ褐色粘土質シルト　礫多量入る
２）	 7.5YR4/4　褐色粘土質シルト　礫少量入る
３）	 7.5YR4/4　褐色粘土質シルト　礫多量入る
４）	 7.5YR5/6　明褐色粘土質シルト
５）	 7.5YR5/6　明褐色粘土質シルト　径10㎝未満の礫多量入る
６）	 10YR5/6　黄褐色砂質シルト　径10未満の礫少量入る　瓦入る
７）	 2.5Y7/6　明黄褐色細砂

１）	 2.5Y6/6　明黄褐色粘土質シルト　炭化物入る
２）	 7.5Y6/6　橙色粘土質シルト（造成土）
３）	 7.5Y5/4　にぶい橙粘土質シルト　炭化物・瓦多量入る
４）	 7.5Y4/2　灰褐色粘土質シルト　径4㎝未満の礫多量入る（裏込め層）
５）	 10YR5/4　にぶい黄褐色粘土質シルト
６）	 10YR4/8　黄褐色粘土質シルト　しまり良い
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含む。-2.5ｍまで明黄褐色粗砂混じり粘土質シルト，-3.0ｍまで締まりの悪い黄褐色粘土質シルト，

以下，掘削底である-3.2ｍまで鈍い黄色粘土質シルトを主体とする地山を確認した。なお，01SL石

垣の掘り方は，造成土および崩落土の下面において成立しており，本調査成果と齟齬のない状況で

あった。

01SL石垣より東へ向かって展開する階段部分では，GL-0.2ｍまで盛土があり，これを除去した

１

２

撹乱

３

４

５
６

７
８

１ｍ０

T.P.79.0m

T.P.78.0m

T.P.77.0m

T.P.76.0m

T.P.75.0m

T.P.74.0m

T.P.73.0m

T.P.72.0m

T.P.79.0m

T.P.78.0m

T.P.77.0m

T.P.76.0m

T.P.75.0m

T.P.74.0m

T.P.73.0m

T.P.72.0m

図114　階段遺構立面図，東壁断面図（1：50）

１）	 10YR4/6　褐色粗砂混じりシルト　径10㎝未満の礫多量入る
	 炭化物・瓦・焼土入る　しまり悪い
２）10YR4/4　褐色粗砂混じりシルト　径2㎝未満の礫多量入る
	 炭化物・瓦・焼土入る　しまり悪い
３）10YR4/6　褐色粗砂混じりシルトに　
	 2.5Y5/4　黄褐色粘土質シルトブロック10%程度入る
	 径3㎝未満の礫少量入る　炭化物・瓦・焼土多量入る
	 しまり悪い（焼土層）
４）	 2.5Y5/6　黄褐色細砂混じり粘土質シルトに
	 2.5Y5/4　黄褐色粘土質シルトブロック30%程度入る
	 径2㎝未満の礫少量入る　やや軟質　ややしまり良い（造成土）

５）	 2.5Y4/4　オリーブ褐色粗砂混じりシルトに
	 2.5Y5/4　黄褐色鮮度質シルトブロック10%程度入る　
	 径2㎝未満の礫少量入る　炭化物・瓦・焼土多量入る（焼土層）
６）10YR4/4　褐色粗砂混じりシルトに
	 10YR5/6　黄褐色細砂混じり粘土ブロック5%程度入る　径2㎝未満の礫
少量入る　炭化物入る　しまり悪い

７）	 10YR4/3　鈍い黄褐色粗砂混じりシルト
	 一辺5㎝未満の角礫少量入る　炭化物・焼土多量入る（焼土層）
８）10YR5/6　黄褐色粗砂混じり粘土質~微砂混じりシルト　径1㎝未満の礫微
量入る　しまり良い（化粧土）
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図115　階段遺構北石垣立面図（１：50）
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図116　階段遺構平面図（１：50）
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図117　階段遺構南石垣立面図，断面図（１：50）
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段階で，階段の壁石が露出した。また，の石敷部分では，-2.5ｍまで崩落土である暗褐色礫混じり

粘土質シルトが堆積し，この層を除去した段階で，石の上面を検出した。また，８段が残る階段の

上位部分では，-2.3ｍまで焼土層と造成土の互層があり，-3.0ｍまで崩落土，その下にさらに焼土

層が存在し，これを除去した段階で階段石を検出した。なお，階段石上面には化粧土と見られる黄

褐色粗砂混じり粘土質シルトの薄層が，部分的に残存していた。

（２）遺構と遺物

階段遺構は，01SL石垣を含む東西長7.5ｍ，南北幅3.0ｍの範囲にわたり検出した（図５）。

遺構は，01SL石垣と石敷遺構，階段遺構とその壁石に大別できる。01SL石垣は，壁石ほかを支

えるための根石として地中に設置されたものであり，階段機能時には地上に見えていない。このた

め，本調査では01SLの上面が道として機能したものとして報告されている。石垣SL01の西面より

0.3ｍ東の地点には平石があり，1.8ｍ東には0.6ｍの比高差をもって石敷遺構が連続する。残存状

態は良くないが，平石から石敷までの1.5ｍの距離にはこの比高差を埋めるための階段（２段？）

が設けられていた可能性が高い。この範囲に径５㎝程度の栗石や，巨石の間隙を埋める薄い間詰石

が残存するのはその名残であると推測される。

石敷は西端に一辺0.7～0.9ｍを測る巨石を配し，これより東へ30個程度の平石を敷き詰めてい

1 2

3
4

5

6

7

8

9

10

11

12
０ 10cm

図118　出土遺物実測図１（１：４）
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る。石種は粘板岩，チャート，ホルンフェンス

が多く，一部に砂岩が含まれる。敷石上面の窪

みや石と石の間隙には，肌理の細かい黄褐色微

砂混じりシルトが残っており，これが化粧土と

して用いられたと考えられる。

続いて階段は，東西長3.3ｍの間に計８段を

確認した。南半部は崩落の危険性があったため

掘削を断念したが，北半部は壁石とともに連続

して検出することができた。現地形の勾配を考

えると，さらに東へ続くものと推測される。石

段は，長さ0.8～1.4ｍ，幅0.4ｍ程度に切り出

した角柱石を並べて造られており，平面台形を

呈する矢穴痕をもつものが含まれる。階段石は

底面に平石を噛ませることによって，段先をや

や上げ気味に据える。それにより生じた傾斜は，

化粧土を敷くことにより解消されている。

なお，この階段上段付近では化粧土の直上に

焼土の堆積があり，これを除去した形跡がない。

このため，この階段が被災後に埋没し，その後

復旧されなかったことが窺える。

壁石は，南北の壁面が残存している。西面は

ともに失われており，裏込石が露出している。

南北壁石ともに最大４段が残存し，72～75度

の傾斜をもって上方へ開く。石の表面には被熱

の痕跡が認められた。

３　まとめ
以上，伏見城跡の詳細分布調査について報告

した。今回の階段遺構の発見は，伏見城跡内で

は初の事例となる。大名屋敷が丘陵斜面を造成

して建設されたことを考慮すれば，他にも存在

する必然性が高い遺構であり，その発見は極め

て貴重な事例となる。

なお，検出された階段遺構が火災後に廃絶し

ていること，その後複数回の火災と造成が確認

０ 20ｍ

（本丸へ
→）

今回の調査地

徳川家康

（
SL01

石
垣
）

（
08SD

石
組
溝
）

（下板橋通）

渡邊三右衛門

松平下野守

推定される
邸境界

星野
2006
調査

階段

池田三右衛門

（暗渠）

図119　調査区接合図（１：800）
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できること，また石材の矢穴跡と伏見城の築城年代から，階段遺構の造営は伏見城下の造営のなか

でも比較的初期段階（慶長年間初頭）に位置づけることができる。当時の状況を描いたと推定され

る『伏見御城槨并屋敷取之絵図』によれば，対象地は「松平下野守」の屋敷地と記されており，徳

川家康の次男であり豊臣秀吉の養子となった結城秀康か，徳川秀忠の同母弟である松平忠康（忠

吉）のいずれかが想定される。

（黒須亜希子）

引用・参考文献

株式会社四門，『伏見城跡　京都市伏見区桃山町下野27-1の発掘調査』，2018年。

森岡秀人，「木幡山伏見城跡の桃山陵墓地内観察と「豊徳」期城郭提唱の意義」『京都橘大学大学院研究論文

集』15，京都橘大学，2017年。
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Ⅵ　調査一覧表
Ⅰ　2018 年１～３月期（平成 29年度）

平安宮
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

1 大蔵省跡
上京区浄福寺通一条下る東
西俵屋町 642-3，642-8，
642-21

1/30 盛土以下，聚楽第の濠の埋め土を確認。調査区
北側では，GL-1.5 ｍで黄褐色の地山を確認。 14㎡ 17K660

2 主水司跡，
聚楽遺跡 上京区中務町 926 3/22 GL-0.9m で地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 10㎡ 17K759

平安京左京
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

3

北辺三坊七町・八町
跡，公家町遺跡，
内膳町遺跡，
新在家構え跡

上京区京都御苑３ 1/12
GL-0.4 ～ 0.6 ｍで，元治の大火（蛤御門の変）
時に形成されたと推測される焼土層と基盤層を
確認。本文報告 18ページ。

34㎡ 16H474

4
一条三坊十五町・
十六町跡，新在家構
え跡，旧二条城跡

上京区京都御苑 13 の一部 1/22
GL-0.1 ｍで近世整地，-0.74 ｍで石組み溝の成
立面を確認。発掘調査を指導。
本文報告 25ページ。

11㎡ 17H537

5 三条一坊十三町跡
中京区大宮通姉小路下る姉
大宮町西側 75-1，77-1，
77-2

3/9
対象地西側では GL-0.8 ～ 1.2 ｍで湿地状堆積，
東側では，-0.9 ｍで湿地状堆積，-1.0 ｍで地山
を確認。顕著な遺構・遺物なし。

16㎡ 17H559

6 三条三坊五町跡，
烏丸御池遺跡

中京区室町姉小路下る役行
者町 361，363，365 1/9

平安～江戸時代の包含層と遺構面を検出。対象
地南半部では，GL-1.85m 平安時代後期～鎌倉
時代初頭の遺構群を確認し，礎石立建物が存在
したことが明らかとなった。発掘調査を指導。

60㎡ 17H353

7 八条二坊九町跡 下京区油小路下魚ノ棚下る
油小路町 288　他 3/20 GL-1.25m で室町時代の遺構面，-1.5 ｍで鎌倉

時代の遺構面を検出。発掘調査を指導。 43㎡ 17H557

8
九条二坊十二町跡，
烏丸町遺跡，
御土居跡

南区西九条蔵王町 11-6，
11-49 3/19

GL-0.6m で旧耕土，-0.75m で灰オリーブ色泥砂，
-0.85 ｍで灰オリーブ色砂泥，-0.9 ｍで灰オリー
ブ色泥砂，-1.2 ｍで径 10cm ほどの礫を多く含
む灰色泥土，-2.0 ｍで明黄褐色砂礫の地山を確
認。顕著な遺構・遺物なし。

23㎡ 17H688

9 九条三坊九町跡，
烏丸町遺跡 南区東九条上殿田町 48 3/23 平安～鎌倉時代の苑池の護岸の可能性が考えら

れる木杭列を確認。発掘調査を指導。 25㎡ 17H620

10 九条四坊二町跡，
烏丸町遺跡 南区東九条東山王町 6，8-2 2/7

GL-0.95 ｍで暗灰黄色泥砂で鎌倉の遺構面，
-1.05m で灰オリーブ色シルト，-1.25 ｍで黒褐
色微砂混じり粘土～粘質シルト，-1.1 ｍで灰オ
リーブ色砂礫の地山を確認。東洞院大路の東側
溝と考えられる溝を確認。発掘調査を指導。

39㎡ 17H558

平安京右京
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

11 北辺四坊一町跡 右京区花園寺ノ中町 8 3/7
～ 8

GL-0.5 ｍで時期不明包含層，-0.75 ｍで河川堆
積，-1.65 ｍで地山の明黄褐色砂礫を確認。顕
著な遺構・遺物なし。

19㎡ 17H520

12 二条四坊十一町跡 右京区太秦安井馬塚町 16
他 3/1 GL-0.7 ｍで中世遺構面を確認，耕作溝以外の明

確な遺構を検出できず。 66㎡ 17H445

13 西京極大路跡，
龍翔寺跡

右京区太秦安井奥畑町
19-8，22-15，29 2/22

GL-0.8 ｍで平安時代包含層，-1.25 ｍで粘性が
ある暗褐色泥砂，-1.3 ｍで土師器を含む暗オリー
ブ褐色泥砂を確認。計画深度に達したため，地
山は確認できず。

11㎡ 17H512
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番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

14 五条一坊十町跡 中京区壬生下溝町 2 の一部 2/20 GL-0.79 ｍで氾濫堆積の地山を確認。顕著な遺
構・遺物なし。 28㎡ 17H505

15 五条一坊十町跡 中京区壬生下溝町 2 の一部 2/20 GL-1.96 ｍまで解体攪乱で，直下に砂礫を確認。
顕著な遺構・遺物なし。 8㎡ 17H504

16 五条四坊二町跡 右京区西院日照町 50，51，
52-2 2/21

敷地西半部では GL-1.2m で複数の掘り込み痕を
もつ南北溝を検出。東半部では，弧状に曲がる
溝を２条検出。周溝の可能性がある。

39㎡ 17H676

17 六条三坊四町跡 右京区西院溝崎町 21 1/24 GL-0.5 ｍで地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 50㎡ 17H631

18 六条四坊七町跡，
西京極遺跡

右京区西院月双町 115，
114 の一部 2/27

GL-0.75m で近代耕土，-1.1 ｍで黄褐色シルト
の地山を確認。地山直上で弥生時代の竪穴建物
と考えられる遺構や溝状遺構を確認。
発掘調査を指導。

39㎡ 17H509

19 七条一坊十二町跡 下京区朱雀分木町 80　他
2/15

～
16・26

GL-0.65 ｍで黄褐色シルトの地山上面で，平安
時代後期の遺構を確認。発掘調査を指導。 226㎡ 15H394

20 七条四坊六町跡 右京区西京極北裏町 13 3/28 GL-1.04m で灰黄色砂礫の地山を確認。 17㎡ 17H773

21 九条二坊一町跡 下京区梅小路高畑町 17-2 2/6 GL-0.75 ｍで中世包含層，-1.0 ｍで古代包含層，
-1.15 ｍで砂礫の氾濫堆積を確認。 15㎡ 17H508

太秦地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

22 嵯峨遺跡 右京区嵯峨二尊院前北中院
町 2-9 1/23 GL-0.2 ｍで褐色シルト，-0.25 ｍで中世包含層も

しくは造成土，-0.4 ｍで地山を確認。 15㎡ 17S437

23 嵯峨遺跡 右京区嵯峨小倉山堂ノ前町
6-16，7-1，7-3 3/27 GL-0.42 ｍ浅黄色シルトの地山を確認。

顕著な遺構・遺物なし。 35㎡ 16S719

24 嵯峨遺跡 右京区嵯峨天龍寺車道町 2-1
他 5 筆

3/14
～ 16

GL-0.45 ｍで中世整地層，-0.81 ｍで地山を確認。
発掘調査を指導。 122㎡ 17S496

25 嵯峨遺跡，
宝幢寺境内 右京区嵯峨北堀町 32-3　他 3/12

～ 13

GL-0.31 ｍで近世盛土，-0.5 ｍで中世包含層，
-0.7 ｍで地山を確認。地山上面で土坑・柱穴を検
出。設計変更にて，遺構を地中保存。

40㎡ 17S525

洛北地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

26 栗栖野瓦窯跡 左京区岩倉幡枝町 628 他 1/17
～ 18

GL-0.2 ～ 0.85m で地山を確認。顕著な遺構・遺
物なし。 126㎡ 17S423

27
特別史跡・特別名勝
鹿苑寺（金閣寺）
庭園隣接地

北区衣笠馬場町 18，19-1，
19-2，20-1，20-2，20-3

3/29
～ 30

GL-0.4m 以下で北山殿造営に伴う造成土を確認。
発掘調査を指導。 55㎡ 17S827 

（17A005）

28 寺町旧域 北区鞍馬口通寺町東入北側
上善寺門前町 340 1/25 GL-0.4 ～ 0.6 ｍで黄褐色粘質シルトの地山を確

認。地山上面で東西方向溝を１条検出。 21㎡ 17S344

29 上京遺跡 上京区元誓願寺通大宮東入
寺今町 510・512-1 2/23

GL-1.9 ｍの褐灰色泥砂で中世の遺構面，-2.7 ～
2.9 ｍまで黄灰色シルトの平安の遺物包含層を確
認。発掘調査を指導。

23㎡ 17S639

洛東地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

30 山科本願寺南殿跡 山科区音羽伊勢宿町 32-78 3/5
GL-0.2m で黒褐色シルト，-0.4m で黒褐色シルト，
-0.65m で水成堆積と考えられるオリーブ褐色砂
礫を確認。顕著な遺構・遺物なし。

8㎡ 17S744
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伏見・醍醐地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

31 伏見城跡 伏見区鷹匠町 13-1，36-3，
同区紺屋町 196-13 2/28 GL-1.3 ｍで江戸時代中期～後期の遺構群を検出。 28㎡ 17F613

32 伏見城跡 伏見区桃山町下野 27-1，
27-10 の一部 2/7 近世の伝「松平下野守」邸の虎口を検出。

本文報告 81ページ。 50㎡ 16F684

    
長岡京地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

33 長岡京左京
一条四坊七町跡

伏見区久我石原町 9-16，
南区久世大薮町 560-1，
560-32，560-33，615

2/19
GL-0.25m で長岡京期の柱穴列および弥生時代の
溝を確認。専用道路部分のみ発掘調査を指導。
住宅部分は設計変更にて，地中保存。

91㎡ 17NG500

34
長岡京左京
九条四坊七町・八町跡 伏見区納所星柳　他 2/13

GL-0.73 ～ 1.42 ｍで灰色細砂，-1.10 ～ 1.27 ｍ
で灰白色砂礫～粗砂，-1.79 ～ 1.92 ｍで灰白色
粘質土～粘土を確認。湿地状堆積の一部もしく
は，旧淀城の堀埋土の可能性がある。

16㎡ 17NG499

南桂川地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

35 史跡及び名勝　嵐山 西京区嵐山中尾下町 25 1/29
GL-0.65 ～ 0.81 ｍで灰オリーブ泥砂，-1.0 ｍで
礫混じりオリーブ色泥砂を確認。顕著な遺構・
遺物なし。

14㎡ 29N084

36 史跡及び名勝　嵐山
嵐山谷ヶ辻子町遺跡

西京区嵐山谷ヶ辻子町 7-4，
58-1，59 1/23 GL-0.5 ～ 0.56 ｍで灰オリーブ泥砂，以下埋没

河川を確認。顕著な遺構・遺物なし。 44㎡ 29N087

37 史跡及び名勝　嵐山
嵐山谷ヶ辻子町遺跡 西京区嵐山東海道町 52-1 1/31 GL-0.5 ～ 0.56 ｍで灰オリーブ泥砂，以下埋没

河川を確認。顕著な遺構・遺物なし。 16㎡ 29N091

38 史跡及び名勝　嵐山
嵐山谷ヶ辻子町遺跡

西京区嵐山谷ヶ辻子町 50-
10 1/26 GL-0.6m で黄褐色シルトの地山を確認。地山上

面で平安時代の土坑 1 基を検出。 9㎡ 29N083

39 上久世遺跡 南区久世上久世 251，253-
2，265-1，265-3 1/31 GL-0.8 ～ 1.05 ｍで黄灰色粘土～黄色粘質土を

確認。顕著な遺構・遺物なし。 15㎡ 17S513

40 中久世遺跡 南区久世殿城町 86-5，
86-6，86-7，86-8 3/26 GL-0.9m で旧流路を確認。遺物は希薄。 21㎡ 17S517

41 東山古墳群 西京区大枝北福西町二丁目
300-3

1/15
～ 16

斜面地では GL-1.2 ～ 1.3 ｍでにぶい黄橙色の岩
盤層を確認。平坦地では，GL-0.4 ～ 0.62 ｍで
明赤褐色粘質土～にぶい黄橙色粘質土，浅黄橙
色粘質シルトの地山を確認。顕著な遺構・遺物
なし。

35㎡ 17S665
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Ⅱ　2018 年４～ 12月期（平成 30年度）

平安宮
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

42 大蔵省跡 上京区西中筋町 10，11，12 12/7 GL-0.5 まで盛土，-1.0 ｍまで近世～近代堆積層，
以下 , 地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 5㎡ 18K116

43 右近衛府跡，
鳳瑞遺跡

上京区御前通下立売上る天
満屋町 312

4/4
5/28

～ 6/8

西面大垣内溝を検出。
試掘の延長を指導。本文報告 10ページ。 136㎡ 17K629

44 史跡　平安宮内裏跡，
朝堂院跡，豊楽院跡

上京区千本通下立売下る小
山町 879-2，
中京区聚楽廻東町 35-1

7/11 GL-2.0m まで土取穴。顕著な遺構・遺物なし。 8㎡ 30N008

45 朝堂院跡，聚楽遺跡 上京区竹屋町通千本東入主
税町 1143，1144 12/19 推定龍尾壇付近で整地土を検出。

本文報告７ページ。 17㎡ 18K445

平安京左京
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

46

北辺三坊七・八町，
一条三坊十六町跡，
公家町遺跡，
内膳町遺跡，
新在家構え跡

上京区京都御苑３
4/26 

10/24 
11/20

新規埋設管の管路西側で現代盛土以下，焼土や
炭化物を含む明赤褐色泥砂，にぶい黄褐色泥砂
の下，GL-0.8 ｍで非常に締まった黒褐色シルト，
江戸時代の土師器皿片を含む黄褐色シルトを確
認。本文報告 18ページ。

53㎡ 16H474

47 一条三坊七町跡，
旧二条城跡

上京区室町通出水上る近衛
町 44 10/1 GL-1.9ⅿまで近世～近代堆積層を確認。検出遺

構はすべて江戸時代以降と判断。 5㎡ 18H141

48
一条三坊十五町跡，
新在家構え跡，
旧二条城跡

上京区京都御苑 438-1 8/27 盛土以下，幕末以下の整地層を確認。近世遺物
を多く含む。 31㎡ 18H001

49 二条二坊八町跡，
二条城北遺跡

上京区堀川通丸太町上る上
堀川町 121　他 9/12 GL-1.1 ｍで地山を確認。一部で中世に遡る遺構

を検出。遺存状態は悪い。取り扱い協議中。 49㎡ 18H418

50
二条二坊十町跡，
高陽院跡， 
二条城北遺跡

中京区堀川通丸太町下る七
町目 5，6-1 6/25

GL-1.6m で池に伴う湿地堆積，-0.9 ｍで地山確
認。地山直上で平安時代の土坑等を検出。
発掘調査を指導。

36㎡ 17H679

51 二条三坊十二町跡 中京区烏丸通二条上る蒔絵
屋町 261-1 8/3 GL-2.3 ｍで明黄褐色粘質土の地山を確認。顕著

な遺構・遺物なし。 19㎡ 18H032

52 三条一坊三町跡 中京区西ノ京南聖町 9，
10-5，10-9，12，24-4 7/30

GL-0.6 ～ 0.8 ｍで明黄褐色細砂～砂礫の地山を
確認。地山上面で朱雀大路東側溝と思われる溝
を確認。埋土には近世の遺物を含む。

75㎡ 18H253

53 三条一坊四・五町跡 中京区西ノ京勧学院 20-2，
同区西ノ京南聖町 2-2 6/26

GL-1.1 ｍで平安時代の包含層，-1.3m で地山を
確認。地山上面で平安時代の溝を検出。
発掘調査を指導。

24㎡ 18H189

54 三条二坊二町跡，
堀川御池遺跡

中京区大宮通御池上る市之
町 180-1　他 9/14

盛土直下に近世遺物包含層，GL-0.75m で地山を
確認。地山上面で中世の土坑 1 基を確認したが，
全体的に近世以降の遺構群により削平を受け，
る。遺存状態は悪い。

58㎡  18H427　

55 三条二坊三町跡，
堀川御池遺跡

中京区大宮通御池下る三坊
大宮町 148　他 6/6 GL-1.4 ｍで明黄褐色砂礫の地山を確認。顕著な

遺構・遺物なし。 30㎡ 18H072

56 三条四坊五町跡，
烏丸御池遺跡

中京区堺町通姉小路下る大
阪材木町 700，696-1 7/23 GL-1.5 ～ 2.5m で，平安～桃山時代の遺構面４

面を検出。発掘調査を指導。 51㎡ 18H101

57 三条四坊十三町跡
中京区御幸町姉小路下る下
丸屋町 325，328，330，
322

11/15
GL-2.2m で基盤層である灰黄褐色砂礫層を確認，
その直上で鎌倉時代の土坑を 1 基検出。近世以
降に削平を受ける。遺存状態は悪い。

44㎡ 18H218

58 四条二坊十三町跡 下京区四条通油小路東入る
傘鉾町 50　他 12/6

盛土以下，GL-0.84 ｍで灰色シルト，-1.1 ｍで明
黄褐色の地山を確認。地山上面で土坑等を検出。
発掘調査を指導。

27㎡ 18H214 

59 四条三坊十四町跡 中京区錦小路烏丸東入元法
然寺町 689，687 5/18

平安～江戸時代の遺構を確認。特に平安～室町
時代の遺構が良好に残存。2 ～４面の遺構面を
確認。発掘調査を指導。

54㎡ 18H100

60 四条四坊一町跡，
烏丸御池遺跡

中京区高倉通三条下る丸屋
町 165　他

9/25 
11/21
～ 22

GL-0.75 ｍで平安～江戸時代の遺構面を検出。室
町時代，鎌倉時代の遺構面，柱穴等を確認。
試掘調査の延長を指導。本文報告 27ページ。

13㎡ 18H070
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61 四条四坊七町跡 中京区堺町通六角下る甲屋
町 392　他 6/22 平安～室町時代の遺構が良好に遺存しているこ

とを確認。発掘調査を指導。 35㎡ 18H069

62 五条二坊九町跡，
本禅寺の構え跡

下京区堀川通四条下る四条
堀川町 272-6，272-5，
同区醒ヶ井通四条下る高 
野堂町 405 の一部　他 6 筆

5/28
盛土以下，GL-1.0 ｍで礫混じり黒褐色シルト（整
地土），-1.3 ～ 1.4 ｍで黄灰色砂礫（無遺物層）
に至る。整地土上面で土坑や柱穴を確認。

41㎡ 17H147

63 五条二坊十六町跡 下京区西洞院通四条下る妙
伝寺町 701 11/14

GL-0.9 ｍで河川堆積みられる明黄褐色微砂，以
下，基盤層と考えられる砂礫層を確認。顕著な
遺構・遺物なし。

75㎡ 18H248

64 五条三坊一坊跡，
烏丸綾小路遺跡 下京区妙伝寺町 710　他 11/26

～ 27

GL-0.62 ｍで近世～中世整地層，-1.0 ｍで中世整
地層，1.14 ｍで平安時代後期整地層，-1.3 ｍで
地山を確認。

57㎡ 18H065

65 五条三坊十町跡，
烏丸綾小路遺跡

下京区綾小路烏丸西入童侍
寺町 171

12/10
～ 12

GL-1.4 まで近世包含層，-1.6 ｍまで中世包含層，
以下，平安時代末期の整地層を確認。整地層上
面で室町時代の土坑及び平安～鎌倉時代の土坑
を検出。試掘の延長を指導。

91㎡ 18H043

66 五条三坊十三町跡，
烏丸綾小路遺跡

下京区因幡堂町 717，658-
2 5/21 平安後期～室町時代の遺構面を確認。

発掘調査を指導。 12㎡ 18H082

67 五条三坊十三町跡，
烏丸綾小路遺跡

下京区東洞院通高辻下る灯
籠町 562　他 6/5

GL-1.9 ～ 2.3 ｍで地山を確認。地山上面で，東
洞院大路西側溝及び東洞院大路西築地内溝と考
えられる遺構を検出。本文報告 37ページ。

22㎡ 18H068

68 五条四坊十三町跡 下京区麩屋町通高辻下る鍵
屋町 221-2　他

8/23
～ 24

GL-1.9 ～ 2.2 ｍまで近世撹乱，以下，砂礫層を
確認。GL-1.6 ｍで平安時代後期の土坑を検出。 59㎡ 18H071

69 五条四坊十六町跡，
寺町旧域

下京区寺町通四条下る貞安
前之町 620 8/31

GL-0.5 ｍで近世焼土，-0.7 ｍで近世整地層，
-0.9 ｍで中世末～近世盛土，-1.12 ｍで中世整地
層，-1.14 ～ 1.3 ｍで平安時代後期～中世整地層，
以下，河川堆積を確認。

48㎡ 18H357

70 六条二坊十町跡，
烏丸綾小路遺跡

下京区五条油小路西入北側
小泉町 87，89，90，94 12/3 GL-0.65 ｍで地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 27㎡ 18H590

71 六条四坊二町跡

下京区五条通東洞院東入万
寿寺町 140-2 他，
同区間之町通五条上る朝妻
町 115　他

11/21
GL-1.3 ｍの灰オリーブ粘質土上面で，近世前期
～後期の遺構を検出。GL-1.5 ｍで灰色砂礫の地
山を確認。

40㎡ 18H119

72 七条四坊七町跡，
寺町旧域

下京区高倉通花屋町下る若
松町 434-1，435-1，435-
2，438-1， 
同区富小路通花屋町下る唐
物町 437，438-1，459-3

5/24
～ 25

GL-1.78 ｍで桃山期～江戸時代末の包含層及び遺
構面を確認。地山上面において桃山期の土坑を
１基検出。

85㎡ 17H854

73 八条一坊一町跡 下京区観喜寺町 13　他 11/28
～ 29

GL-1.5 ～ 1.8 ｍで地山を確認。顕著な遺構・遺
物なし。 223㎡ 18H124

74 八条一坊十二町跡 南区八条町 471-5　他 10/29
～ 30

敷地西半で，GL-0.45 ｍで整地層，-0.6 ｍで地山
を確認。整地層上面で溝・土坑を検出。
取扱い協議中。

62㎡ 18H537

75 八条二坊一町跡，
東市跡

下京区大宮通木津屋橋上る
上之町 416，416-2 の一部 8/10

GL-1.3 ～ 1.6 ｍで灰色～オリーブ黄色細砂砂礫
の地山を確認。調査区西端の地山上面で大宮大
路東側溝と考えられる南北方向溝を検出。
本文報告 40ページ。

19㎡ 18H103

76 八条三坊八町跡，
東本願寺前古墓群

下京区七条新町東入西境町
146 4/16

GL-0.55m で中世の遺構面，-1.1m で鎌倉時代の
遺構面，-1.3m で地山を確認。七条大路の内溝
と考えられる溝を検出。発掘調査を指導。

63㎡ 17H596

77 八条四坊十二町跡 下京区東之町　他　地内 7/18 GL-1.8 ～ 2.87 ｍまで河川氾濫堆積を確認。顕著
な遺構・遺物なし。 50㎡ 17H518

78 九条一坊三町跡 南区八条内田町 65，65-7 12/18
盛土以下，GL-0.4 ｍまで近世～近代堆積層，
-0.5 ｍまで近世包含層，以下，地山及び埋没流
路を確認。

27㎡ 18H180

79 九条三坊八町跡，
烏丸町遺跡 南区東九条室町 55 4/5 盛土以下，GL-0.8 ｍで湿地堆積，-1.1 ｍでオリー

ブ黄色砂礫の地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 25㎡ 17H477

80 九条四坊一町跡，
烏丸町遺跡 南区東九条東山王町 14-1 5/28 平安末期～鎌倉時代の東洞院大路東側側溝を検

出。本文報告 42ページ。 20㎡ 17H120
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81 九条四坊一町跡 南区東九条東山王町 21-4，
22-1，23 4/10 近代盛土以下，自然流路を確認。顕著な遺構・

遺物なし。 15㎡ 17H565

82 九条四坊五町跡，
烏丸町遺跡

南区東九条上御霊町 15-1　
他 8/28 GL-0.27 ～ 2.34 ｍまで河川堆積。顕著な遺構・

遺物なし。 54㎡ 18H120

平安京右京
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

83 北辺三坊六町跡 北区大将軍坂田町 21-17 9/18
現代耕土以下，GL-0.9 ｍでにぶい黄褐色泥砂の
中世包含層，-1.1 ｍで褐色泥砂，-1.2 ｍで微砂
混じり褐色泥砂の地山を確認。

58㎡ 18H144

84 一条二坊十一町跡 中京区西ノ京中保町 81-1 10/4
調査地南側では，地山上面で近世以降の遺構を
確認。北側では，室町時代以前，室町時代，江
戸時代の遺構面３面を確認。発掘調査を指導。

40㎡ 18H492

85 一条二坊十一町跡 中京区西ノ京中保町 81-1 9/7

GL-0.9 ～ 1.2 ｍまで近世包含層，以下，褐灰色
砂礫混じり粘質土やにぶい黄橙色粘質土の無遺
物層を確認。GL-2.4 ｍまで浅黄色粘質土と明黄
褐色砂礫の互層となる。

56㎡ 18H433

86 一条二坊十四町跡，
御土居跡 中京区西ノ京北円町　地内 8/22

GL-0.1 ～ 1.0 ｍに砂礫と粘土から成る御土居の
構築土を複数確認。
本文報告 44ページ。

12㎡ 18H385

87 二坊三坊十一町跡 中京区西ノ京小堀池町
10-1，10-2 9/3 GL-1.2 ～ 1.5 ｍで粘性の強い黄色砂質土の地山

を確認。顕著な遺構・遺物なし。 50㎡ 18H038

88 二条四坊五町跡 右京区太秦安井柳通町 9-4
の一部　他 11/19

GL-1.46 ｍで河川堆積である黄褐色細砂礫，
-1.74 ｍで明黄褐色泥砂の基盤層を確認。顕著な
遺構・遺物なし。

17㎡ 18H544

89 二条大路跡
右京区西ノ京藤ノ木町 12-5
他，
同区西ノ京月輪町 1-1

8/1 GL-1.0 ｍで黄橙色粘質シルトの地山を確認。顕
著な遺構・遺物なし。 35㎡ 18H266

90 二条四坊十五町跡 右京区太秦安井北御所町 15 9/5
GL-0.4 ｍで黒色粘質土，-0.6 ｍでにぶい黄橙色
粘質土の基盤層を確認。基盤層上面で行い，柱
穴を１基検出。

10㎡ 18H399

91 三条三坊十二町跡，
西ノ京遺跡

中京区西ノ京桑原町 67，
右京区西院金槌町 15-4，
15-6

4/27 GL-3.47m でにぶい黄橙色シルトの地山を確認。
顕著な遺構・遺物なし。 67㎡ 17H634

92 四条一坊二町跡
中京区壬生天池町 21 の一
部，21-4 の一部，21-6，
同区壬生花井町 1，1-6

9/10
GL-0.61m で近世耕作土，-0.71m で黒褐色粗砂，
-0.78m で明黄褐色砂礫を確認。顕著な遺構・遺
物なし。

23㎡ 18H364

93 四条一坊十四町跡，
壬生遺跡 中京区壬生森町 65 7/26 GL-0.7m 以下で河川堆積を確認。顕著な遺構・

遺物なし。 24㎡ 18H194

94 四条一坊六町跡 中京区壬生花井町 3 の一部，
3-3，3-4 8/20

GL-1.33m まで近代撹乱，以下 -1.96 ｍまで灰色
シルト，砂礫，水成堆積層を確認。顕著な遺構・
遺物なし。

10㎡ 17H530

95 四条三坊十・十一町跡， 
西ノ京遺跡 右京区西院春栄町 39 他 10/17

～ 18

盛土以下 ,GL-0.9 ｍで黄色シルト～泥砂の地山を
確認。地山上面で土坑・ピット，四条坊門小路
の南側溝と考えられる溝を確認。
発掘調査を指導。

75㎡ 18H482

96 五条三坊十四町跡・
西京極遺跡 右京区西院日照町 105 8/17

GL-0.8m で中世包含層，-0.9 ｍで古墳時代以降
包含層，-1.15 ｍで地山を確認。地山上面で方形
周溝墓，溝を検出。

40㎡ 18H048

97 六条一坊四町跡 下京区中堂寺南町 131 他

4/3
4/24
5/8

5/29

旧耕作土以下，GL-0.8 ｍで土取り穴の埋土であ
る灰色砂泥，-1.0 ｍで黄褐色シルトの地山を確
認。顕著な遺構・遺物なし。

126㎡ 17H756

98 六条二坊八町跡 中京区壬生東高田町 1-15，
1-20

6/11
～ 12

盛土直下 GL-0.7m で黄褐色シルトの地山を確認。
顕著な遺構・遺物なし。 13㎡ 17H467

99
六条二坊九町・十・
十五・十六町跡，
西院遺跡

右京区西院高田町 5，27 12/20
12/28

GL-1.75m でにぶい黄褐色砂礫の地山を確認。顕
著な遺構・遺物なし。 104㎡ 18H186
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番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

100 六条三坊十一町跡 右京区西院西溝崎町 1，2，3，
13

7/12
～ 13

GL-0.2 ～ 0.5 ｍで黄褐色粘質土の地山を確認。
地山上面で行い，恵止利小路の東側溝および中
世耕作溝を検出。

90㎡ 18H290

101 六条四坊八町跡，
西京極遺跡 右京区西院月双町 57，58-1 10/9

～ 10

近世包含層以下，GL-1.7m で灰色シルトの時期
不明遺物包含層，-1.9 ｍで灰色粘土の湿地状堆
積，-2.0 ｍで暗オリーブ灰色粘土を確認。顕著
な遺構・遺物なし。

51㎡ 18H421

102 七条一坊四町跡
（朱雀大路） 下京区朱雀正会町 1-9　他 5/2

旧耕土以下，GL- 1.7 ｍでにぶい黄色泥砂，-1.87
ｍで時期不明遺物包含層，-2.71 ｍで黄褐色砂礫，
-2.42 ｍで灰色シルト，-2.59 ｍで地山を確認。

103㎡ 18H059

103 七条一坊四町跡
（朱雀大路） 下京区朱雀正会町 3-12　他 5/2

GL-2.1 ～ 2.6 ｍで褐色砂礫の地山を確認。一部
流路堆積内に土師器片を含むが，遺構密度は 
希薄。

31㎡ 17H635

104 七条一坊四町跡，
堂ノ口町遺跡

下京区朱雀正会町 1-30，
同区朱雀堂ノ口町 20-4 7/9

GL-0.7 ｍで灰オリーブ色粘質シルトの整地 
土を確認。その上面で室町時代土坑や落込み状
の遺構を検出。発掘調査を指導。

62㎡ 18H102

105 七条一坊十一町跡 下京区西七条御領町 94 6/29 GL-0.7m で褐色シルトの地山を確認。顕著な遺
構・遺物なし。 37㎡ 18H074

106
七条二坊七町跡，
西市跡， 
衣田町遺跡

下京区西七条石ヶ坪町 16，
18-1 6/20

盛土以下，GL-0.5 ｍで黄橙色粘質シルトの平安
時代整地土，-0.6 ｍで明黄褐色粘質土の地山を
確認。以下，流路埋土を確認。本文報告55ページ。

105㎡ 18H108

107 八条一坊一町跡 下京区朱雀内畑町 7-3，
7-4，40

8/8 
8/27

GL-1.6 ～ 1.9 ｍで褐色砂礫の地山を確認。顕著
な遺構・遺物なし。 24㎡ 18H376

108 八条四坊一町跡 右京区西京極佃田町 5，
5-1，2，3 4/12

現代耕土以下，GL-1.1 ｍで中近世耕土，-1.6 ｍ
で黄褐色シルト～細砂，以下 -2.5 ｍまで自然流
路堆積を確認。顕著な遺構・遺物なし。

85㎡ 17H482

109 八条四坊八町跡 右京区西京極前田町 5-1，
5-2，5-8，,5-11 12/17

盛土以下，GL-0.85 ｍまで近世耕作土，-1.0 ｍ
まで中世耕作土，-1.2 ｍまで時期不明包含層，
以下，-1.5 ｍまで埋没流路を確認。

4㎡ 18H592

110 九条一坊十六町跡，
西寺跡，唐橋遺跡 南区唐橋門脇町 17-7 10/5 GL-1.6 ｍでやや黒みがかった褐灰色細砂の無遺

物層を確認。顕著な遺構・遺物なし。 8㎡ 18H494

111 九条一坊十六町跡，
西寺跡，唐橋遺跡 南区唐橋門脇町 8-2 の一部 10/11 GL-1.64 ｍまで盛土のみ。顕著な遺構・遺物なし。 8㎡ 18H051

112 九条二坊四・五町跡，
唐橋遺跡 南区唐橋大宮尻町 22 12/10 

～ 14

盛土以下，GL-0.62 ｍで旧耕作土，-0.84 ｍで床
土，-1.0 ｍで明黄褐色礫混じり泥砂（地山）を
確認。顕著な遺構・遺物なし。

126㎡ 17H809

太秦地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

113 円宗寺跡 右京区御室芝橋町 1-4，30-
４，3，1-3，1-22 9/11 GL-0.5m で黄橙色粘質土の地山を確認。その上

面で近世の東西溝を 1 条検出。 48㎡ 18S397

114 常盤柏ノ木古墳群 右京区常盤柏ノ木町 2-2 の
一部 6/15 旧耕作土以下，GL-0.65m で褐色砂礫，-1.5m で

オリーブ褐色砂礫を確認。顕著な遺構・遺物なし。 41㎡ 17S698

115 太秦馬塚町遺跡 右京区太秦中筋町 12-8，
12-9 8/6

盛土以下，GL-0.4 ｍまで黒褐色細砂混じりシル
ト（包含層または客土），-0.65 ｍまで黒色粘土
質シルト，以下，オリーブ黄色細砂混じりシル
トの地山を確認。地山上面において複数条の溝
と２基の土坑，ピットを検出。

43㎡ 18S337

116 一ノ井遺跡 右京区太秦一ノ井町 24-1 4/18
～ 19

盛土以下，GL-1.1 ｍまで拳大の礫を含む中世包
含層，以下，地山を確認した。地山上面で飛鳥
～奈良時代の溝を検出。本文報告 58ページ。

74㎡ 17S616
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洛北地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

117 大深町須恵器窯跡 北区西賀茂南今原町 104 10/22
近代堆積層以下，GL-0.54 ～ 0.79 ｍで明黄褐色
砂礫混じり粘質土及び明黄褐色の岩盤の地山を
確認。顕著な遺構・遺物なし。

25㎡ 18S107

118 鎮守庵瓦窯跡 北区西賀茂北鎮守菴町 135 12/14 GL-0.75m で地山を確認。地山上面で焼土・炭混
じりの土坑を検出。 26㎡ 18S178

119 御土居跡 北区大宮西脇台町　他
地内

5/14
～ 15 
6/14

KBM+1.78 ｍで御土居土塁，KBM-1.25 ｍで土塁
もしくは堀埋土，KBM-1.68 ｍで内溝等を検出。
本文報告 44ページ。

43㎡ 17S757

120 植物園北遺跡 北区上賀茂池端町 22，28
の各一部 12/6

盛土以下，GL-0.4m で暗褐色シルト，-0.55 ｍで
黒色泥砂，-0.9 ｍで地山砂礫層を確認。顕著な
遺構・遺物なし。

39㎡ 18S647

121 植物園北遺跡 左京区下鴨南芝町 30-1 8/9

盛土以下，GL-0.5 ｍまで旧耕作土，-0.6 ｍまで
暗灰黄色シルト，-0.7 ｍまで暗灰黄色粗砂混じ
り粘土質シルト（古墳時代後期包含層），-0.95
ｍまで黒褐色微砂混じりシルト，以下，褐色細
砂混じり粘土質シルトの地山を確認。古墳時代
包含層除去面で，竪穴建物と考えられる遺構を
検出。発掘調査を指導。

43㎡ 18S272

122 史跡　賀茂御祖神社
境内（下鴨神社） 左京区下鴨泉川町 59

4/12
～

10/29

各調査区において，西参道・旧参道の路面，築
地基底部，河合大路両側溝等を確認。
本文報告 63ページ。

68㎡ 29N114

123 史跡　御土居 北区紫野西土居町 1-40，
1-97 11/12 GL-0.4 ｍで地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 12㎡ 30N027

124 北野天満宮 上京区馬喰町 931　他 8/14 GL-0.35m で近世包含層，-0.55 ｍで灰黄褐色砂
泥の地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 5㎡ 18S284

125 上京遺跡

上京区元誓願寺通油小路西
入仲之町 463-2，
同区東堀川通今出川下る東
入西今町 386，
同区小川通今出川下る西入
東今町 381

10/12
GL-0.6 ｍで近世整地層，-0.9 ｍで中世整地層，
-1.2 ｍ以下で地山を確認。各面で成立する土坑
を検出。ただし，残存状態は悪い。

26㎡ 18S162

126 上京遺跡

上京区今出川通室町西入堀
出シ町 288，290-1，-2，
291-1，-2，292，293 の
一部

10/23
現代撹乱以下，GL-0.2 ｍで整地土層と火災処理
層の互層，-1.5 ｍで暗灰黄色砂礫の地山を確認。
顕著な遺構・遺物なし。

32㎡ 18S497

127 北野廃寺 北区北野下白梅町 56 8/15
盛土以下，GL-0.6m まで平安時代包含層，-1.0
ｍまで瓦を含む奈良時代包含層，以下，地山を
確認。地山上面でピットを検出。発掘調査を指導。

26㎡ 18S007

北白川地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

128 如意寺跡 左京区鹿ケ谷桜谷町 1-1 4/9 和中庵にともなう庭の石組遺構を確認。 15㎡ 17S672

129 得長寿院跡，白河街
区跡，岡崎遺跡 左京区岡崎徳成町５ 8/13

GL-0.8 ｍで灰黄褐色泥砂の平安時代包含層，
-0.9 ｍで暗褐色砂礫の地山を確認。地山直上で
土坑を検出。発掘調査を指導。

9㎡ 18R254

洛東地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

130 御土居跡，寺町旧域

中京区河原町通三条上る恵
比須町 434-1，
同区三条通寺町東入石橋町
23-2 他

9/10 GL-0.5 ｍ以下，江戸時代の遺構面が連続，-1.0
ｍで無遺物層，-1.2 ｍで氾濫堆積層を確認。 24㎡ 18S029

131 六波羅蜜寺境内，
六波羅政庁跡

東山区五条通大和大路上る
東 10/3 GL-1.43 ～ 2.1 ｍまで攪乱により削平。顕著な

遺構・遺物なし。 8㎡ 18S121

132 音羽・五条坂窯跡
（道仙窯）

東山区五条坂東四丁目 448-
3 6/14

表土直下において現存する窯の前庭部石積の裏
込めを確認。一部で焼面を検出。付近に現存の
窯以前の窯が存在する可能性がある。
協議の結果，窯は現地保存。

3㎡ 18S131



－98－

番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

133 六波羅政庁跡，
音羽・五条坂窯跡

東山区五条橋東四丁目
450-1 他

10/15 
～ 16

GL-0.4m 以下で平安後期～室町時代の遺構面を
３面確認。発掘調査を指導。 113㎡ 18S160

134 音羽・五条坂窯跡 東山区五条橋東六丁目遊行
前町 556 12/13 盛土以下，GL-0.05 ｍで黄褐色砂泥の地山を確

認。便所甕・がいし廃棄土坑を検出。 55㎡ 18S341

135 法住寺殿跡 東山区三十三間堂廻 657　
他 6/8 GL-0.78 ｍまで近現代盛土を確認。 10㎡ 18S017

136 安祥寺下寺跡 山科区御陵平林町 1-49 7/4 GL-0.9m で褐色シルトの地山を確認。顕著な遺
構・遺物なし。 7㎡ 18S268

137 安祥寺下寺跡 山科区御陵平林町 1-49 7/4 GL-0.7m で褐色シルトの地山を確認。顕著な遺
構・遺物なし。 11㎡ 18S267

138
山科本願寺跡

（寺内町遺跡），
左義長町遺跡

山科区西野離宮町 39，
44-1 6/27 現代耕土以下，GL-1.2 ～ 2.0 ｍで河川氾濫堆積

を確認。顕著な遺構・遺物なし。 74㎡ 18S219

139 中臣遺跡 山科区東野森野町 45-1 8/21 GL-0.7 ｍで遺構面を検出。遺構面を地中保存。 55㎡ 18N085

140 中臣遺跡 山科区東野舞台町 93-1 5/1 GL-1.4 ｍ前後で褐色砂礫の地山を確認。顕著な
遺構・遺物なし。 6㎡ 18N018

141 中臣遺跡 山科区勧修寺西栗栖野町
270 4/23 GL-0.25m で明黄褐色シルトの地山を確認。顕著

な遺構・遺物なし。 23㎡ 18N054

142 中臣遺跡 山科区椥辻番所ヶ口町 188，
189 11/8

盛土以下，GL-2.35 ｍまで暗褐色～黒褐色微砂
混じりシルトの古墳時代後期包含層，以下地山
を確認。地山上面で古墳時代後期の溝，ピット，
土坑を検出。遺構面を地中保存。
本文報告 69ページ。

15㎡ 18N289

143 中臣遺跡 山科区勧修寺東金ヶ崎町 6，
13 6/13 GL-1.9 ｍで遺構面と考えられる褐色砂礫を確認。

遺構面を地中保存。 34㎡ 18N079

伏見・醍醐地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

144 がんせんどう廃寺 伏見区深草谷口町 111-20 5/11 GL-0.7 ｍで地山を確認。顕著な遺構・遺物なし。 11㎡ 17S813

145 伏見城跡 伏見区桃山町下野 27-1，
27-10 の一部

5/31，
6/7 ～

11

近世の伝下野守邸の虎口を検出。本文報告81ペー
ジ。 40㎡ 16F684

146 伏見城跡，
木幡の関跡

伏見区桃山紅雪町 91-1，
138，139 11/9 GL-3.0 ｍまで現代盛土を確認。伏見城期の遺構

面は未確認。 9㎡ 18F536

147 史跡　醍醐寺境内
伏見区醍醐醍醐山町国有無
番地（醍醐山国有林 31・
33 林班）

4/25 GL-0.25m にて黄色礫混じり砂泥の地山を確認。
顕著な遺構・遺物なし。 16㎡ 29N056

148 向島城跡
伏見区向島二ノ丸町９の一
部，6-1 の一部，7-1 の一部，
4-4 の一部

6/18 盛土以下，湿地堆積及び河川堆積の細砂礫を確
認。顕著な遺構・遺物なし。 52㎡ 18S022

鳥羽地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

149 鳥羽離宮跡 伏見区竹田田中宮町 43，44 4/13 GL-0.7 ｍで上部土壌化した灰色細砂，以下 -1.8
ｍまで水成堆積を確認。土坑１基検出。 57㎡ 18T009

150 富ノ森城跡 伏見区横大路西海道　地内 11/6
～ 7

現代耕土以下，GL-0.3 ｍまで暗灰黄色細砂混じ
り粘土質シルト，-0.8 ｍまで暗灰黄色微砂混じ
り粘土質シルト，-1.2 ｍまで黒褐色微砂混じり
粘土質シルトの中世包含層，以下，-3.2 ｍまで
灰色微砂混じり粘土質シルトを確認。中世包含
層除去面で，微高地を検出した。

142㎡ 17S747

151 淀城跡 伏見区淀木津町 186-1 7/5 GL-0.75 ～ 1m で淀城に伴う造成土と近世後半の
遺構を検出。 38㎡ 18S252
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長岡京地区（NG）
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

152
長岡京北辺
三坊二町跡，
東院跡

南区久世殿城町 309-1，
309-2，310-1，310-2，
311-3

9/28 GL-1.45 ｍまで耕土・床土，-1.85 ｍでオリーブ
黄色シルトを確認。顕著な遺構・遺物なし。 41㎡ 18NG275

153
長岡京左京
一条三坊十・十一町跡，
一条条間大路跡

南区久世東土川町 17-1
他 6 筆

5/9
～ 10

GL-0.5 ～ 1.0 ｍで地山を確認。地山上面で弥生
時代と長岡京期の遺構を確認。発掘調査を指導。 121㎡ 18NG053

154
長岡京左京
四条二坊十六町跡，
芝ヶ本遺跡

伏見区羽束師菱川町 423，
427

10/25 
～ 26

現代耕土以下，GL-0.19 ｍでにぶい黄橙色粘質
土の中世包含層，-0.29 ｍで明黄褐色粘質土の地
山を確認。顕著な遺構・遺物なし。

84㎡ 18NG406

155 長岡京左京
五条二坊十五町跡 伏見区羽束師菱川町 366-1 5/21 調査区北端部において，長岡京期の包含層 

と遺構面を検出。 46㎡ 18NG042

156 長岡京左京
五条三坊一町跡

伏見区羽束師菱川 262-20
他 9/20

現代耕土以下，GL-0.5 ｍでマンガンを含むにぶ
い黄色シルト ,-0.7m で暗灰黄色砂礫の洪水堆積，
-0.9 ｍでオリーブ褐色砂泥の地山を確認。-1.2
ｍまで灰色シルトの湿地堆積が連続。顕著な遺
構・遺物なし。

22㎡ 17NG845

157 長岡京左京
六条四坊八町・九町跡

伏見区羽束師古川町 139-2
の一部　他 11 筆

5/16
～ 17

現代耕土以下，GL-0.86 ｍで明褐色砂泥の床土，
-0.93 ｍで明黄褐色シルト，-1.1 ｍで黄褐色砂，
-1.17 ｍで明黄褐色シルト，-1.71 ｍで明黄褐色
シルト，-1.92 ｍで灰色シルトの湿地堆積を確認。
顕著な遺構・遺物なし。

85㎡ 18NG113

158 長岡京左京
七条四坊二町跡

伏見区淀樋爪町 197-7，
202-2 7/20

GL-0.5 ｍで鉄分を含む黄色シルト，-0.7 ｍでオ
リーブ黄色シルト，-1.0 ｍで緑灰色粘土を確認。
顕著な遺構・遺物なし。

50㎡ 18NG024

159
長岡京右京
北辺四坊十六町跡，
上里北ノ町遺跡

西京区大原野上里北ノ町他
地内

5/30
～ 

6/1

GL-0.74 ｍでオリーブ色砂泥，-1.0 ｍで明黄褐
色砂泥，-1.12 ｍで灰オリーブ色砂泥，-1.46 ｍ
で黄色シルト，-1.96 ｍで明黄褐色礫混じり泥砂
を確認。顕著な遺構・遺物なし。

34㎡ 18NG027

南桂川地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

160 史跡及び名勝　嵐山，
嵐山谷ヶ辻子町遺跡 西京区嵐山谷ヶ辻子町 26-4 12/6 GL-0.3 ｍで遺物包含層を確認。顕著な遺構・遺

物なし。 14㎡ 30N021

161 上久世遺跡 南区久世上久世町 81 8/8 GL-0.75 ｍで古墳時代前期遺構面を検出。埋没
流路が大半を占めるため，遺構自体は希薄。 38㎡ 18S109

162 中久世遺跡 南区久世中久世町２-103 12/25
～ 26

GL-0.9m 以下で湿地状堆積を確認。顕著な遺構・
遺物なし。 52㎡ 18S196

163 中久世遺跡 南区久世殿城町 70 10/19 GL-0.65 ｍで地山を確認。地山上面で弥生時代
と中世遺構群を確認。発掘調査を指導。 22㎡ 18S519

164 大藪遺跡 南区久世築山町 103-1,104-
1,105-1,106-1,597 4/20 GL-0.5 ｍで溝を一条，-0.75m で土坑状の断 

面を確認。顕著な遺構・遺物なし。 100㎡ 17S712

165 大藪遺跡，
下久世構跡

南区久世殿城町 526-1 の一
部

7/2
7/27

GL-0.65 ｍで地山を確認。この上面で弥生時代
と中世の遺構群を検出。発掘調査を指導。 109㎡ 18S203

166 福西古墳群 西京区大枝東長町１-41,1-
42,1-430,1-434 9/26 道路部は GL-0.38 ｍまで耕土，平坦面は -3 ｍ以

下まで現代盛土を確認。顕著な遺構・遺物なし。 35㎡ 18S437

167 上里北ノ町遺跡 西京区大原野上里北ノ町他　
地内 7/17

GL-1.14 ｍまで竹林盛土，-1.74 ｍまでにぶい黄
橙色シルト，-2.3 ｍまで灰色シルトの湿地状堆
積を確認。顕著な遺構・遺物なし。

10㎡ 18S259



－100－

京北地区
番号 遺　跡　名 所　在　地 調査日 調査概要 面積 京都市番号

168 鳥谷古墳群 右京区京北下中町鳥谷
6-16，6-25，6-26

11/1
～ 2

現代造成土以下，地山を確認。本来の地形は造
成の際に大きく改変されていることを確認。顕
著な遺構・遺物なし。

56㎡ 18S500

169 塔遺跡 右京区京北塔町郷蔵前 42-1
他 7/11 盛土以下，GL-1.1 ｍで灰褐色～黒褐色の粘土質

シルトを確認。顕著な遺構・遺物なし。 20㎡ 18S250



図　　版



凡　　例
□　平成30年１月～	３月（平成29年度）　試掘調査地点

■　平成30年４月～12月（平成30年度）　試掘調査地点
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図版１　平安宮



図版２　平安京左京北辺～三条一・二坊



6

図版３　平安京左京北辺～三条三・四坊



図版４　平安京左京四～六条一・二坊



図版５　平安京左京四～六条三・四坊



7

図版６　平安京左京七～九条一・二坊



図版７　平安京左京七～九条三・四坊



図版８　平安京右京北辺～三条三坊・四坊



図版９　平安京右京北辺～三条一・二坊



図版10　平安京右京四～六条三・四坊



図版11　平安京右京四～六条一・二坊



12

図版12　平安京右京七～九条三・四坊



11

図版13　平安京右京七～九条一・二坊
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図版14　太秦地区（１）
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図版15　太秦地区（２）
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図版16　洛北地区（１）
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図版17　洛北地区・北白川地区
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図版19　洛東地区（２）



鳥羽遺跡

市
指
定
藤
森
神
社

文
化
財
環
境
保
全
地
区

伏 見 城 跡 

桃山古墳群（永井久太郎古墳）

泰長老遺跡

図版20　伏見・醍醐地区（１）



市
指
定
藤
森
神
社

文
化
財
環
境
保
全
地
区

鐙ヶ谷古墳

金森出雲遺跡

桃陵遺跡

奉行前町古墳
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１　がんせんどう廃寺

２　向島城跡

図版22　伏見・醍醐地区（３）

３　史跡醍醐寺境内



芹川城跡

図版23　鳥羽地区



長岡京跡

図版24　南桂川地区・長岡京地区（１）



長黒遺跡

図版25　南桂川地区・長岡京地区
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市登録史跡福西古墳７号及び
10号墳附縄文時代包含層

図版26　南桂川地区・長岡京地区（３）



図版27　南桂川地区・長岡京地区（４）



10

11

4
3

3
4

6

2
1

58

1

2

塔城

１　鳥谷古墳群
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図版28　京北地区



図版29　Ⅱ-１・Ⅱ-2　平安宮跡　遺構

１　朝堂院跡遺構面検出状況（南西から）

２　右近衛府跡調査区全景（南東から）



１　12区築地基底部および石組溝（東から）

図版30　Ⅲ－１　平安京跡，公家町遺跡ほか　遺構

２　17区築地基底部および石組溝（北東から）

４　17区築地基底部および石組溝（北西から）３　12区築地基底部および石組溝（南東から）

６　15区東壁（西から）５　11区南北溝（北から）



図版31　Ⅳ－４　中臣遺跡　遺構（１）

４　第３区全景（東から）

１　第２区全景（西から）

２　第３区遺構検出状況（南から） ３　第３区全景（西から）



２　第５区遺構検出状況（南西から）

１　第５区東半部全景（北西から）

図版32　Ⅳ－４　中臣遺跡　遺構（２）



１　第５区遺構検出状況（北から）

２　第６－１区全景（東から）３　第６－３区全景（南東から）

４　第６－７区全景（南東から） ５　第６－８区全景（南東から）

６　第６－９区全景（南東から） ７　第６－10区全景（南東から）

図版33　Ⅳ－４　中臣遺跡　遺構（３）



２　第７区竪穴7-20検出状況（北西から）

図版34　Ⅳ－４　中臣遺跡　遺構（４）

１　第７区全景（北東から）



２　第７－３区全景（北から）

１　第７－２区全景（北から）

図版35　Ⅳ－４　中臣遺跡　遺構（５）



１　第７－４区全景（北から）

２　第７－５区全景（北から）

図版36　Ⅳ－４　中臣遺跡　遺構（６）



１　石垣検出状況（西から）

２　石畳検出状況（西から）

図版37　Ⅳ－５　伏見城跡　遺構（１）



１　階段検出状況（南西から）

２　階段検出状況（南東から）

図版38　Ⅳ－５　伏見城跡　遺構（２）
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コード
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市町村 遺跡番号

平
へいあんきゅう

安宮
朝
ちょうどういんあと

堂院跡，
聚
じゅらくいせき

楽遺跡

京
きょうとしかみぎょうく

都市上京区
竹
たけやまちどおりせんぼんひがしいる

屋町通千本東入
主
しゅぜいちょう

税町 1143，1144
26100

１
237

35 度
01 分
04秒

135 度
44 分
35秒

2018/12/12 24
共同住宅
建設

平
へいあんきゅう

安宮
右
う こ の え ふ あ と

近衛府跡，
鳳
ほうずいいせき

瑞遺跡

京
きょうとしかみぎょうく

都市上京区
御
おんまえどおりしもたちうりあが　

前通下立売上る
天
てんまやちょう

満屋町 312
26100 １

35 度
01分
14秒

135 度
44 分
10秒

2018/4/4
5/28 ～ 6/8

136
福祉施設
建設

平
へいあんきょうさきょうほくへん

安京左京北辺
三
さんぼうななちょう

坊七町・八
はっちょうあと

町跡，
一
いちじょうさんぼうじゅうろくちょうあと

条三坊十六町跡，
公
く げ ま ち い せ き

家町遺跡，
内
ないぜんちょういせき

膳町遺跡，
新
しんざいけかま

在家構え跡
あと

京
きょうとしかみぎょうく

都市上京区
京
きょうとぎょえん

都御苑３
26100

２
240
241
244

35 度
01 分
23秒

135 度
45 分
34秒

2017/7/7
～

2018/11/20
87

御苑内
整備

平
へいあんきょうさきょういちじょう

安京左京一条
三
さんぼうしゅうごちょう

坊十五町跡，
新
しんざいけかま

在家構え跡
あと

，
旧
きゅうにじょうじょうあと

二条城跡

京
きょうとしかみぎょうく

都市上京区
京
きょうとぎょえん

都御苑 13
26100

２
243
244

35 度
01 分
20秒

135 度
45 分
35秒

2017/12/28 11
警察施設
改修

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安宮
右近衛府跡，
鳳瑞遺跡

宮殿跡
集落跡

江戸時代 溝，土坑，竈
土師器，須恵器，
陶磁器，瓦

平安宮
朝堂院跡，
聚楽遺跡

宮殿跡
集落跡

平安時代
江戸時代

土坑，整地跡，
溝

土師器，瓦，緑釉瓦
龍尾壇推定範囲で整
地層と土坑を検出。

平安京左京北辺
三坊七町・八町跡，
一条三坊十六町跡，
公家町遺跡，
内膳町遺跡，
新在家構え跡

都城跡
邸宅跡
平城跡
散布地

江戸時代
築地基礎，
石組溝

土師器，陶磁器
公家町内の区画施設
を検出。

平安京左京一条
三坊十五町跡，
新在家構え跡，
旧二条城跡

都城跡
平城跡 江戸時代 築地基礎 土師器，瓦質土器 庭田殿邸南築地（？）

を検出。
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所
ふ り が な

収 遺 跡 名 所
ふ り が な

在 地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

平
へいあんきょうさきょうしじょう

安京左京四条
四
しぼういっちょうあと

坊一町跡，
烏
からすまおいけいせき

丸御池遺跡

京
きょうとしなかぎょうく

都市中京区
高
たかくらどおりさんじょうさが

倉通三条下る
丸
まるやちょう

屋町 165 他
26100

２
464

35 度
00 分
28秒

135 度
45 分
43秒

2018/9/25
11/21 ～ 22

13
ホテル
建設

平
へいあんきょうさきょうごじょう

安京左京五条
三
さんぼうじゅうさんちょうあと

坊十三町跡，
烏
からすまあやのこうじいせき

丸綾小路遺跡

京
きょうとししもぎょうく

都市下京区

東
ひがしのとういんどおりたかつじさが

洞院通高辻下る

灯
とうろうちょう

籠町 562 ほか

26100
１
712

34 度
59 分
58秒

135 度
45 分
40秒

2018/6/5 22
ホテル
建設

平
へいあんきょうさきょうはちじょう

安京左京八条

二
にぼういっちょうあと

坊一町跡，

東
ひがしのいちのあと

市 跡

京
きょうとししもぎょうく

都市下京区

大
おおみやどおりきづやばしあが

宮通木津屋橋上る

上
かみのまち

之町 416,416-2 の一
いち ぶ

部

26100
１
718

34 度
59 分
18秒

135 度
44 分
58秒

2018/8/10 19
ホテル
建設

平
へいあんきょうさきょうくじょう

安京左京九条

四
しぼういっちょうあと

坊一町跡，

烏
からすまちょういせき

丸町遺跡

京
きょうとしみなみく

都市南区

東
ひがしくじょうさんのうちょう

九条山王町 14-1
26100

１
759

34 度
59 分
03秒

135 度
45 分
41秒

2018/5/28 20
ホテル
建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京左京四条
四坊一町跡，
烏丸御池遺跡

都城跡
集落跡

平安時代
室町時代（南北朝期）

墓，土坑 土師器，陶磁器
南北朝期の墓を検
出。

平安京左京五条
三坊十三町跡，
烏丸綾小路遺跡

都城跡
集落跡

平安時代 溝 土師器，瓦
東洞院大路西側溝と
同大路西築地内溝を
確認。

平安京左京八条
二坊一町跡，
東市跡

都城跡
市場跡

鎌倉時代 溝
大宮大路東側溝を確
認。

平安京左京九条
四坊一町跡，
烏丸町遺跡

都城跡
集落跡

平安時代
～鎌倉時代

溝
東洞院大路の東側溝
を確認。



報　告　書　抄　録
ふ り が な きょうとしないいせきしくつちょうさほうこく　へいせいさんじゅうねんど

書 名 京都市内遺跡試掘調査報告　平成 30年度

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ 番 号

編 著 者 名 馬瀬智光・西森正晃・家原圭太・鈴木久史・奥井智子・赤松佳奈・熊井亮介・熊谷舞子・新田和央・
黒須亜希子・清水早織・廣富亮太

編 集 機 関 京都市文化市民局　文化芸術都市推進室　文化財保護課

所 在 地 〒 604-8006　京都市中京区河原町通御池下る下丸屋町 394　Y・J・Kビル２階

発 行 機 関 京都市文化市民局

所 在 地 〒 604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地

発 行 年 月 日 西暦 2019 年（平成 31年）３月 29日

所
ふ り が な

収 遺 跡 名 所
ふ り が な

在 地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

平
へいあんきょううきょういちじょう

安京右京一条

二
にぼうじゅうよんちょうあと

坊十四町跡，

御
お ど い あ と

土居跡

京
きょうとしなかぎょうく

都市中京区

西
にしのきょうきたえんまちちない

ノ京北円町地内，

北
きたくおおみや

区大宮

西
にしわきだいちょう

脇台町ほか　地
ちない

内

26100 １

35 度
01分
13秒
・
35度
03分
10秒

135 度
43 分　
48秒
・

135 度
44分
38秒

2018/4/12
8/22

43
・
12

公園施設
整備

平
へいあんきょううきょうななじょう

安京右京七条
二
にぼうななちょうあと

坊七町跡，
西
にしのいちのあと

市跡，
衣
ころもだちょういせき

田町遺跡

京
きょうとししもぎょうく

都市下京区

西
にししちじょうにしいしがつぼちょう

七条西石ヶ坪町

16,18-1

26100
1
714
713

34 度
59 分
14秒

135 度
44 分
03秒

2018/6/20 105
共同住宅
建設

史
しせき

跡　
賀
かもみ お や じ ん じ ゃ

茂御祖神社
境
けいだい

内

京
きょうとしさきょうく

都市左京区
下
しもがもいずみがわちょう

鴨泉川町 59
26100 Ａ 309

34 度
59 分
14秒

135 度
44 分
03秒

2017/4/12 68
防犯設備
設置

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京右京一条
二坊十四町跡，
御土居跡

都城跡
土塁跡

平安時代
室町時代（桃山期）

溝，堀
土塁構築土 現地保存を図る。

平安京右京七条
二坊七町跡，
西市跡，
衣田町遺跡

都城跡
市場跡
集落跡

平安時代 流路
土師器，灰釉陶器，
緑釉陶器

史跡
賀茂御祖神社
旧境内

史跡
平安時代後期
江戸時代

築地，溝
路面整地層

土師器，瓦
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所
ふ り が な

収 遺 跡 名 所
ふ り が な

在 地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

一
い ち の い い せ き

ノ井遺跡
京
きょうとしうきょうく

都市右京区
太
うずまさいちのいちょう

秦一ノ井町 24-1
26100 913

35 度
00 分
55秒

135 度
42 分
35秒

2018/4/18 74
共同住宅
建設

中
なかとみいせき

臣遺跡
京
きょうとしやましなく

都市山科区
椥
なぎつじばんしょがぐちちょう

辻番所ヶ口町
188，189

26100 632
34 度
58 分
05秒

135 度
48 分
36秒

2017/6/20 163 宅地造成

中
なかとみいせき

臣遺跡
京
きょうとしやましなく

都市山科区
東
ひがしのぶたいちょう

野舞台町
47-1,48,49-1,50-1,51-1

26100 632
34 度
58 分
32秒

135 度
48 分
29秒

2017/7/14 176
公園施設
整備

伏見城跡
京
きょう と し ふ し み く

都市伏見区
桃
ももやまちょうしもずけ

山町下野
27-1，27-10 の一部

26100 1172
34 度
56 分
13秒

135 度
46 分
25秒

2018/2/7
～ 2/9

50
共同住宅
建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

一ノ井遺跡 散布地 江戸時代 溝，土坑 土師器，緑釉陶器

中臣遺跡 集落跡 古墳時代後期
ピット，溝，
土坑

土師器，須恵器

中臣遺跡 集落跡 古墳時代後期
竪穴建物，
ピット，溝，
土坑

土師器，須恵器
集落の発見により包
蔵地範囲を拡大。

伏見城跡 平城跡
室町時代（桃山期）
～江戸時代初頭

石垣，石敷，
階段

瓦，青磁，石製品
松平下野守屋敷西面
石垣と入口となる階
段を発見。
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